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　今日の最高気温は三十二度だと天気予報が告げていた。体感気温は恐らく四十度に近い茹で上がるような蒸し暑さの中では、束ねた赤茶色の髪の毛先が頬にかかることさえ不快だ。

　そんな暑さの中で純白の巨体を前に、舞浜茜はほうと息を吐いた。

　目の前にそびえ立つ全長三百メートルにも及ぶ豪華客船は、乗り物というよりも大きな城のように思える。

「夢を現実に変える、極上のクルーズ……いいなぁ」

　港でもらった長方形のパンフレットを広げながら、舞浜茜は目を細めている。

　緑のロングスカートにＹ字ネックのブルーストライプのシャツを合わせ、ベージュのパンプスを履いたオフィスカジュアルスタイルの茜は、華やかなワンピースやアロハシャツに身を包む浮かれた乗客たちの中で完全に浮いていた。

　豪華客船、ファントムエリザベート号。世界一周も可能な富裕層向けの大型客船。

　高級ホテル並みの客室、サービス、劇場やダンスホール、カジノや映画館まで揃う設備は、海の上の楽園とまで称される。

　この度初の国内一周プランが企画され、オーストラリアからはるばるやって来たこの船の下へ、一般市民の茜がやって来たのにはもちろん理由があった。

「茜ちゃん！　こっちや、こっち！」

　大声で名前を呼ばれ周囲を見回すと、甲板沿いに手を振る男の姿が見えた。

　真っ白なＴシャツにブルーデニム姿の男は、日に焼けた腕と短髪に鼻の下で美しく整えられた髭といういつものスタイルで笑顔を向けている。

「そっちの受付で、名刺出して上がっといで」

　茜はもう一度ため息を吐くと、関係者受付に回り太川新聞の社名が入った名刺を差し出し船に乗り込んだ。

　ずり落ちそうになる肩紐を直しながら、船内の緩やかなスロープを上がっていく。

　肩に食い込む紺のトートバッグには、十二インチのノートパソコンが入っているのだが、今ずり下がった肩紐は自分の持ち物とは無関係の重みだ。

「いやあ、ほんま助かったで。ありがとうな、茜ちゃん。やっぱ頼りになるのは、太川新聞のエースやで」

　甲板で待ち構えていた峰俊彦は、汗をかきながら到着した茜に向かって商売道具である一眼レフのカメラを構え挨拶代わりにシャッターを下ろした。

「私はただの料理コーナー担当です。峰さん、大事なものはもう忘れないようにして下さいね。これがなかったら、三日間どうするつもりだったんですか？」

　バッグを手渡した茜に、峰は重要な決断をする時と同じように低く唸ると、真剣な顔で顎の下を親指で押さえた。

「それはもう……遊び倒すしか？」

「乗船料金、全額自費になりますよ」

「そらあかんわ。奉公せんと！」

　わははと豪快な笑い声を上げた四十歳のバツイチ男は、どこか憎めない魅力がある。

　峰は、太川新聞に出入りしているフリーランスのカメラマンだ。

　今回の日本一周クルーズに同行し、船内写真を担当する報道関係者のひとり。太川新聞にも、後日密着記事を掲載する許可を得て乗船している。

　今日出港する前に茜の上司に挨拶に来ていた峰は、こともあろうにその場にカメラレンズを入れたケースを一式まるまる置き去りにするというトリプルＡの忘れ物をした。

　港を出港した船は、三日かけて沖縄を目指す。つまり、専用レンズなしで最初の三日間を過ごすことになる大損失、という状況になりかけていた。

　朝、出社して来た茜に命じられたのは、レンズケースを出港までに峰に届けるというお使いミッションだったというわけだ。

　普段夕刊の料理コーナーを担当する茜は、今日は午後に一件打ち合わせが入っている以外は予定がなく、ＷＥＢサイトで使用するレシピ動画の編集作業を行う予定だった。

「じゃあ、確かに渡しましたよ。船内ではレンズなくさないで下さいね」

「おおきに。帰りまたお土産置きに寄るわ。楽しみにしとってや」

「よろしくお願いします。じゃあ、失礼します」

　茜は頭を下げると、船内へ戻って行った。

　出港前の見送りで盛り上がる甲板とは真逆に、船内はしんと静まり返っている。

　一流ホテルの廊下でも歩いているようなふかふかの足元を踏みしめながら、茜はその日何度目かのため息を零した。

「こんな素敵な船で、日本一周なんて憧れちゃうなあ……」

　広い海を切り取った小さな小窓から降り注ぐ太陽に、静かな廊下には光の水溜りが点々と続いていた。

「さてと、私は現実に戻りますか。えーっと、出口は……」

　見えている景色は、細い通路。窓の向かい側にはホテルのように無数の扉が並び、恐らくここは三等客室つまり最低金額の客室だろう。

　確か一番下の部屋でも四十万からだったと記憶しているが、そんなことよりもその無限に続く客室のどちらから自分が来たのかわからなくなっていることが問題だった。

「来る時は焦ってたから周りを見てなかったなぁ。えっと、誰か聞けそうな人は……」

　見ると、通路奥の分かれ道になっている壁際に金色のプレートが見えた。恐らく案内板か何かだろう。広すぎる船内には、分かれ道ごとに方向を示す目印がかけられている。

　茜は藁にもすがる思いでプレートに駆け寄った、その時だった。

「あっ……！」

　何かが、体にぶつかった。

　咄嗟のことによろめいた体を支えきれず、視界が傾いていく。

（こける……!?）

　思わず目を閉じた茜だったが、しかし一向に衝撃も痛みもやって来ない。

「失礼、大丈夫か？」

　声をかけられ目を開くと、至近距離に男の顔があった。

「は、い……」

　切れ長の眉は、理知的な凛々しさを表している。薄い唇は上品で、グレーの瞳が吸い込まれそうに美しい。

　藍色のスーツに赤いネクタイを締めた黒髪の紳士は、見惚れてしまうほど丹精で整った顔立ちの男だった。

　どうやら、角から飛び出したこの美形と自分はぶつかってしまったらしい。

　茜の体はその美形の腕で、しっかりと支えられていた。

　体勢を立て直しそうと体を起こした瞬間、男は茜の手を掴み上げた。

「な、なんですか？」

「少し付き合え」

「はい？」

　混乱している茜の耳に、走り寄る足音が聞こえてくる。

　男は舌打ちをひとつ零すと、周囲を見回し横に設置されたドアを勢いよく開いた。

　丸い窓がひとつだけついた薄暗い室内は、どうやら掃除用具などを置いておく場所のようで、細長い長方形の空間にグレーの埃っぽい匂いが漂っている。

　男は、部屋の中に茜を押し込むと扉を閉めた。

「なんなんですか？　こんなところで一体何を……」

「うるさい静かにしろ」

　子供に言うような口ぶりで注意してくる男に、茜もだんだんと苛立ってくる。

「事情の説明もなしにこんなところに連れ込んで、通報されても文句は言えませんよ？」

「黙れ」

　スマホを取り出すよりも先に、体が強い力に引き寄せられた。

「な……、ふ……っ!?」

　抱き込むように腕を引き寄せた男は、こともあろうか茜の唇にその唇を押し付けた。

　果実のようなきりりとしたムスクの香りが濃くなって、茜の唇を飲み込んでいく。

（なんで、私……キスしてるの……）

　なんとか体を離そうとするが、強い力で固定されておりびくともしない。

　やがて、扉の向こうからバタバタと走り寄る足音が近づいて来た。

　人の気配が数人分。居たかいないと確認した足音は、やがって来た時と同じように慌ただしく遠ざかっていく。息を潜めるこの男は、彼らに追われているのだろうか。

　しかし、そんなことを考えている余裕はなかった。

　押し付けられた唇は一向に離れる気配がない。

　困惑と動揺に、次に自分が取るべき行動の正解がまるで判断できなかった。ただ触れているだけのはずなのに、どうしてこんなにも気持ちが追い詰められるのだろう。

　キスというものは、もっと素敵で甘酸っぱくて、夢のような時間だと茜は思っていた。

　こんなかび臭い部屋で、名前も知らぬ男に強引にされる口づけの記憶なんて最低だ。

　それなのに、男の唇がなだめるように角度を変え、茜の上唇を優しく食むその仕草に体の芯がぼやけていくような熱を感じた。

　このままではいけないと、頭の中で警鐘のようなものが鳴り響いている。

　動けない茜の体を、男はようやくゆっくりと離した。

　ところが。

「あ、れ……？」

　その場に崩れそうになった体を、男の腕が再び支えてくれる。

「大丈夫か？」

　男は、鼻で笑っていた。

「笑わないで下さい。誰のせいだと思ってるんですか……」

　恨みを込めた目で見上げると、男は足元を確認してようやく腕を離してくれた。

　細やかな気遣いは大変紳士的だが、そもそも本物の紳士はこんなところに女性を連れ込まない上に、初対面の相手にいきなりキスだってしないだろう。

「ぎゃあぎゃあ騒ぐな。お前が静かにしていれば、俺もこんなことはしなかった」

「わ、私のせいだって言いたいんですか!?」

「うるさい女だ。何が不満なんだ？」

　心の底から不思議だとでも言いたげな顔で感心する男に、茜の怒りメーターがふつふつと音をたてて上がっていく。

　一体どんな人生を歩めば、これほど自分勝手な言動を躊躇いなく放つことができるのだろうか。

「世話になったな。じゃあ、俺はこれで」

　男は扉の隙間から外の様子を確認すると、こちらに背を向けた。

「待ちなさい！」

　怒りに震え冷たくなった指先で、茜は左手で男の腕を思い切り掴んだ。

　振り返った男の頬に、渾身の力を込めて右手を振り下ろす。乾いた音が響き渡り、男の頬が赤く染まった。

　それは、見事な平手打ちだった。そんなことを他人にしたのは、人生で初めての経験だった。

「お前……」

　男は頬を押さえ、驚いたように目を見開いている。

　人に暴力を振るってしまったという後悔に一瞬怯んだ茜だったが、すぐに気を取り直し声を張り上げた。

「最低！　痴漢行為ですよ！　今すぐ警備室に行くからついて来なさい！」

　茜は掴んだままの左手を引き、男を連行しようと扉に手をかけた。

　しかし、男は空いている方の手を茜の腰元に伸ばすと、その体を胸元に引き寄せた。

「何するんですか！　離して！」

　近づいた顔に、再び口付けられてはたまらないと顔をそむける茜は、その恐怖に目に涙を浮かべている。

　しかし、男はそれ以上近づいて来ない。

　わけがわからない茜の耳に、クククと低い笑い声が届いた。

「なんで笑ってるんですか！」

　こんな状況で笑うなんて、本当に意味がわからない。

　頭がカッと熱くなる茜の前で、男は笑いを噛み殺しながらようやく視線を合わせた。

　灰の瞳は、やはり宝石がはめ込まれていると錯覚してしまうほど透き通って美しい。

「俺にキスされて、そういう反応をした女は初めてだ」

　そう言って笑みを浮かべる男は、やはり自信たっぷりで。その美しく整った顔が、少年のように無邪気に綻ぶことを茜は知った。

　しかし、そんなことでごまかされるわけにはいかない。

　とにかくこの男を警備室に突き出して、然るべき処罰を受けてもらわなければ。

　そう意気込む茜の耳に、絶望の音が響き渡った。

「えっ、これって……」

　耳をつんざくほどの大きな低音に、地面がぐらりと揺れた。

　それは、汽笛の音だ。出港の合図を告げる大きな合図に、茜の顔から血の気が引く。

「待って！　私、船を下りないと……！」

　男の腕を振り払い、茜は丸窓に駆け寄った。

　船は速度を上げ、港の景色がどんどん離れていく。

　青い空、手を振る人々、騒がしく鳴くかもめの何もかもが、新たな旅路を祝福しているかのようだ。

「嘘、でしょ……」

　その場に座り込んでしまった茜に、男も何かを察したのかゆっくりと近づいて来る。

「お前、もしかしてチケットを持っていないのか？」

「……そうです。ここには、知り合いの忘れ物を届けに来ただけで」

「二百万」

「え？」

「チケットは今からでも買える。しかし、買えるのは当日購入可能なコースだけだ。つまり、フルパッケージの定価のみ。つまり二百万からだな」

　それは、一介のＯＬである茜にとって、絶望的な金額だった。

（どうしよう。船はもう出ちゃってるし、沖縄に着くまで止まらない……）

　報道関係の宿泊登録も、もちろん期限を過ぎている。つまり茜に残された道は、二百万を払うしかないということだ。

　絶望に打ちひしがれる茜の前に、男はしゃがみこんだ。

「ご愁傷様」

　あまりにも楽しそうに放たれた嫌味に、茜は素直に傷ついてしまう。

「あなたのせいですよ！　こんな、もう、はあ……どうしたらいいの……」

　最初は怒る元気があったものの、語尾の力がどんどん抜けていく。

　頭の中が混乱しすぎて、次にすべき行動がまったく思い浮かばない。

　ただただ悲しみに顔を伏せた茜の肩に、男はぽんと手を置いた。

　痴漢の手は、やけに大きくあたたかかった。

「お前のこと、助けてやろうか？」

　絶望の中に射したひと筋の光に、茜は恐る恐る顔を上げた。

　しかし、男と視線を合わせた瞬間、それが悪魔の契約であることが察知できた。

　なぜなら男は、この世の何にも劣らぬ、美しい微笑みを浮かべていたから。

「いいだろう。俺がお前を助けてやる、俺の名前は上崎慎吾。職業は、金持ちだ」

「は、はあ……」

　上崎の堂々とした返答に、それ以上ツッコミを入れる気力もなくなっていた。

「舞浜茜と言います。あの、何か、私にできることはありませんか？　大したことはできませんが、せめて何かお礼をさせて下さい」

「なぜそんなことを気にするんだ？　金持ちと言っただろう。庶民は甘えていればいい」

「そういうわけにはいきません。お世話になるならせめて何か……痴漢を通報しないとか、そう、司法取引！　あ、ここ司法の現場じゃないか」

　ぶつぶつ考え込む茜に、上崎は一瞬驚いたように目を見開いた。

「なるほど……な。お前、面白いな」

「は？　何が……ぶっ!?」

　男は茜の両頬を右手の親指と人差し指でぐにっと掴むと、顔を近づけた。

　その表情は、玩具を手に入れた悪ガキと同じ輝きを浮かべている。

「俺の暇つぶしになれ」

「は、はあ……？」

　前言撤回である。悪ガキの方が、幾分マシだ。茜はそう感じていた。
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『でかした、舞浜！』

　電話の向こうで、太川新聞の相澤は喜びの声を上げている。

　あまりに大きな音で、茜は耳に当てたスマホを顔から離した。

　茜の勤め先である新聞社に事情を説明すべく、茜はひとまずデッキから電話をかけた。

　船が出港してしまったこと、運良く乗客が世話を焼いてくれることになったこと、三日後にならないと船が停船しないことを伝えた茜に、上司である相澤はどんな金持ちを捕まえたのかとからかうように聞いて来た。

　茜が所属する生活情報部は、報道をメインに扱うような忙しい部署とは違い、比較的のんびりとしたいわゆる窓際部署だ。

　そのふんわりとまろやかな気質は、上司の相澤の性格そのものにも当てはまる。

　船のコース金額を知っている上司は、そんな金をポンと出す乗客を信用してもいいものかと実の親のように心配してくれた。

　世話になる相手の名前を、出すまでは。

『今、なんて言った？』

　相澤の声が、信じられないものを聞くように震えている。

「えっと、ですから上崎さん？　上崎慎吾という方のお世話になることになって」

　スピーカーの向こうで、相澤が再び沸き立つ。

　いつもぼんやりしている上司が、ここまでヒートアップするほど上崎は有名人なのか。

　確かに今回の船旅は、この船の出資者が企画したコースのお試しクルーズで、乗船しているのは選ばれし桁違いの金持ちと運良く権利を獲得したごく少数の一般人だけであることは、茜も把握している。

　あれだけの美形だ。タレントか、俳優。あるいは政治家の可能性もある。

　どのみち、お金を世話してもらい、この船旅で三日間暇つぶしに付き合うだけの関係なのだ。向こうが言わないことまで、聞く必要はないと茜は判断していた。

『上崎って、あの上崎慎吾だろ？』

「相澤さん、上崎さんのことをご存知なんですか？」

　思わせぶりな言葉とわざとらしいため息を、相澤はスピーカーの向こうから響かせた。

『お前、シティホテルのチェーン。Ｕユースグランドホテルは知ってるか？』

　それは、国内だけではなく、アメリカや中国に展開している、世界三大ホテルグループと呼ばれる巨大企業のひとつだ。

　去年、日比谷の一等地に商業施設を備えた大型ホテルを新規オープンさせ、随分話題になっていたと記憶している。

　ビュッフェのスイーツが若い世代にも人気の、有名ホテルチェーンだ。

『その、Ｕユースグランドホテルを経営する、大金持ち上崎グループの現取締役。グループナンバースリーの男、それが上崎慎吾だ』

「ええっ!?　あの人そんな有名人なんですか!?」

　思わず大きな声を出した茜に、周囲の乗客たちの視線が一斉に集められた。

　茜はスマホを押さえ頭を下げると、奥のテラス席で待つ上崎を見つめる。

　白いテーブルセットに腰を下ろした上崎は、コーヒーを相棒につまらなそうにスマホを眺めている。

　こちらの声は聞こえなかったようで、無反応だ。

　ほっと胸を撫で下ろし、茜は再びスマホを耳元に押し当てる。

「なんでそんな大物が、このクルーズに参加してるんですか！」

『そこなんだよ。上崎社長は、ワシントンでの新規プロジェクトに着手していて、ニューヨークを拠点にしていると聞いてる。こんなところでのんきに休暇を取ってる場合じゃないはずなんだがな』

　スピーカーの向こうで、かたかたと相澤がパソコンをいじる音が聞こえる。

「まさか、お忍びで休暇中とか？」

『可能性はある。あっちのパパラッチ情報サイトに、上崎社長が出国したらしいって記事が載ってるな』

　ずいぶんと穏やかではない単語が飛び出して、茜は動揺した。

「パパラッチって、いくら社長だからって相手は一般人ですよね？」

『上崎社長は特別だ。かつて死にかけてた上崎グループのホテルの数々を、その手腕で不死鳥のように蘇らせた敏腕経営者。おまけに……お前会ったならわかるだろ？　とにかく男前だっただろ？』

「それは、まあ……はい」

　不服そうに眉を潜める横顔を、盗み見ながら茜は答える。

　絶対に人間は話しかけるなというオーラを放っているにも関わらず、彼の周囲の女性たちはちらちらと上崎を見つめ、いつ声をかけようかと伺っている様子だ。

　人の目を引く人間というのは、こういう人なのだということが、上崎の顔立ちを見ていると納得できた。

（黙っていれば、イケメンだよね。黙っていれば……）

『上崎は大のマスコミ嫌いでな。今までも、メディアに顔を出したことはほとんどない。気難しい美形っていうのは、ミステリアスだからな。余計にファンがつくもんだ』

「それで、パパラッチ……ですか」

　それほどまでにあの上崎という男は、魅力的で良くも悪くも人の目を引く人物だということだ。そんな大金持ちが、どうして自分のような一般人を暇つぶしに使おうと思ったのか、まったく理由はわからないけれど。

『舞浜、つまりこれはチャンスだぞ』

「と、言いますと？」

『会社のことは任せとけ。お前、そのまま上崎にひっついて、独占取って来い！』

　上司から下された司令に、茜はスマホを落としそうになった。

「じょ、冗談はやめて下さい！　相手は人を人とも思わない偏屈なお金持ちですよ？　ただでさえ暇つぶしとか言われてるのに……それに、上崎って人はマスコミ嫌いなんですよね？　もし私が記者だってバレたら、どんなことをされるか！」

　助けてもらっている身としては、あまり悪く言いたくないが。相手は職業金持ちと言い張る度胸の持ち主だ。おまけに初対面の女性に口づけすることなんて、蚊が止まったくらいにしか思っていないとんでもない男。

　暇つぶしということだって、一体これから何をされるのか恐怖しかないというのに、この上向こうが苦手という取材なんて話を持ち出そうものなら、この絶海の青に沈められかねないとさえ茜は考えていた。

　しかし、相澤もまったく引く様子はなく、それどころかのりのりで芝居じみたセリフを口にしてくる。

『だからだよ。いいか、今向こうはお前のことただのお使いで紛れ込んだ女だと思ってる。その立場を利用して、密着記事を書け。書き終えてから、身分を明かすんだ。これから長い旅路の中で、多少の情も湧いてくるだろ？』

「いえ、あの人に限ってそれはないと思いますけど……」

『まあまあ、暇つぶしにそばに置こうって言うんだ、多少は何か気に入るところがあったんだろ。その立場を利用して、絶対に掲載許可を取って来い。お前だって、いつまでも窓際料理コーナーじゃ、つまらないだろ？』

「そんなこと、私は……」

『これはチャンスだ。この記事が成功すれば、前の部署に戻ることも不可能じゃないぞ』

　相澤の言葉に、茜の言葉が詰まった。

　前の部署、そこに自分は戻りたいと思っているのだろうか。

『とにかく、だ。掲載許可が取れるまで、帰って来なくてよし！』

「ちょ、ちょっと待って下さい！　相澤さん！」

『じゃあ、頑張れよ。舞浜特派員！』

　こちらが止める間もなく、通話は一方的に切られてしまった。

　バッグの中には、本来ならばこの後打ち合わせで使う予定だったパソコンと手帳とスマホの充電器が入っている。船の中で仕事をすることは可能だが。

（相澤さんはマスコミ嫌いって言ってたけど、どれくらい苦手なんだろう……）

　肩を落としながら恐る恐る上崎の座るテーブルに近寄ると、上崎の向かい側に手のつけられていないアイスコーヒーが置かれていた。

「座れ」

　上崎は、ちらりと茜の姿を視認すると、そのまま向かいの席を視線で促した。

「座っていいんですか？　ここ、誰かの席じゃ……」

「お前のだ」

　驚いた。上崎はどうやら、茜のためにアイスコーヒーを注文しておいてくれたらしい。

　船内の飲食物は、乗船中は基本的に無料だと聞いている。

　しかし、この男がわざわざ自分のために注文したという事実が、茜を驚かせていた。

「電話のあとは喉が乾くだろう」

「ありがとう、ございます……」

　意外な気遣いと優しさに、確かにこの人はすごく仕事ができる人なのだろうなと茜は思った。

　上崎がスマホを置くと、傍らに立っていた給仕が新聞の入った籠をテーブルの上に置いていった。

　一般紙、経済誌、スポーツ新聞。茜の勤める太川新聞も並ぶ中、上崎はスポーツ新聞を手に取った。

（……なんだ、そういうのも読むんじゃない。マスコミ嫌いなんて言ってたけど、スポーツと芸能情報は興味あるってことかな）

　などとのんきに考えていた茜の前で、広げた新聞がびりりと音をたて引き裂かれた。

　驚く茜の前でビリビリと音をたてて破られた新聞が、風に乗って海へ飛ばされていく。

　あっけにとられる茜に気づいたのか、上崎は平然とした様子で経済誌を手に取った。

「安心しろ。地球に優しい印刷でできていると書いてあった。やがて土に還る紙だ」

　いや、そういうことではなくて。

　言葉をぐっと飲み込んで、茜は曖昧に笑った。

「スポーツには、興味がないんですか？」

「もちろん、スポーツには敬意を払っている。うちのグループもいくつかチームを持っているからな。俺はただ、他人の噂話を飯のタネにしている人間が嫌いなだけだ」

　それは、はっきりとした拒絶の言葉だった。

（マスコミ嫌いって、こういうこと？　ここまでするような相手に、新聞記者だって言って取材交渉しろってこと？）

　もしもそんなことを口にすれば、宿泊費を払ってもらうどころかこの海の藻屑にされてしまうだろうことは、容易に想像できた。

　握りしめた拳を見るだけで、その憎悪が伝わってくるようだ。

　どうしてこの人は、こんなにマスコミが嫌いなのだろう。やはり、パパラッチに追いかけられるとこういう風になるものなのだろうか。

「会社は、どうだったんだ」

「は、はい。仕事はどうとでもなるから……その、好きなだけ行って来いと」

　完璧な嘘とは言い難いしどろもどろな言葉に、上崎は自分のティーカップを口元に運ぶとふっと小さく笑った。

「なんだそれは。お前、普段どうでもいい仕事しかしてないんだな」

「き、決めつけないで下さい」

「何をしているのか知らないが、その扱いはそういうことだろう。お前がどれだけ休もうと、会社は回るということだ」

「それ、は……」

　痛いところを突かれた。

　今の仕事は好きだ。新しいレシピを考えたり、料理研究家の先生に話を聞いたり、レシピ動画を撮影したり。緊張やスリルとは無縁の平穏な記事作りは、茜の肌に合っている。

　しかし、自分がいなくても会社が回るという上崎の言葉は、ぐさりと深く胸に突き刺さった。

　上崎のようにすごい人には、こんな感覚はわからないだろう。

　自分はこの世界には必要ないのかもしれないと思う、あの空虚な絶望は。

「……上崎さんは、さぞ会社に必要とされる仕事をしていらっしゃるんでしょうね」

「ほう、知ったような口をきくな？」

「あなたのことはよく知らないけれど、会ったばかりの女にクルーズ料金をぽんと出せるくらいお金持ちだってことはわかりましたから」

　茜の答えに納得したのか、上崎は満足げに頷いている。

　目の前の男のツボがよくわからないまま、茜はアイスコーヒーに手を伸ばした。

　冷たい液体は、混乱し通しだった頭に少しだけ冷静を取り戻してくれる気がする。

「本当は、休暇なんて取るつもりはなかった。どうせそんなものを取ったところで、悠長に休むことができないのはわかりきっていたからな」

　不服そうに言葉を放つ上崎の言葉に、茜は慎重に耳を傾ける。

「あの、さっき追われてたんですよね？」

「あいつらは、俺とビジネスがしたい連中だ」

「ビジネス？　休暇中にですか？」

「厄介な連中は、人の休みの都合なんておかまいなしだ。こうなることがわかってたら、会社にこもっている方がマシだろう」

　確かに、こんな夢みたいな場所で仕事の話はしたくない。

　今の自分も、半分押し付けられた特命によって重い気持ちになっているのだ。

　追いかけられる立場というのは、気苦労も多いということだろう。

「出資だの投資だの、どこに居たって休みなんてあってないようなものだ。ただ、秘書がな。有給消化するまで帰って来るなと勝手に休みを手配して、この船に放り込まれたんだ。まったく、強制休暇なんて聞いたことがないぞ」

　むすっと唇を尖らせる上崎の姿は、気難しい有名人というよりなんだか大きな子供のように茜の目に映った。

「……ふふっ」

「なんだ。何笑ってる？」

　思わず溢れてしまって息に、上崎はぎゅっと眉間に皺を寄せる。

　その鋭い眼光は、敏腕経営者というよりアウトローな雰囲気を感じた。

「すみません。でも、その秘書さんすごくいい方だなと思って」

「どこがだ？　あいつは悪魔だ。俺を幽閉した恐ろしい悪鬼だぞ」

　ひどい言われように、茜は再び笑みを零した。

「だって、上崎さんは仕事ができる人なんですよね？　じゃないと、こんなところで一緒に仕事したいって人たちに追いかけられることはないと思いますし」

「まあな。自慢じゃないが、仕事はできる方だ」

　一切謙遜しないその姿勢が、逆に清々しいと思えた。

「そこまで仕事ができる人だからこそ、秘書さんはちゃんと休んで欲しかったんですよ」

「休んで欲しかった？　有給消化をしないと、法律が絡んできて面倒なんだろ」

　訝しむような表情の上崎は、どうやら本当にそう思っているらしい。

「ひねくれすぎです。ただ有給消化したいだけなら、船の手配までしませんよ」

「それは、このクルーズ船の企画にうちの会社が関わっている関係で……」

「その怖い顔で怒られるのがわかってて、わざわざ上崎さんに行かせる意味は？」

　確かにこの船の企画には、上崎の会社が関わっているのだろう。

　しかし、わざわざ上崎を船に乗せる必要はなかったはずだ。特別なクルーズ、関係者の中には、乗りたいと思う人間はいるだろうし、そうでなくとも会社命令とあらば社員は誰でも乗船できた。

　それなのに、わざわざ忙しい上崎に休みを取らせ、この船に放り込んだ理由。

　茜には、なんとなくその秘書の気持ちがわかる気がした。

「多分、ここなら上崎さんが安全に休暇を過ごせるからですよ」

「既に追いかけられた後だけどな」

「それはそうですけど……でも、陸にいる時より数は制限されますよね！　何せここは海の上！　厄介の母数を減らせます！」

　茜の言葉に、上崎は一瞬時が止まったように停止した。

　そして。

「ぷっ、クククク……」

　堪えきれないといった様子で、やがて肩を震わせて笑い始めた。

「な、なんですか！　私は、真面目に……」

「いや、わかってる。わかってるが……ククッ。そんなこと考えたこともなかった。面白い考えだ」

　なんだか馬鹿にされている様子だが、顔を上げた上崎がさっきよりもすっきりとした表情に見えて、茜は少し安心した。

　取材をしなければならないという根本的な問題は解決していないが、上崎という男は話の通じない悪人という人ではなさそうだ。

「上崎さん、あの……改めてお礼を言わせて下さい。助けていただいて、ありがとうございます。助かります。金額分の暇潰しになれるかは自信がありませんが、ご恩を返せるように頑張ります」

　頭を下げた茜に、上崎はハッと低く笑った。

　その笑い声は、先程より嫌な響きだと感じなくなっていた。

「痴漢に頭を下げていいのか？」

「あれは、反省して下さい。初対面の人に、いきなりキスするなんて最低だという自覚は持って欲しいです」

「お前、本当に面白い女だな」

　相変わらず噛み殺すような笑いを漏らしながら、上崎は楽しそうに目を細めている。

　上崎の方こそ、面白い人だと茜は思う。不機嫌で怖そうな雰囲気を持つのに、笑うと少年のように無邪気な表情になる男には、人の目を惹く魅力があると感じた。

「失礼します、上崎さん……ですよね？」

　突然声をかけられ顔を上げると、灰色のスーツに身を包んだ男がふたり上崎の隣に立っていた。

　五十代くらいだろうか。この暑い中、汗をだらだら流しながらスーツをしっかりと着込んだ男は、隣に立つ男から名刺を受け取り、それを上崎の前に差し出した。

　上崎は名刺を受け取ることなく、視線だけでふたりの姿を確認した。

「初めまして、先程は失礼致しました。わたくし、油島食品の油島耕作と申します。あの有名な上崎さんが乗船されているとお聞きして、是非ご挨拶をと思いまして」

「茜、行くぞ」

「えっ？」

　男が言い終わるよりも先に、上崎は立ち上がると茜の手を引き歩き始めてしまった。

「上崎さん？」

「船内に入ったら、全力で走れ。入ってすぐ左だ」

　上崎は小さな声でそう囁き、茜の肩を抱き寄せデッキの扉を開いた。

「走れ！」

　一歩足を踏み入れた瞬間かけられた声に、茜は弾かれるように加速した。

　狭い廊下を、上崎と並んで駆け抜けていく。

　後ろの方で先程の男が上崎の名前を叫んでいるが、その距離はぐんぐん開いていく。

「なんなんですか、一体！」

「言っただろ。厄介な連中は人の休みなんておかまいなしだと」

「お金持ちって、大変なんですね」

　上崎の隣を走りながら訴える茜に、上崎はにっと笑って速度を上げていく。

「お前、足速いな？」

　こちらの質問には一切答える気がないのか、上崎は楽しそうに笑いながら見たままの感想を告げた。

「そんなこと言ってる場合ですか。もう！　次はどっちに向かえばいいんですか！」

「突き当りの階段上がって右、エレベーターがあるからそのドアにこのカードをかざせ」

　上崎はそう言って、胸ポケットから取り出した真っ白なカードをこちらに放り投げた。

　咄嗟のことに慌てた茜だが、落とすことなくそれをキャッチした。

「投げないで下さい！」

　大人になってから、こんな風に全力で走ったことがあっただろうか。

　時折すれ違う乗客が、ぎょっとした顔で振り返るのが、なんだか可笑しい。

　大金持ちの男も、走る時はこんな風に無邪気な少年みたいな顔で笑うのだなと思いながら、茜は指示された通りエレベーターホールへ向かった。

　それは、妙に楽しかったと記憶に残る逃走劇だった。
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「何、これ……」

　目の前に広がる光景に、茜はそれが夢か現実なのかわからなくなっている。

　専用カードでしか動かせないエレベーターを上がり、専用フロアになっている区画に足を踏み入れた時から既に嫌な予感はしていた。

　いくらお金持ち専用のクルーズコースとは言え、船の中に専用のフロアがあるとまでは予想できなかった。

　開かれた扉の向こうは、ここが船の上だと忘れてしまうような空間が広がっていた。

　落ち着いたベージュのソファセットの中央に、ガラスのローテーブルが置かれている。テーブルの上にはウェルカムフルーツとシャンパンがセットされており、奥にはプライベートバルコニーが見える。

　一瞬、そこが高級ホテルか何かなのではないかと錯覚しそうになったが、窓の向こうの海はゆっくりと動いていた。

　広いリビングの反対側には、黒のシャープなデザインのテーブルセットが置かれており、ちょっとした会議などに使えそうだ。

　入って右側には、キングサイズの巨大ベッドルームがあり、廊下の奥にはミニキッチンまで設置されている。バストイレはもちろん別で、バルコニー側に向かって設置されたバスタブは海の中にそのまま浸かっているような景色になるだろう。

　あまりにも広すぎる室内に、茜はたっぷり十分ほどかけてあちこちを見て回った。

「ここに、私が泊まるんですか……？」

　ふらふらとリビングに戻って来ると、上崎はジャケットを脱いでソファの背に投げ捨てているところだった。

「感謝しろ。ダイヤモンドスイートだ」

　夢のような空間に、茜は息を呑んでいる。

　上崎が用意してくれた部屋は、船内でもトップランクのスイートだった。

「あの、私なんとお礼を言ったらいいか……」

「気にするな。大したことではない」

　上崎はネクタイを解きそれをソファに投げると、こともあろうかシャツに手をかけた。

「ちょちょちょちょっと待って下さい！　ストップ！」

「日本語でいい」

「まっ……！」

　止めようとした言葉をすべて無視し、上崎は当たり前のようにシャツを脱ぎ捨てた。

　美しい肩甲骨のラインと引き締まった腰元に、思わず目を奪われる。

　背面のシルエットは、まるで雑誌の表紙モデルのように太陽の下で光り輝いて見えた。

「綺麗、ですね……」

　彫刻のようなその体に、茜は素直に感想を零していた。

　美しいものを前にすると、人は余計な感情を忘れてしまうのかもしれない。

　ただ、引き寄せられる。その中に隠されている見えていない場所を、もっと見てみたいという欲望だけが胸を支配している。

「そりゃどうも」

　そっけなく返事を返した男は、すたすたとバスルームの方へ歩き始める。

　そこでようやく茜は、自分がすべきことを思い出した。

「上崎さん？　まさか、シャワーを浴びるおつもりですか？」

「そうだ。汗をかいたからな。何か問題が？」

「問題です！　ここ、私の部屋……なんですよね？」

　茜の答えに、上崎ははっと小さく笑った。

「ここはお前の部屋だ。そして、同時に俺の部屋でもある」

　まったく理解のできない茜に対し、上崎は口元に手を寄せ呆れた表情を浮かべた。

「今日は満室。新しい部屋は取れなかった。同じ部屋でいいだろ」

「よくないです！　そんな、男女がひとつの部屋で泊まるなんて！」

「古風か。とりあえず、シャワーを浴びさせてくれ。それとも、ここで最後の一枚を脱いでもいいのか？」

　試すような視線に、茜は顔を覆って首を横に振る。

　大げさに吐いたため息を残し、上崎はバスルームへ消えた。

　やがて流れる水音が聞こえて来て、茜はへなへなと崩れるようにリビングのソファに倒れ込んだ。

　世話になる身だ、贅沢は言っていられない。それはわかっている。しかし。

「いやー……それは、ないでしょう。普通」

　あまりにも非常識な選択に、こめかみにじりじりと鈍い痛みが走る。

　髪をまとめていたシュシュを外し、茜は目を閉じた。

　遠くから聞こえる水の流れる音に、一気に疲労が訪れる。

　常識とか普通と言った言葉からはかけ離れた世界で生きる男、上崎。そのあまりの存在感に、目眩がした。

「私、どうなっちゃうん、だろ……う」

　考えなければならないこと、確かめなければいけないことが山程あるのにうまく体が動かせない。こんな調子で、取材許可を取ろうなんて夢のまた夢だ。

　不安と混乱は残しながら、抗いがたい眠気に茜の意識はゆっくりと溶けていった。
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　キーボードを叩く音が聞こえる。硬質の連続した打鍵に、耳の中に細い針金を差し込まれたような嫌な痛みが走った。

　これは、記憶だ。かつて茜が経験した、灰色の景色がそこにある。

　重なるキーの連続音、こもった空気、床で眠る女に、灰皿を投げつけられている男。

　やがて茜の頭に割れるような激痛が走り、立っていることもできなくなる。

　こんなはずじゃなかった、こんなはずでは。

　その声が、自分のものなのか、それとも誰か他の人の叫びなのかわからなかった。

　ただ、こんな世界を終わりにしたいと、茜は強く願った。

「……ッ!?」

　びくりと肩を震わせ目を開くと、美しいガラス細工で彩られたシャンデリアが見えた。

（私、眠ってた……？）

　窓の向こうに目をやると、空はオレンジ色に変わっており大きな太陽が地平線の向こうに沈んでいく。

　ソファの上で体を起こすと、胸元から紺色の柔らかなブランケットがこぼれ落ちた。

　船のロゴが入ったひざ掛けは、ファントムエリザベート号の備品だろう。

　こんなものかけた覚えがないと思ったところで、茜の耳にカタカタとキーボードの音が響いてきた。

　一瞬固まった茜の耳に、今度は美しい英語のイントネーションが飛び込んでくる。

　振り返ると、テーブルにノートパソコンを置いた上崎がスマホを耳に当て誰かと会話をしていた。

　小さな衣擦れに、上崎は話を切り上げるように英語を返すとバイと言って電話を切ってしまった。

「起きたか」

「すみません。私、眠ってたみたいで……」

「そんなところでよくそこまでぐっすり眠れるな。あまりにも気持ちよさそうに寝てるから、お前の正体は猫か何かなんじゃないかと思ったぞ」

　上崎は、かっちりとした黒いカラーシャツにブルーのタイを締めている。やや光沢を感じるグレースーツのボトムに、夜用の正装の気配を感じた。

「あの、ひざ掛け……ありがとうございました」

「風邪をひかれたらつまらない。お前は俺の暇潰しだってことを、自覚しろ」

　上崎は、椅子の背にかけていたジャケットを羽織り茜の足元に近づいてくる。

　ぼんやりと見上げている茜の腕を掴み、彼女の体をしっかりとその場に立たせた。

「な、なんですか？」

　何かを物色するように、やけに上から下までじろじろ見つめてくる上崎の視線が痛い。

「行くぞ」

　相変わらず質問に答える気はないのか、上崎は茜の腕を掴んだまま歩き始めた。

「上崎さん。暇潰しでもなんでもしますから、もうちょっと会話をして下さい」

　廊下に出た茜は、パンプスを履き直しながら抗議する。

「いいだろう。会話がしたいんだな？」

　上崎は、邪悪とも呼べるほど黒い笑顔を浮かべた。

　口元をひくつかせている茜の顎を取り、その美しい顔を近づける。

「や……っ！」

　またキスをされてしまうと体を強張らせる茜に、上崎は低く笑いを零した。

「ティーンじゃないんだ。そうびびるな」

「そんなこと、言われたって……」

　そもそもの原因は上崎なのにと不満を覚える茜の耳元に、男は唇を近づけた。

「お前に、魔法をかけてやるよ」

「ま、ほう？」

　新しい玩具を見つけた時の子供のように目を輝かせる男の前で、茜はただ呆然とその自信過剰な上崎を見つめていた。
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　つるつるとした大理石の床の上に、アクリル製の棚が並んでいる。

　あちこちに立っているマネキンのボディには、赤や紫と色とりどりのドレスがコーディネートされており、デパートのフロアかと一瞬錯覚しそうになった。

　しかし、ここは確かに船の中で、声をかけてくる金髪の店員は黒いスーツに身を包んでおり胸元に船のロゴが入ったネームプレートをつけている。

「お客様、大変お似合いになります！」

「あ、ありがとうございます……」

　試着室から出て来た茜は、青いドレスを着せられていた。

　ワンピースタイプのパーティードレスは、肩周りがレース素材でできており全体に蝶の刺繍が施されている。アシンメトリーなスカート丈は膝が出ているが、バックスタイルはしっかりとヒップ周りを覆う美しいシルエットに仕上げられており、ぴかぴかと輝くシルバーのヒールとよく合う。

　上崎の指示で持ってこられたドレスは、なぜか茜の体のサイズにぴったりだった。

「あ、あの。上崎さん？　これは、一体……」

　ソファに腰を下ろしていた上崎は、試着室の前に立つと値踏みするように腕を組んでじろじろと無遠慮な視線を向けてくる。

「お前、ドレスは持って来ていないだろう」

「そりゃそうですよ。泊まる予定じゃなかったんです。ドレスどころか、服なんて一切持ってません」

「夜は正装だ。とりあえず、それはそのまま着ておけ。他には何がある？」

　茜の言葉を待たず、上崎は店員と何やら話し合いを始めてしまった。

　すとんと筒状に落ちる赤のサックドレス、体にぴたりと張り付くような黒のマーメイドドレス、スカートが風船のようにふくらんだ青のバルーンドレスなど、次々に茜のサイズのドレスが並べられていく。

「そ、そんなに買うんですか!?　私、そんなに払えません！」

「金のことなら気にするな。ああ、あと普段着も必要か。それから下着か。こいつに似合うエロいのを見繕ってくれ」

「そこまで指示しなくていいです！　エロいのとか言わないで下さい！」

　とんでもないオーダーに、店員は顔色ひとつ変えず頭を下げた。

「もう、信じられない……お金持ちの買い物って雑なの？」

　呆れたように肩を落とす茜に、上崎は興味深そうに顔を覗き込んでくる。

　妙に距離感が近いのも、お金持ちの特徴なのだろうかと茜は諦めながら視線を上げた。

「お前は、いちいち面白いことを言うな」

「みんな思ってても言わないだけですよ。ビジネスでご機嫌を取りたい人に、逆らう人はいないでしょ」

「なるほど。お前は、別にビジネスの相手じゃないからな」

　そう言って笑いかけてくる上崎の表情に、茜の胸がちくりと痛んだ。

　確かに、彼は自分のことを何も知らない。ビジネスの関係などないと思い込んでいる。

　しかし、茜もこれからビジネスの話を持ちかけなければならない立場なのだ。

（今優しくしてくれるのも、私が記者だって言ってないから……なんだよね）

　もし自分が彼にビジネスの目的を口にしたら、上崎はどんな反応をするのだろう。

　そう考えると、気が重くなってくる。元々、嘘をつくのは苦手だった。なんて記者に向いていない性格なのだろうと自分を呪ったことさえある。

「茜、動くな」

「え……？」

　上崎は腕を伸ばすと、茜の耳に何かを押し当てた。

　ひんやりと冷たい感触が、右耳と左耳にひとつずつつけられる。

「やっぱりな、似合う」

「これ……可愛いですね」

　鏡を覗き込むと、茜の耳に星型のピアスが光っていた。

　小ぶりの宝飾品は、控えめだがシンプルで可愛らしいと素直に思った。

「お前は、本当に思ったことをなんでも口にするタイプなんだな」

「す、すみません……」

「褒めてるんだ。それずっとつけてろ。俺が初めてお前に選んだ記念品だ」

　上崎はそう言って微笑むと、再び茜の買い物に戻っていく。

　次々に選んでいく男の背中をぼんやりと見つめながら、茜は耳に触れてみた。

　小さな冷たいアクセサリーが、手の中であたたかく感じる。

　耳元を彩る光を前に、茜はどうしてこの人はこんなに自分によくしてくれるのだろうとぼんやり考えていた。
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　船内のサロンでヘアメイクを終えた茜は、鏡を見て驚いた。

　友人に招待された結婚式のメイクですら、ここまで美しく仕上がったことはない。

　元々ファッションに興味が薄い部分もあり、自分は何をやってもそう変わらないだろうと思っていた分、その変貌ぶりは自分で言うのもなんだが目を見張るものがあった。

　驚愕する茜とは対照的に、上崎はさほど驚いた様子がないのが印象的だった。

「最初からお前の素材は悪くないと思っていた。磨き方が足りなかっただけだろう」

　カジノのルーレット台に腰を下ろし、丸いチップをぽいぽい投げながら上崎はその何枚かを茜に手渡した。

　この台には、今ふたりの姿しかない。夕食前のカジノフロアは、まだゆったりとした空気に包まれている。

　もたつきながら茜は、赤の枠にチップを一枚置いた。

「ありがとうございます」

「なぜ礼を言うんだ。俺は、思ったことを言っただけだぞ？」

「嬉しかったから、お礼を言いました。変ですか？」

　くるくると回るルーレットの白い玉を視線で追いかける茜を、上崎がじっと見つめた。

「俺が何かするのは当然だと思う連中ばかりでな。そんな顔でありがとうと言われたのは、久しぶりだ」

　自分にとっては、礼を言うことも笑うことも当然のことだ。

　しかし、その上崎の言葉に、彼の普段住まう世界が自分のそれとはまったくの別物であることを意識させられた。

「はずれでした」

　カラカラと落ちた玉に、茜はぱっと華やいだ。

「はずれたのに、楽しそうだな」

　回収されていくチップの動きさえ、茜にとってはエンターテイメントだ。

「カジノなんて初めてだから、負けても楽しいです」

「なんだそれ」

　くすくす笑いながら、上崎は新しいチップを放り投げていく。

　こうして見ると、本当に整った顔をした男性だと思う。

　発される言葉は無礼なものが多いが、低く聞き取りやすい声も、理知的な思考も、スマートな所作もどれも茜の周りにいないタイプで新鮮だった。

（すごいモテそう……私を暇つぶしに使わなくても、十分遊ぶ相手はいそうなのに）

「飽きたか？　何か、他の遊びでもするか。何がいい？　プールか、映画か、体を動かすならスカッシュなんかもできると聞いてるが」

　すらすらと並べられる言葉を遮るように、茜のお腹からくうと大きな音が響いた。

「い、今のは、その……」

「飯、行くか」

　顔を真っ赤にする茜の手を引き、上崎は立ち上がった。

　その横顔は、なんだかとても楽しそうに見えて、この人はこういう顔をしている方が隣に居て安心すると茜は思った。

　上崎が連れて来てくれたのは、船内にあるレストランのうちのひとつだった。

　フレンチをメインに扱ったダイニングで、船上で新鮮な素材をふんだんに使ったフルコースが並んだ。

　紫蘇のビネガーに漬けたマクワウリ、ホタテのタルタルとトマトジュレ、さっくりとした穴子のフリットに、一羽一羽ナンバリングされた幼鴨。

　見た目も美しい食材のパレードに、茜はお腹も心も満たされていた。

「美味しい！　フランス料理ってこんなに美味しいんですね。知らなかった。お酒が進んじゃいそうです」

　食前に注がれたシャンパンは既に空になっており、料理に合わせてグラスを満たす様々な産地のワインに茜はついついハイペースで酒を進めてしまう。

　こっくりとした味付けのフランス料理は、ワインを友達のような親しみやすく気軽な存在に変えてしまった。

「フレンチは、普段は食べないのか？」

　嫌味でもなんでもなく素朴な疑問として言葉を口にする男に、茜はもはや驚かなくなっていた。

「日本でフレンチを食べるのって、大変なんですよ？　服もそうですけど、マナーとかそういうのも気にしちゃうし。お高いし」

「今日は個室だから好きに食え」

　船内のレストランは、バイキング方式の会場とこのような個室タイプの部屋に分かれていた。

　当たり前のように個室を選択する上崎に、住む世界の隔たりを感じる。

「上崎さんは、いつもこんな食事をとってるんですか？」

　青りんごのシャーベットを口に運ぶ上崎は、落ち着いていて所作がいちいち綺麗だ。

　やはりお金持ちというのは、何もかも自分とは違う世界の生き物らしい。

「まさか。毎日食べていたら胃がフォアグラになる」

「それもそうですね。じゃあ、和食を食べる機会は多いんですか？」

「……なぜ、そんなことを聞く？」

　しまった、と思った。

　これでは普段彼が海外に住んでいることを知っていると、バラしているようなものだ。

　焦る茜の手が止まり、張り詰めた緊張感が走る。

「そ、それは……その……ほ、ほら！　お金持ちってずっとフランス料理とかイタリアンを食べるイメージがあったので！　和食といえば料亭とかなのかなと思って」

　しどろもどろの苦しい言い訳だが、上崎はちらりと視線をよこしただけでワインをゆっくりと傾けている。

（やっぱり、かなり鋭いこの人……これじゃあ、隠してても私が記者だってバレるのは時間の問題……）

　取材を許可してもらえるかは別として、せめて嘘をつかなくても済むようにしたい。

　元々人を騙すことは慣れていない茜にとって、今の時点で既に限界値。いっぱいいっぱいの状態なのだ。

「あ、あの、上崎さん。実は、私……」

　早く言ってすっきりしたい。そう思い声をかけた瞬間、上崎が掌をこちらに向けた。

　ジャケットの内ポケットから黒いスマホを取り出し、上崎はそれを耳に当てる。

「俺だ……ああ、そうか、やはりな。いや、ある程度予想はしていた。問題ない。大丈夫だ。何かトラブルになりそうならこちらで対応する。ああ、よろしく頼む」

　手短な会話に、茜はそわそわと落ち着かない様子でグラスを手にする。

「気になるか？」

「い、いえ……」

　ぐいと白ワインを飲み干すと、甘い果実の香りと酸味が喉の奥に滑り降りていく。

　何杯目の酒だったかとふと考えたが、元々あまり強くない上にアルコールでゆるんだ感覚では正確な数字は既にわからなくなっていた。

「仕事の電話だ。例の秘書だ。俺が仕事をしていないか、定期的に連絡してくる。これでは業務と変わらないな」

「そう、ですね……」

　どうやらうまくごまかせたことがわかって、茜はほっと胸をなでおろした。

　自分の首が、どんどん締まっていく音が聞こえた気がする。一度躓いてしまうと、すぐに次の足を出せる勇気は残されていなかった。

（やっぱり言えない。あれだけマスコミ嫌いの人相手に、自分が記者だなんて……）

　気まずさを押し込むように、茜はワイングラスを傾けた。

　黄金色の液体は、まるで木漏れ日が降り注ぐ森林の中にいるような爽やかな気分を運んでくれる。

　運ばれて来た子羊のポワレは、真っ赤なベリーのソースに彩られている。

　ナイフがするりと入るフランス料理は、新しく開けられた赤ワインによく合った。

　隠し事をしながら噛みしめる柔らかな子羊は、甘く爽やかで苦いと茜は感じた。
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「ほら、しっかりしろ。部屋に着いたぞ」

「上崎す、ぅ……」

「誰が上崎吸うだ。もうちょっと頑張れ」

　肩を支えられ垂れた頭がぐらりと大きく揺れて、胸元に溜まっていた不快感が再び込み上がってくる。

　茜は口元を押さえると、もつれる足でなんとか前に進んだ。

　部屋に入った上崎は、手持ちのカードキーを壁に備え付けられたボックスに差し込んだ。玄関先にぼわりと小さな明かりが灯り、上崎は奥にあるベッドルームまで茜の肩を支えながら体を運んでくれる。

　自分の中に存在する矛盾する感情。真実を告げることが怖い自分と、上司から下された密命を天秤にかけながらワインでごまかすうちに、茜は正気を失っていた。

　飲みすぎた、そう気づいた時にはもう椅子から立てなくなっており、呆れた上崎に肩を支えられ、なんとか部屋までたどり着いたというわけだ。

「茜、座れ。水を取ってくる」

　薄暗い部屋の中で、上崎が茜をベッドの上に下ろし腕を離した。

　しかし。

「いや……」

　離れていく体温に、茜の元に心細さだけが残り、無意識のうちに両腕を伸ばしていた。

「お、い……！」

　しっかりと前から抱きしめられた男は、バランスを崩し共にベッドの上に倒れ込む。

　ざざ、と波の音が、薄暗いベッドルームに響いている。

　倒れ込んだ男の顔が近づいて、衣擦れが耳の中で直接響くようだ。

「上崎、さん……？」

　どうしてこんな体勢になっているのかわからず、茜はぼんやりと上崎の顔を見つめる。

　美しく大きな瞳の中に、茜の顔が映っていた。

「上崎、さん……目、きれい……ですね……」

「ありがとう、よく言われる。そろそろ離せ、茜」

「もっと、見たい……です……」

　厳しい表情を浮かべる瞳が、同じ目で無邪気な笑顔に変わる。その瞬間に、たまらない安堵を覚えた。会ったばかりの相手に、そんなことを思うのは上崎が初めてだった。

「飲みすぎだ。誘ってるのか？」

　クッと低く笑う声に、茜は不服そうな表情を浮かべている。

　こういう顔じゃなくて、もっとにこりと笑った顔が見たいのに。

「違います。私は……ンッ」

　背中に回していた腕の感触が急に軽くなり、唇に何かが触れた。

　乾いた唇をぶつけられるのは、これで二度目だ。

「や……め、上崎、さ……むっ、ん……」

　抵抗しようと首を傾ける茜に、上崎の唇は追いかけてくる。

　茜は上崎の胸元に両手を当て押し返そうとするが、よれたシャツの感触はそれ以上ぴくりとも動かない。

　掌に伝わる男の心音が、強張った体をなだめてくれる。

　力を抜いた茜に、上崎は重ねた唇の隙間から舌を差し込んだ。

　なまぬるい舌先で撫でられると、なぜか体がびりびりと震える。

　この人は、もしかしたらキスがすごく上手いのかもしれないと茜は思う。他に比べる対象がいないので、正解はわからないのだけれど。

「息を止めるな。鼻で吸え」

「すう……んぅ……」

　まるでキスの指導をするようにやんわりと促す上崎は、再びゆっくりと唇を重ねる。

　ちゅうと優しく吸い付く唇に、言われた通りに鼻で呼吸をすると少し楽になった。

　差し込んだ舌先がゆっくりと押し付けるように舌を探り、撫でるように絡みつく。柔らかな粘膜が上顎までびりびりとした刺激をもたらしていく。

　飲み込みきれない唾液が口の端を伝い溢れても、上崎はかじりつくような口づけをやめてはくれない。

　このままこの大きな体に食べられると、本能的な恐怖が茜の体の内側を支配しているにも関わらず抵抗ができないのは、その熱い吐息がまるで優しくなだめるように自分の口内を撫でていくせいだ。

「上手じゃないか。そんなにいいか？　俺のキスは」

「は……ふ、そんな……こ、と……」

「顔、とろとろだな」

　唇の端を指先で拭いながら、上崎はぺろりと自分の唇を舌で舐めている。

　おいしいディナーを食べる前の狼は、きっと今の彼と同じ目をしているのだろう。

「さあ、見せてもらおうか。こっちも、ちゃんと溶けてるか」

　上崎はそう言いながら、茜の脚に掌を押し付けた。

　めくり上がった青いドレスの隙間に、男のかさついた手が当てられ、下着の上から前を探り始めた。

　キスとアルコールで濁っていた意識が、はっきりと輪郭を取り戻していく。

　それは、恐怖による覚醒だった。

「嫌……！」

　茜は瞳を大きく見開くと、両手を必死に前に突き出した。

　シャツに隠れた厚い胸板は、びくともしない。それでもこの体の下にいることに畏れを覚え、足をばたつかせて顔を振る。

「なんだ？　そういうのが好きなのか？」

　上崎は楽しそうに囁きながら、茜の足を押さえつける。

（本気、なんだ……この人、本気で私のこと……！）

　甘かった。これだけ助けてくれているのだ、そういうことも込みでの取引だったのだ。

　どうして気づかなかったのだろう。男と女がそこにいる以上、こういう危険が必ず存在するという事実に。

　それは自分とは縁遠い世界のことだと、そう思って生きてきた。自分の身にはこういうことは起こらないと、信じ切っていた。

　けれど、男からすれば自分は肉を持つ女の体なのだ。あまりにも、油断していた。

「や、だ……嫌です……」

　茜の目の縁に、涙が溜まって溢れていく。

　浅はかだった自分の考えと、世の中は甘くないという現実と、どうすればこの恐怖から逃れられるのかわからない混乱が、茜の頭をいっぺんに刺激する。

　情けなかった。また自分には、逃げることしかできないのかと思うことが。今回は、逃げられないかもしれないと思うことが。

「茜……」

　上崎に名前を呼ばれ、茜は肩を震わせた。

　もう、今すぐ消えてしまいたかった。

「名前、呼んでいいなんて言ってない！　離して！　やめて下さい！」

「おい、落ち着け。怒りすぎだ。なんだ？　初めてじゃああるまいし。そこまで騒ぐこともないだろ」

　さすがに様子がおかしいと気づいた上崎は、体を起こして茜を見下ろす。

　しかし、茜の混乱は収まらない。こんなことを言えば、相手を余計に煽るだけかもしれない。それでも理解していない上崎には、はっきりと伝えておくべきだと判断した。

「初めてです！」

「……は？」

　いよいよ上崎の瞳が、こぼれ落ちそうなほどに見開かれた。

　こんなことをなぜ今日会ったばかりの男に告白しなければならないのだろう。あまりの羞恥に、茜はぼろぼろと溢れる涙を止められなくなっていた。

「は、初めて、です！　したことなんて、あ、ありません！」

　大の大人がしゃくりあげて泣きわめくなんて、あまりにも格好悪すぎる。わかっているのに、止めることができない。

「わ、笑うなら笑って下さい！　彼氏が、できたことがないんですよ！　大学は勉強ばかりして、会社に入ってからも……色々あって。私だって、二十六まで自分が処女でいるなんて思わなかったですよ！　でもしょうがないじゃないですか！　誰も私みたいな真面目なだけの女とは付き合おうなんて思わないんですよ！　わかってます！　コンプレックスなんです！　放っておいて下さい！」

　一度溢れた感情は止められない。最後はもう叫ぶように吐き出した茜は、顔を覆ってわんわん泣き始める。それはもはや、子供の狂乱に近かった。

「茜」

　上崎は暴れる茜を抱き起こし、その腕の中に抱きしめた。

「やだ……っ！　名前、呼ばないで！　名前で呼んでいいなんて言ってない！」

「シーッ、シー……いい子だ」

　顔を覆ったままの茜の頭を、上崎は何度も何度も撫でてくれる。

　抱き寄せた背中をとんとんと叩くリズムは、胸元で感じる心音と同じ振動だ。

　赤ちゃんをあやすようなその動きに、少しだけ茜の中に酸素が入って来る。

「名前を呼んでもいいか？」

　突然お伺いをたててくる上崎は、とても小さな優しい声で語りかけてきた。

「なんで、そんなに名前で呼びたいんですか……」

「茜という名前が好きだからだ。茜色とは、夕暮れの色。美しく鮮烈で、目に焼き付く世界の色だ。初めて聞いた時から、お前にぴったりの素敵な名前だと思っていた」

　急にそんなことを言い出す上崎は、何か悪いものでも食べたのだろうか。

　驚いて顔を上げた茜は、ようやく男と視線を合わせた。

　彼は眉を下げ、今まで見たことのないくらいおだやかな微笑みを浮かべていた。

「悪かった、スイート。許してくれ。お前みたいな可愛い日本人が、経験がないとは思わなかった。手荒い真似をしたことを、どうか許して欲しい」

　男はそう言って茜の左手を取り、手の甲にそっと唇を落とした。

「うえ、さき……さん……」

「泣かないでくれ、シュガー。涙を流すお前も美しいが、俺は笑っているお前の顔の方がいいと思ってる」

「泣かせたのは、上崎さん、です……」

　ぐすりと鼻をすすると、男は本当に申し訳なさそうな表情で目を伏せた。

「そうだな。すまない……お前も、その……トラップの一種かと少し警戒していた」

「トラップ？」

　わけのわからない単語に、茜は少しだけ乾くのを感じた。

　男は背中に回していた腕を下ろし、両手で茜の左手を握りしめる。

　その掌は、とてもあたたかかった。

「ハニートラップって知ってるか？　女性を使って、俺から金を巻き上げるビジネスだ」

　確かに、スパイ映画の中ではそういう役割を見たこともある。

　現実の世界で、そんな作戦を本当に警戒する人間がいることが驚きだった。

　目の前の男は、今まで一体どんな暮らしをしてきたのだろう。

「私が、そのトラップだと疑ってたんですか？」

　確かに、自分にも上司からの命令は下されている。

　けれどこんな形で上崎から許可をもらおうと考えたことなど、一度もない。

　自分には最もできないことであると、茜自身が一番理解していた。

「少しな。けど、俺が愚かだった。お前はそんなことのできる、浅はかな女ではないんだな。疑ってすまない」

　苦しげに眉根を寄せる男は、本当に後悔しているように見えた。

「今日、会ったばかりの人間をそんなに信用しちゃ駄目ですよ」

　上崎のことは、何も知らない。

　けれど、いつも人から追いかけられて、お金の話ばかりするワーカホリックで、優秀な秘書がとても心配する、仕事に真面目な人だということは知っている。

「俺が悪かった。泣かないでくれ」

　そう言って頬を伝う涙を拭ってくれた上崎は、とても悲しげで優しい目をしていた。

「やり直させてくれないか」

「やり、なおす……？」

　上崎は真剣な表情で、茜に向き直った。

「確かにお前は真面目だ。けれど、俺は茜の真面目さも魅力のひとつだと思う」

「な、なんですか急に……」

　しっかりと見据えるような表情に、茜の方が怯んでしまう。

「真面目に話をしているんだ」

　そう言った上崎は、本当に真剣な顔をしていた。

「お前はいい女だよ。その証明を、俺にさせてくれないか？」

　これが、この人のテクニックなのだろうか。

　女には困っていなさそうな男が、自分を抱くために言葉を紡ぐ。
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　それは、悪くない気分だった。

　いつかは王子様が、なんて夢をみていたわけではない。

　人に疲れ、失望し、気づけばひとりで生きていた。

　そんな機会は自分には訪れないと思っていた茜にとって、それはチャンスに思えた。

「怖いのも、痛いのも、嫌……ですよ」

「努力しよう。キスを、してもいいか？」

　きちんと言葉を交わせば、上崎という男は理解してくれる。

　その信頼が、茜の中に好奇心の種を生み出す。

　触れられたところが熱くなり、柔らかい肌が心地良い理由を、茜は知りたいと思った。

　ゆっくりと頷く茜の頬に、上崎は掌を伸ばした。

「夜をやり直そう、茜」

「ン……ッ」

　重ねられた肌は、しっとりと吸い付くように茜の唇を支配してくる。

　目を閉じると、その動きがより鮮明に体の中に響く。つつくように促されるキスに、茜もおずおずと唇を開いていく。柔らかく撫でていく唇は甘く、どこまでも熱を感じる。それは、今までで一番優しい口づけだった。

「上手だ。茜はキスの才能がある」

「嬉しくない、です……」

「触っても、いいか？」

「は、い……」

　小さく頷いた茜の胸元に、そっと男の指が伸びてくる。服の上から柔らかく擦られるとくすぐったくて、思わず肩をすくめる。

「んっ……」

「痛いか？」

「へいき、です……けど、なんか……」

　ざわざわと初めての感覚が茜の体を支配していく。

　布の上から擦られているだけで、痛いくらいに神経が尖っていくのがわかる。

「ッ、は……ぅ……っ、んん……」

「敏感なんだな。反応がいい」

「わかり、ません……んっ……でも、なんか……へ、ん……」

　薬指と中指で挟み込まれると、ざわりとした熱が腰の当たりに広がった。

　人間の神経が、内側がすべてひとつの線で繋がっていることを意識させられる。たったひとりの男の手で、自分も知らない自分のことを暴かれていく。

「確かめてみよう。茜、お前が感じやすいかどうか」

　指先が、ドレスの上をなぞり再び脚を探す。強張った脚の付け根に、上崎はためらいなく触れていく。

「あ、の……」

　誰にも触れさせたことのない場所を触れられる違和感に、緩んでいた涙腺から再び涙が溢れ出す。それは、もはや反射のようなものだった。

「嫌か？」

「ちが、こ、こわくて……んぅ……」

　震える唇に、上崎はなだめるように唇を重ねる。

　触れているだけの浅いキスなのに、その表面を何度も撫でるようにちゅうと吸われると無意識に背中が揺れてしまう。

「怖くない。俺にすべてを委ねろ」

「ひ、ぅ……ッ……」

　下着の上から形をなぞる指先が、下着の隙間から忍び込んでくる。

　直接撫でられる感触に、自分の表面がぐずりと崩れるように濡れているのがわかって、頬が熱を持った。

　上崎の指がなだめるように触れ、少しずつ茜の蓋をほぐしていく。

「聞こえるか？　茜、濡れてる」

　耳元に唇を寄せ、上崎は低く呟く。押し入ってくる指先から、水音が響いた。

「やっ……いわ、ない……で……はず、かしい……です……」

「俺の手の中で茜が感じている証拠だ。嬉しいよ」

「上崎さ……ンッ……」

　羞恥を掬い上げるように唇を重ねられると、他人に触られているという違和感がどこか遠くへ吹き飛んでいく気がした。

　上崎の唇は優しく吐息を奪っていく。さっきまで胸の中にあった恐怖が、別の形に変わっていくのを茜は感じていた。

「あ……っ、うえ、さ……さん……それ……っ」

「ここ、か？」

「ヒ、ん……ぅ……ッ！」

　上崎の指が二本に増やされ、柔らかな壁を探る。

　粘膜への刺激があまりに強くて、上崎の腕にしがみつくように指を絡めた。

　爪が食い込み、男の肌に赤い痕が散っていく。それでも、上崎は茜の腕を払うことなくゆるやかにその快楽に触れていく。

「気持ちいい、だろ？」

　柔らかな声で尋ねられ、茜はこくこくと頷いた。

「へ、ん……です……こんな、の……こんなに、気持ちいいの……」

「怖がらなくていい、茜。お前のすべてを見せてくれ」

「やッ……、ア……っ！　きも、ち、いい……ンン……ッ」

　上崎の唇が、胸元の突起をかじった。強すぎる刺激に、茜は喉を震わせた。

　今まで触れられたところのないところを、他人が触れている。

　予測できない感覚の流れと、与えられる快楽の芽に茜はただ声を上げることしかできなくなったいた。

「上崎、さ……だめ……そこ、へん……やだ……ッ」

　速度を上げた指先の動きに、背中の方まで鋭い予感が走っていく。

　逃げようと腰を引く茜を、上崎はしっかりと押さえつけた。

「いい。集中しろ。それが、お前の知らなかったものの正体だ」

「や……ぁっ、あっ、ア……ん……ッ！」

　心臓が跳ね上がり、へその下に何かが集まって弾けていった。

　震える脚の間で、感じたことのない熱が広がっている。浅くなった呼吸は、不規則で抑制できず溢れている。

「いった……な」

「は……あっ、あ……っ、ん……、……ッ」

　今のが、いわゆる絶頂というものなのだろうか。

　自分で触れたこともほとんどなかったため、それの正体がまるでわからない。

　ただ、上崎の手と唇によって与えられた快楽は、凄まじい光となって茜を包み込んだ。

　引き抜かれた指に甘いため息を漏らす茜の耳に、カチャリと金属が触れる音が届く。

　上崎は自らベルトを外し、ボトムの前をくつろげた。

　熱によって張り出した形が、窮屈そうにグレーのボクサーを浮かせている。

「上、崎……さん……？」

　まだはふはふと空気を求めて喘ぐ茜の上に、上崎の体が覆いかぶさった。

　ちゅうとキスをするように、その熱が茜の茂みに触れてくる。

「やっ……、まっ……」

　本能的に感じる。それが、茜を食らいつくそうとしてくることを。

　反射的に脚を閉じようとした茜の膝を、上崎はノールックでやんわりと制止する。

「まだ、入れない。だから、怖がるな」

　上崎は、どこからか小さな銀のパッケージを取り出すと、それを歯で噛みちぎった。

　中からあらわれた蛍光ピンクのラテックスを、器用に片手で自分の熱に被せる。

「ちゃんと、つけてくれるんですね……」

　いくら初めてでも、そういう知識だけは一応ある。

　上崎のようなタイプは、てっきり金にものを言わせて好き勝手抱くタイプかと思っていたが、面倒事を避けるために避妊はきちんとするのだろうか。

　不思議そうな顔をしている茜に、上崎はややむっとした顔で見下ろしてくる。

「お前、今俺のことクズ男だとか思っただろ？」

「ま、まさか……そんな……ンッ」

　はっきりと言い当てられ目を泳がせる茜に、上崎は唇を落とす。

「まあ、痴漢だと言われても仕方のない前科があるからな。怯えて当然だ」

「自覚はあるんですね」

「今は、悪かったと思ってるよ」

「あ……」

　唇に息がかかる距離で、男は体をずらした。

　先端がゆっくりと、茜の入口を押し広げていく。

「こう見えて、大事にしたい女には優しくするタイプなんだ」

「上崎、さ……ん、ぅ……」

　押し込まれる他人の熱が、茜の思考を奪っていく。

　初対面の女をキスで黙らせるような男が、同じ唇で優しい言葉を紡いでくる。

　こんな時に聞かされる言葉なんて、ただの戯言だ。わかっていても、気休めの愛が今の茜にとっては唯一の拠り所だった。

「痛いか？」

　押し入ってくる圧が強すぎて、息がうまく吸い込めない。反射的に滲む涙に、上崎はそれ以上前に進んで来なかった。

「わか、な……い、です……」

「いい子だ。入れるぞ」

「は……っ、ん……ッ……いっ……ぁ……ッ……！」

　じりじりと入ってくる熱が、体の内側を擦り上げる。

　みっしりと他人が詰まった感触は、違和感と痛みを運んだ。

「あっ、あぁ……ッ、ぅ……っ」

「きついな……」

　眉根を寄せる上崎は、少しずつずらすように腰を前に進めていく。

　腹を撫でられ、中と外から同時に上崎を感じる。

　息を吐き出す度に、彼の形が脳裏に焼き付くようだ。

「あ、ぅ……上崎、さ……おっき……ぃ……」

　中を侵食する圧迫感に喘ぐ茜に、上崎は低い笑いを零した。

「こら、あんまり煽るな。優しくさせろ」

「ひぅ……っ、ん……んん……ッ」

　ゆっくりとなぞる上崎の動きに、脚の間を蜜が濡らしていく。

　男を受け入れようと、自分の体が変化していることを、茜ははっきりと理解した。

「入った」

　男の腰元が、静かに停止した。

　内臓が悲鳴を上げているのがわかる。

　中が押し広げられ、今日まで閉じていた花溝が抉じ開けられていく。

「ぜん、ぶ……入った、ん……ですか……？」

「いや、まだ半分だ」

　この苦しさで半分なんて、全部入れられたらどうなってしまうのだろう。

　唇を震わせる茜に、上崎は優しく微笑みかける。

「いつか、全部入るようになる」

「そんなこと、心配してるわけ……じゃ……あっ……ぅ……」

　言い終わるより前に、男の体が下がった。甘い痺れが、脚の間で次の熱を生む。

「茜と繋がれて、嬉しいよ」

「うれ、し……い……？」

　自分と肌を重ねることで、喜んでくれる人がいるなんて思わなかった。

　こんな充足感を、茜は他に知らない。

「動くぞ」

　気遣う瞳の中に、獣の炎が宿っている。

　目の前の男も、精一杯なのだということが肌を通して伝わってくる。

　体を重ねるということは、相手の知らなかった部分が見えてくるとても素敵なことだと思えた。

　静かに頷いた茜の体に、再び男の熱芯が叩きつけられた。

「あ……ッ、う……っ」

　激しく擦り上げられた粘膜から、とろりと蜜が溢れてくる。

　痛みと苦しさは確かにあるけれど、それ以上にとろける刺激が茜に襲いかかってくる。

　ただ肌をすり合わせているだけなのに、息が上がって前が見えない。

　強く引き寄せられる腕も、叩きつけられる熱も、どれもが茜の体を最初から知っていたかのように的確に快楽を暴いてくる。

　沈み込む度に跳ねる声に、上崎の熱が硬さを増していくのがわかった。

「くそ……っ、本当に、処女……かよッ……」

　苦しげに呟く上崎の額に、薄っすらと汗の粒が浮かんでいる。

「はじ、めて……こんな、の……知らな……いッ、あっ、あ……っ」

「悪い。お前の体、気持ちよすぎる」

「んく……ッ、ん、む……っ」

　唇を貪りながら、上崎の熱が速度を増してくる。

　内側から広がる熱に、茜の思考もぎりぎりのところまで上り詰めていくのがわかった。

「やっ、上崎、さ……っ、……こわい……っ、やだ……ぁ……ッ」

　またあの刺激がすぐそこまで迫ってくるのがわかって、茜は必死に腕を伸ばした。

「怖くない。俺も……イ、く……」

　掌まで這い上がる快楽に、茜の喉が張り裂けるように絞り上げられる。

「うえさき、さ……うえ……ふっ、あ、あっぁっ、あっ……！」

　体の硬直の中心で、男の熱が破裂した。

　薄い粘膜越しに放たれる気配に、その動きにさえ体が反応する。

（す、ご……い……）

　あまりに強すぎる感覚に、茜は息を吐きながら目を閉じた。

　体が鉛になってしまったように、重くて自由がきかない。

「茜……？」

　呼ぶ声に反応できないまま、茜は意識を落としていく。

　初めての夜の記憶は、あまりにも熱く嵐のような快楽だけを茜の体に刻みつけた。
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　南の太陽の光は、焦がすように肌を刺してくる。

　真っ青な空は、島に降り立った旅人を迎え入れようにどこまでも広がっている。

　琉球王朝時代から続く聖地と呼ばれる土地を、茜はその目で見てみたかった。

　美しい森の空気、さざめく風の音の中に、人ではない息吹を感じるような気がする。

　この土地には特別な色があり、そしてその色が人々を惹きつけてやまない。

　観光地と呼ぶにはあまりにも静謐で厳かな空気を浴びながら、茜は長い歴史の海をその身をもって実感していた。

「素敵……でしたね」

　濃紺のスポーツカーに戻ってもまだ、茜の胸の中は爽やかな風に満たされていた。

「茜がこういうところに興味があるとは、意外だった」

　黒のＶネックシャツにデニムというスタイルの上崎は、細身のサングラスをかけると運転席に乗り込んだ。

　低いエンジン音が、背中にじりじりと振動を伝えてくる。

　ホルターネックタイプの真っ白なワンピースは、背中がシートに直接当たって少し落ち着かない。

　短いスカートは嫌だと抵抗した結果、上が露出しているこの服を渡された。

　どうやら上崎という男は、茜の肌がどこかしら出ていないと不機嫌になるらしい。

「せっかくこんなところまで来たんです。そこにしかないものが見たいじゃないですか」

「……やっぱり、お前は面白いな」

「上崎さんは、違うんですか？」

「そこにしかないものの価値を、ビジネス以外で考えることはない。シートベルトしろ」

　シートベルトを固定させると、車はゆっくりと発進した。

　沖縄に到着した船を下りてすぐ、茜は上司の相澤に連絡を取った。

　船が陸地に着いた以上、帰る方法はいくらでもある。

　しかし、電話の向こうの相澤は、茜の帰社を拒否した。

『まだ取材許可を取ってないのか？　こっちはいいから、もっと食らいつけ！　お前は押しが弱いんだよ！　押しが！　押せ！』

　言うだけ言って切れてしまった電話に、これ以上の滞在はできないと戸惑う茜だったが、料金は既にフルパッケージ分支払われていると上崎に言われ、旅を続けることになってしまった。

（取材許可……今なら、上崎さんも話くらいは聞いてくれるのかな）

　運転席に目をやると視線をすぐに察知した上崎が、サングラス越しに微笑みかける。

「どうした？」

　優しい声色に、胸の中がずきりと痛みを覚えた。

　体を使って仕事を取るなんて、まさしく彼が警戒したハニートラップそのものだ。

　こんな形で、上崎を失望させたくないと茜は思った。

　同僚たちには申し訳ないが、ギリギリまでこの旅を続けて、やっぱり無理だったと報告すれば上司は納得してくれるかもしれない。

　けれど、本当にそれでいいのだろうかと、茜は思う。

　もちろん、彼に不快な思いをさせたくないという気持ちは本物だ。けれど、それ以上にこの人に取材をしてみたいと思う心も茜の中に確かに存在する。

　その自己矛盾が、一体どこから湧き上がってくるのか、茜自身もまだ答えを見つけられずにいた。

　この人のことを知りたい。そう思う気持ちもまた、本物だった。

「なんでも、ありません……」

「そろそろ飯にするか。何か食いたいものはあるか？」

「いえ……」

「じゃあ、何か沖縄っぽいものでも食いに行くか」

　クルーズ船は、明日の朝までこの那覇に停泊する。

　明日は石垣島で一泊、その後は海上クルーズで九州の別府へと向かう。

　富裕層向けの今回のクルーズプランは、船の旅をしながら国内の名所を巡るというものらしい。夜は船で眠ることもできるが、停泊している期間は提携しているホテルや旅館も手配してもらえる。

　今夜は海辺のホテルに宿を取っていると、上崎はこともなげに告げた。

　部屋は、もちろん同室なのだろう。

（私、本当にこの人としちゃったんだ……）

　気を失って幕を閉じた初夜。翌朝、裸のままで目を覚ました茜に、上崎は優しかった。

　体を気遣い、食事もルームサービスをとって、体の違和感がなくなるまで黙ってそばに付いていてくれた。

　言葉遣いは相変わらずだが、その態度はとても柔らかくなったと感じる。

「茜？　どうした？」

「え……？」

　テーブル越しに顔を覗き込む上崎に、茜は手にしていたフォークを落としてしまった。

　慌てる茜の横にすぐに給仕がやって来て、新しいものと取り替えてくれた。

「すみません。ちょっと、ぼーっとしちゃって……」

「やっぱり、まだ本調子じゃないようだな。今日は、早めにホテルに戻るか」

「いえ、大丈夫です！　ご飯食べたら、よくなりますよ。すごくおいしそうですね！　アグー豚ですか？」

　真っ白な皿の上には、骨付きの豚のグリルが乗せられている。美しい網目状の焼き目がついたＬボーングリルは、ナイフで切り分けるとざっくりとした心地良い弾力を手に伝えてくる。切り分けられた肉を口に運ぶと、爽やかなライムソースと豚の甘みが広がった。

「お、おいしい！　なんですかこれ？　本当に、豚肉？」

「気に入ったならよかった。こっちのシーフードのグリルも食べてみるか？」

「いいんですか？」

「ほれ」

　上崎は自分の皿からエビのグリルをフォークに刺すと、それを茜の前に差し出した。

　つまり、ここから食べろということらしい。

「フォーク、貸して下さい」

「いいから、食え。他に客はいないだろ」

　確かに、海を眺める浜辺の高級レストランのランチタイムは、なぜか貸し切り状態で他の客の姿はない。

「ほら、落ちるぞ」

　急かされた茜は、慌てた様子で唇を前に突き出した。

　ぷりぷりと弾けるようなエビが、口の中に放り込まれる。香ばしく焼き上げられたシーフードグリルも、お肉に負けない素晴らしい美味だった。

「うう……おいしい……」

「お前、毎回毎回新鮮に感動するんだな」

「上崎さんは、食べ慣れてるから感動なんてないんでしょうけど。庶民にとっては、こんな贅沢一生に一回くらいなんですから」

　上崎は、今茜が口をつけたフォークにグリルされたししとうを突き刺すと、それを口の中に放り込んだ。

「そうでもないよ」

　急に真面目な顔で呟く上崎は、なんだか明るい表情を浮かべている。

「茜と一緒に食べるものは、いつもよりうまく感じる」

　誰かと共にする食事がおいしいと思うのは、茜も同じだ。

　実家を出てずっとひとり暮らしをしていたため、忘れていた気がする。おいしいものを共有するという感覚が、とても愛しく尊いことだったのだと。

　友人がいないわけではない。それでも、あの事件以来なんとなくプライベートで人と会うことが億劫になっていた。

　それが今、会って数日の男を前に安らぎを覚えているなんて不思議な話だと思う。

　これくらい強引で勝手で、そして同時に丁寧な人でなければ、自分はこんな風に受け入れることはなかったかもしれない。

　強引に抉じ開けられたのは、体だけではないのかもしれない。

「つ、次はどこに行きますか？」

　優しいまなざしに耐えきれないなんて、初めてのことだった。

　話を遮るような茜の言葉に、上崎は一瞬押し黙ったがすぐにマグロとアボカドのサラダに手をつけながら、考え込むように目を伏せた。

「そうだな。お前が、行きたいところに連れて行こう。何がしたい？　琉球ガラス体験、アイスを食べる、それから……マングースでも見るか？」

「……じゃあ、海を」

「海？」

「静かな浜辺って、この辺にはないんですか？　今シーズンだから、難しいかな」

　せっかく沖縄に来たのだから、浜辺を少し歩きたいと思った。

　しかし、この海辺のレストランから見える景色も、たくさんのサーファーやシュノーケルを楽しむ客の姿が散見される。

　今まさにシーズン中の沖縄の海では、ゆっくり散歩は難しいだろうか。

　わがままを言ってしまったと顔を上げた茜の前で、男は悪い顔をしていた。

「俺を、誰だと思ってる？」

　自信ありげな男の声に、茜は背中がぞくりと震える。

　本気になった上崎の目は、妖しく輝いていた。
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　どこまでも続く白い砂浜と、きらめく海。そこにはひとつの人影もなく、周囲は生い茂る南国の木に囲まれており、無人島に迷い込んだような錯覚を起こしそうになる。

　ランチを終えたふたりがやって来たのは、砂浜だった。

　どんな手を使ったのかわからないが、人の気配はまるでない。

　木陰に車を停めた上崎は、美しい海を見るのもそこそこに車のボンネットに茜の体を押し付けた。

「まっ……て、上崎、さん……、なん、で……」

　強引に引き寄せて口づける唇は、既に夜の気配を纏っている。

　なぜ彼が突然性急に迫ってきたのか、まったくわからない。

　それでも押し付ける唇は甘く、すぐに体の芯が掻き立てられた。

「なんで？　おもしろい質問だ」

「は、む……っ、ん……」

　答えるよりも先にキスをぶつけ、上崎は茜の体をゆっくりと返した。

　ボンネットに肘をつく形で上体を倒され、背中に唇が落ちてくる。

「ちょっ、と……上崎、さ……っ、こんな、ところ、で……っ」

「あんまり可愛い声を出すな。優しくしてやれなくなる」

　そう言って後ろからスカートを捲り上げ、下着の布をなぞられる。

　今日は、上崎が用意した水色のＴバックを履いている。

　彼に与えられた下着の中で、白に透けないものがこれしかなかったからだ。

　手の感触だけでそこにある布の頼りなさを理解した上崎は、楽しそうに喉の奥で低く笑った。

「いいな、これ。勃った」

「は、はぁ……ッ？　う……っ……ン……」

　買ったのはあなたでしょうと言いたかったはずなのに、中に沈み込んだ指のせいで言葉が遮られる。

　背中に何度も唇を落としながら、上崎は茜の内側を探った。

　大きなヤエヤマヤシが、ふたりの姿を木漏れ日の中に隠してくれている。

　しかし、広い海を前に車の影に隠れるように肌を嬲られるのは、あまりに開放感がありすぎて頭がおかしくなりそうだ。

「こん、な……とこ、誰かに、見られたら……」

　身を捩る茜の背中に男の歯が当たり、骨の位置を確認するように舌が溝を掬っていく。

　貪る準備を整える上崎の動きに、肌が反応しているのがわかった。

「安心しろ。ここは、うちのグループのプライベートビーチだ。俺がいいと言うまで、誰も来ない」

　まさか、そんな手を使っていたなんて。

　驚く茜の下着がずらされ、熱い先端が触れてくる。

「優しく、するって……言った、のに……」

　最後の抵抗を込めて振り返る茜の瞳には、うっすらと涙が浮かんでいる。

　熱に潤んだ神経が反射として浮かばせた体液を前に、上崎は喉を鳴らした。

「今すぐ、お前が欲しくなった」

「なっ、はっ……ぁ……ッ……！」

　男の掌が腰を引き寄せ、体の中心にゆっくりと他人が入ってくる。

　ようやくけだるさが抜けたばかりの下腹部に、ぬるりと走る快楽の芽は茜の体を瞬時に夜の底へと引きずり込む。

　まだ二度目だというのに、体は敏感に与えられる熱を拾い上げ、茜の内側を強い刺激で満たしていく。

　溢れる男の吐息を感じながら、茜はぎゅっと掌を握りしめた。

（なん、で……こんなに、気持ち、いい……の……）

　後ろから擦り上げられると、昨日まで知らなかった自分を引きずり出される。

　しっかりと腰元を掴みねじ込まれる他人の熱に、悲鳴が漏れそうになって茜は慌てて口元を自分の掌で覆った。

「ふ……、く……っ、ぅ……んッ……」

　いくらプライベートビーチとは言え、どこに音が響いているかわからない。

　声を我慢しようとしている茜に気づき、上崎は腰の動きを緩めた。

　一瞬、茜に気遣ってくれたのかと錯覚しそうになったが、ゆっくりとしたその動きの方がより強く刺激を体に響かせてくる。

「うえ、さ……き、さ……ッ、楽しんでる……でしょ……！」

「わかったか？　何、声を我慢してるお前も可愛くて仕方ないってことだ」

「やっ、あっ……！」

　抗議のために開いた口元から、くぐもった喘ぎが響く。

　ゆるく責める男の動きは、気まぐれに肉を抉り茜の神経を引きずり出してくる。

「いじ、わる……ッ」

「あんまり煽るな」

「あっ……ぅ、やっ……上崎、さ……ッ、そ……こ……っ……」

　意地悪く腰を打ち付けてくる上崎は、もう茜の体を本人よりも知り尽くしているらしい。

　触れたところから正解を次々に導き出す男の熱に、経験値がほぼない茜はただ腕の中で翻弄されることしかできない。

「ここ、いいんだろ？　知ってる」

「なん、で……」

　迷子になった子供のように、心細さが湧き上がってくる茜の中に、上崎の熱が叩きつけられる。

　肉と肉がぶつかる生々しい音が、海の波にかき消された。

「茜のこと、全部見逃さないようにしてるからな。俺は」

　上崎の言葉に、不安が安堵に包まれていく。

「あっ……、んんぅ……ッ……はっ、ぅ……ンッ……」

　意地悪で我慢がきかなくて自分勝手な振る舞いをする男が、体に触れようと神経を研ぎ澄ませるその緊張感に、接触とは違う心地良さを感じてしまう。

「上崎、さん……て、えっち……好き、ですよ……ね……」

　ぽつりと零した言葉に、上崎の動きが止まった。

「ほう？　心外だな。そんな風に思われてたのか」

　上崎が上体を倒し、背中に口づけた。

　何度もされているはずなのに、背中が敏感になってその吐息さえ痺れに変わる。

　脚の間にこもった熱が、早く動いて欲しいと訴えかけてくる。

　それでも、上崎は腰を動かすことなくじりじりと唇を這い上がらせた。

「うえ、さき……さ……」

「よく聞けよ、茜」

　耳の裏に唇を近づけ、上崎が熱い吐息を零した。

「お前を抱くのが、好きなんだ」

　後ろに下がった熱が、再び激しく律動を開始する。

「ヒ……っ、んんっ……！」

　その激しい動きに、喉の奥がひきつれるような感覚が体の内側に直接注ぎ込まれていくのを感じた。

　抱くのが好きだなんて、ひどい話だ。それなのに、体が喜んでいる。この体は、上崎という男に抱かれたがっている。

「上崎、さ……も、わた、し……」

「……ああ、俺も。イク……」

　揺さぶられる体の中心に、せり上がる硬度を感じた。

「うっ、ん……ッ、いっ、や……ッ、あっ、あぁ、アッ……あっ……！」

　凄まじい快楽を引き連れて、肌が激しく震えた。

「茜……」

　繋がったままの上崎が、その両腕を茜の胸元に回し抱き寄せる。

　最後の最後に深くなった欲望が、どくどくと最奥で吐き出されていく。

　こんな快楽を、知りたくはなかった。

　怯えるほどの熱量が、茜の体を通り過ぎていく。

「茜、大丈夫か？」

　さらりと後ろから髪束をすくい上げ、上崎はその毛先に唇を落とした。

「大丈夫、です……あっ……ん、もう……まだ、うごか、ない……ンッ……」

　茜の返答と同時に、上崎の熱が体から引き抜かれた。

　まだ熱をもったままの脚の間が心もとなくて、茜はほうと息を吐く。

　その唇に、上崎は触れるだけの口づけを落とした。

「たまにはいいだろう？　こういうのも」

　腰元を引き寄せながら、上崎は胸元についた汚れを払ってくれた。

「こっちはまだ初心者なんですよ……」

「悪いな。お前を抱いてると、歯止めが効かなくなる。お前、よくそんな体で処女でいられたな。俺なら、出会った瞬間に食ってたぞ」

「出会った瞬間に食べたじゃないですか……」

「……そういえばそうだな」

　神妙な顔で納得している男に、茜はつい吹き出してしまう。

「……私だって、もっとちゃんと恋とかしたかったです。でも、できなかった」

　溢れた言葉の音に、上崎は何かを察したのか押し黙った。

「それは、俺が尋ねてもいい話か？」

　この男の、こういう気遣いに茜は弱いと感じる。

　いつだって自分の思い通りにことを進める強引な男が、他人の領域に入る時にだけ見せる優しい側面。

　こんな風に柔らかく心に触れてくる人を、茜は他に知らなかった。

「少し、歩きませんか？」

　茜の誘いに、上崎は静かに頷いた。

　夏の海風が、汗ばんだ肌にまとわりつく。

　ゆっくりと開き始めた記憶の蓋に、背中がぞくりと泡立つ。

　それが、冷えた汗のせいなのか別の何かのせいなのか、茜には確かめる術はなかった。
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　美しいエメラルドグリーンはどこまでも果てしなく続いていて、白い砂浜も透明な潮の香りも何もかもが夢の出来事のように思える。

　白いサンダルは砂に沈み、ざらざらとした感触が足の裏に広がってくすぐったい。

　上崎は、砂浜の上では靴を脱げと声をかけ、茜のサンダルを取り上げた。

　さくりさくりと踏みしめる度に響く濡れた砂の音が、ゆっくりと染み込んでくる。

　日が傾き、強く吹いた風が左側でひとつにまとめた茜の毛先を揺らした。

「そんな、大した話じゃないんです。私が昔、ブラック部署に勤めてたってだけで」

　それは、よくある話だった。

　新聞社に入社した直後、茜は報道部に在籍することになった。

　花形部署と呼ばれるその場所で、緊張感と興奮に包まれながら働くことになった茜は毎日充実した日々を送っていた。

　しかし、不規則な勤務時間、二十四時間体制でかかってくる職場からの電話、デスクの下にダンボールを敷いて眠ったことも一度や二度ではなく、茜は自分が体を壊していることに気づく暇さえなくなっていた。

「ある朝、電車に乗り遅れて目の前でホームドアが閉まった時、何もかもが終わったって思ったんです。たかが電車一本逃しただけだって、今は考えられるんですけど。その日は朝四時まで会社で作業をしていて、始発で帰ってシャワーを浴びて会社に戻るところでした。けど、乗ろうと思った電車に乗れなかった。それだけで、心がぽきりと折れてしまったんです」

　茜の後ろを、数歩遅れてついて来る上崎は、落ち着いた声で尋ねてくる。

　この人の、こういう音は好ましいと感じる。

「それで、茜はどうしたんだ？」

「何も。駅のホームにベンチがあるじゃないですか？　あの椅子に座って、ぼーっと電車を見てました。夜まで」

　駅員に声をかけられ気がつくと、周囲は夜になっていて終電も終わったと言われた。

　スマホにはおびただしい数の着信があり、翌日茜は部署の異動を命じられた。

「学生の頃は、どうやったら彼氏ができるのか、考えているうちに卒業しちゃって。今の会社に入ってからは、恋とか言ってる余裕もないまま数年過ぎちゃったんです。思えば、あのあとからです。私が、自分の体のことにコンプレックスを持つようになったのは。仕事も満足にできない人間が、恋なんてできるわけない。自分は誰からも必要とされていないと思ったら、動けなくなって……新しい部署に来てからも、恋はできませんでした」

「……そうか。なんの仕事なんだ？」

　話すことに夢中になっていてすっかり忘れていたが、上崎はまだ茜がなんの仕事をしているか知らないのだ。

　そして同時に、自分が彼に仕事内容をバラすわけにはいかない立場であることを思い出した。

「それは……」

　口ごもった茜に、上崎は腕を伸ばして背中から茜の体を抱きしめた。

　その掌は、先程までの熱も情欲もこもらない、親愛のぬくもりを感じた。

「言いたくないことは聞かない。でも、これだけは言わせろ」

　上崎は抱きしめていた腕にぎゅっと力を込めると、耳のすぐ後ろで息を吐いた。

「どうでもいい仕事しかしてないなんて言って、悪かった」

　一瞬、なんのことを言われているのかわからなかった。

　けれど、彼と出会った時に言われた言葉だとわかり、茜はああと声を上げた。

　この人でも、自分のすることが間違いだと思うことがあるのだと思うと、なんだかおかしかった。

　けれど、同時にひどく納得もできた。こういう人だから、仕事ができるのだろうと。

「気にしないで下さい。今は、ゆっくりした……休んでも大丈夫な仕事しかしてないのは本当ですから」

「お前は、自分のやることに責任を持って働いてるんだろう。代われる奴なんていないさ。それは、お前にしかできないことだ」

　上崎の真剣な瞳に、じわりと涙腺が解れていくのを感じる。

　こんな風に優しく声をかけてくれる人が、あの時ひとりでも居れば、自分は今も報道の第一線に居ることができたのだろうか。

　考えても仕方ないことを考えてしまうのは、なぜなのだろう。

　昔はあんなに思い出すだけで息ができなくなったのに、今は当たり前の出来事として事実を受け止めている自分がいて、これが時間が解決するということなのだとしたら、大人になることも悪くないと思えた。

「ありがとうございます、上崎さん……」

　上崎という人は、本当はとても優しい人なのだと茜は思う。

　初対面の印象は最悪だったけれど、お金持ちとかグループの役員だとか、そんな情報で目を曇らせていたのは自分だったのかもしれない。

　情報は正確に人に伝わるとは限らない。上崎がマスコミを嫌う理由が、ほんの少しだけわかったような気がする。肩書や年収では、人間のことはわからない。それは、彼が人生において努力し結果を出したという証明に過ぎない。

　上崎が人の心に触れる時、こんなにも優しい顔をする人なのだということを、知る者は少ないのだ。

　風が、また強く吹いた。

　けれど、抱きしめられた腕があまりにもあたたかくて、もう背中の冷たさも顔にかかる毛先の鬱陶しさも気にならない。

　ただ胸に溜まっていた何かが消えていくような、心地良い安堵だけが潮風の中に混じっていた。
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　今夜は船に戻りたいと言ったのは、茜の方だった。

　枕が変わると眠れなくなるタイプではない。それでも、ようやく慣れてきた船内のベッドがひどく恋しくなった。

　海の音を聞きながら眠ることが安心できるのか、それともあの腕のあたたかさが深い眠りを誘うのか、理由はわからない。

　ただ、今夜のこの泡立つ心を鎮めるのは、コンドミニアムでも旅館でもない、あの海の上の部屋だということはわかった。

「やった！　当たった！」

　ルーレットに転がり落ちた白い玉を見て、茜は両手を握りしめた。

　ブラックのアワーグラスドレスは、膝上の丈も、体に張り付くような生地も、腰元やヒップラインを強調するようなデザインも何もかもが茜の好みではなかったけれど、クローゼットの中で目に止まった瞬間、上崎が好きそうだと思い手に取っていた。

「才能があるな、茜。俺は全損だ」

　上崎の言葉に、ディーラーの女性はチップを豪快に回収していく。

　その軽快な音が、今の茜には心地良かった。

　ブラックスーツに赤いネクタイで決めた上崎は、全損とは思えない余裕の笑みを浮かべている。

「まだ色で賭けてるだけですから。次は、数字にかけてみようかな」

「茜は度胸があるな。一度お前とビジネスの話をしてみたいよ」

「な、なんですか。それ……」

　一瞬、どきりとした。自分は、上崎とビジネスの話ができる材料を持っている。

　絶対に隠したかった秘密を、今は少しだけ打ち明けたいと思っている自分がいた。

　上司に言われたからではない。自分の意思で、彼のことを書きたいと思い始めている。

　彼の優しさや人柄を、もっと多くの人に伝えたいという欲求が、自分の中に生まれているのは確かだった。

　上崎は、フロアスタッフからシャンパンを受け取ると、グラスのひとつを茜に手渡しカツンと薄い側面を合わせた。

「茜のように、美しく大胆な女性と金の話をするのは、セックスにも優る快楽だろうと思っただけだ」

「仕事中毒って言うんですよ、それ」

「なるほど。茜は抱かれる方が好きか？」

「そんなこと言ってません！」

　軽口と途切れる会話のあとに、ふたりの笑い声が重なった。

「次は今日の幸運の女神に従うとしよう。茜、赤と黒。どっちだ？」

「そんなの、怖くて選べませんよ。責任持てません」

「責任は俺が持つ。好きな方を言え」

　こうなったらてこでも動かないだろう意思的な瞳を向けられ、茜は息を吐いた。

「じゃあ、黒」

「オーケー、俺の女神様」

　そう言うと、上崎は手元のチップすべてを黒のゾーンに押し出した。

「信じられない……」

「これが俺だ。お前もそろそろ慣れろ」

　絡んだ視線が、楽しげに揺れる。

　まるで長年の友人のようなおだやかな気持ちが、そこにはあるような気がした。

　相手は伝説の経営者。けれど、こうしてふたりで並んでいると、昔からずっと共に過ごして来たような安心感がある。

　そして、少しだけ考えてしまう。もしも彼と、友人になれたら楽しいだろうと。

　甘い夢想にふける茜の前で、ルーレットの玉が弾かれた。くるりくるりと大きく弧を描いて回る白球に見惚れていたその時だった。

「茜ちゃん！」

　名前を呼ばれて振り返った瞬間、シャッター音が鳴り響いた。

　上崎はあからさまな不快を浮かべているが、茜は思わず飛び上がった。

「峰さん!?」

　そこに居たのはカメラマンの峰だった。首元に黒の蝶ネクタイをつけた男は茜の顔ほどの大きなカメラレンズをこちらに向けて目を見開いている。

「よかったぁ！　ようやっと会えたぁ！」

　大げさに腕を広げ峰は、茜の体をぎゅうぎゅう抱きしめる。

「ほんま心配してんでぇ！　相澤さんに聞いて、茜ちゃんが船に乗ることになったって聞いてからずっと探しとったんや！　せやけど、この船広いやろ？　全然会えへんし！　ほんまもうむちゃくちゃ心配したんやからな！」

「み、峰さん、くるし、苦しいです！」

　全力で腕を突っ張るが、峰の腕がびくともしない。

　茜を助けたのは、上崎だった。

「失礼ですが。女性の体にそう容易く触れるものではありませんよ。ミスター？」

　そっと肩を引かれると、驚くほどあっさり峰の腕から抜け出すことができた。

　女性の体に誰よりも容易く触れてくる男は、やけに峰を警戒している。

「おっと、すんません。えーっと、あなたは？」

「彼女の保護者です」

　はっきりと言われ、茜はまたひとつ胸の中にちくりと痛みが走る。

　自分がこの男の暇つぶしの玩具でしかない。わかりきっていることが、今はなんとなく窮屈に感じた。

「上崎さん。この人は峰俊彦さん。カメラマンで、この船の撮影の仕事をされています」

「よろしゅうたのんます。上崎さん言いはるんですか。えらい男前やね。一枚撮らせてくれます？」

　上崎はにこにこしながらカメラを構えたが、レンズの前を上崎の掌が遮った。

「申し訳ないが、カメラは嫌いでね」

「さいでっか。ほな、気が向いたら撮らして下さいよ。お兄さんみたいなべっぴんさん撮るのは、大好きやから」

「ちょっと、峰さん。こっち来てもらえますか？」

　上崎と峰をこれ以上接触させるのは、なんだか危険な予感がする。

「すみません、上崎さん。すぐ戻ります」

　背中の方で、からりと玉が落ちる音が聞こえた。

　けれど、茜は結果を見届けることなく、峰の背を押してカジノフロアをあとにした。

　残された上崎の瞳を見る勇気は、今の茜には残されていなかった。






　　＊＊＊






　レストランの入口前に設けられたこのサロンは、大きなソファが点在しており壁際には書棚が備え付けられている。

　夕食時を過ぎたサロンは、がらんとしていて人の姿もまばらだ。

　この時刻、皆自室に戻るか、カジノやバーかダンスフロアで時間を過ごす者が多い。

　茜はサロンの片隅の、大きな柱の影に峰の体を押し込んだ。

「茜ちゃん、大胆やな」

「峰さん」

「悪い悪い。声かけるタイミングを図るべきやったな。えろう仲良うしとるから、もうすっかり話が進んでるとばっかり」

　両手を挙げて白旗を振る真似をしながら、峰は驚いた様子で茜の目を見つめている。

「峰さんは、どこまで知ってるんですか？」

「相澤さんから、大方の事情は聞いたで。茜ちゃんのフォローに回れっちゅう特命付き。せやからさっさと合流しよう思ててんけど、この船広いやろ？　スマホも出ぇへんしこのまま会えへんかったらどないしよう思てたんや」

　一気にしゃべり終わると、峰はカメラのストラップを肩にかけ直した。

「うまく、いってへんのか？」

「まだ、新聞記者だということは……バレてません」

　視線を落とした茜に、峰は顎をかいている。

「やっこさん、そんなにマスコミ嫌いなんか。まあ、厄介そうなニーチャンやったしな」

「違います、上崎さんは……悪くありません。私が記者として未熟だから、うまく交渉できていないんです」

「茜ちゃん、嘘つけへんな。ほんまに」

「え……？」

　パシャリとシャッターを切る音が響き顔を上げると、峰は茜に向かってシャッターをもう一度下ろした。

「きみ、嘘つき慣れてへんから顔見たらすぐわかるで」

「そ、そんなこと……」

「茜ちゃん、言うてみ。なんか、迷ってんねやろ？」

　峰の言葉に、本当にこの人には何もかもお見通しなのだろうなとわかった。

　静かに頷いた茜に、峰は手を伸ばすとセットされた髪型を崩さぬようそっと触れた。

「よう言うてくれたな」

「峰さん……怒らないんですか？」

「なんでオレが怒らなあかんねん。オレは、陰気おっさんの相澤よりも茜ちゃんの味方や。元々この話された時も、茜ちゃんには向かん仕事やなって思っとったし。ほんまはもっと早く音を上げて逃げてくるかな思てんけど、そうでもないようやし。どないなっとんのか、ちゃんと確かめときたかってん」

　そう言う峰の言葉は、いつものあっけらかんとした響きなのに、やけに茜の胸に沁みるように思えた。

「上崎さんが、マスコミ嫌いなのはわかってます。けど、彼には取材を受けて欲しいと思う気持ちもあるんです」

「ほう？　なんでそう思うん？」

「上崎さんの魅力を、もっと多くの人に伝えたいと思ったんです。最初は、私もお金持ちとか上崎グループの人とか、そういう目で彼のことを見ていたのは事実です。けれど、話していくうちに、あの人の中にある純真さや誠実さを知りました」

　茜はもう知っている。上崎という人間が、どんな風に笑うのか。どんな風に機嫌を悪くするのか。そして、どんな風に優しくするのかを。

　そのことを、知らない人に伝えたいと思った。

「あの人は、休日も会社に籠もって仕事をするワーカホリック。みんながそう思ってるから、こんな船の上でも仕事の話を持ちかける人が後を絶たないんだと思います。でももし、そうじゃない一面を知ったら彼の休日も変わるかもしれない。上崎慎吾という人が、ひとりの人間であることを伝えたい……そう、思ってしまったんです」

　しかし、茜のこの願いを叶えるためには、すべてを打ち明けなければならない。それを口にすることで、この関係が変わってしまうことが茜は怖かった。

　体を重ねなくなるとか、贅沢な船旅を終わらせること以上に、茜は上崎に幻滅されたくないと強く思う。彼の失望が、今は何よりも怖かった。

「茜ちゃんは、優しいマスコミやな」

　峰は静かに言う。

　しかし、今の茜にとってその言葉は、素直に受け取れなかった。

「ずるいだけです。嘘をついて近づいて、そのくせ覚悟ひとつできてない」

「けど、いつかは腹をくくろうと思ってるんやろ？」

　峰の言葉に、茜は驚いて顔を上げた。

「悩むってことは、結論を出すためにもがいてる最中ってことやろ。そもそも無茶苦茶な話なんやから、茜ちゃんも無茶苦茶やったったらええねん」

「でも、失敗したら……」

「人は、やった後悔よりやらへんかった後悔の方が残るらしいで」

　やらなかった後悔。その言葉の意味は、茜も知っていた。

　太川新聞に出入りしている期間は、茜より峰の方が長い。彼女が今の部署に来た理由は、峰も知っているのだろう。

　このまま逃げたら、自分はまたあの時と一緒になってしまうのだろうか。

　あのホームで動けなくなっていた時から、茜の時は止まったままのような気がした。

「あのニーチャンは、茜ちゃんのこと大事にしてはんねんな。そないに可愛い格好させて、あんだけ目ギラつかせとったら、嫌でもわかるわ。まるで番犬みたいやったで」

「そんな、こと……」

　もしも本当にそうなら、嬉しいと思う。

　そして許されるのなら、上崎という人間に、そんな少年のような一面があることを世界中に伝えたいと思っている自分がいた。

「誰が番犬だ？」

「え……？」

　会話に入って来たもうひとりの声に、茜は顔を上げた。

　そこには、不機嫌そうに腕を組む上崎の姿があった。

「いい加減に返してもらおうか。彼女は、今は俺の女だ」

　腕を引き寄せる上崎は、いつになく不機嫌そうだ。

「帰るぞ、茜」

「あ、あの。上崎さん！　待って……峰さん、また連絡します」

　引きずられるように連れて行かれた茜に、峰は手を振ってカメラのレンズをかまえた。

　しかし、上崎の後ろ姿を見つめるだけで、男がシャッターを切ることはなかった。

「ほんま、ご執心のようやなぁ。茜ちゃんやったら取材許可も取れるかも……ん？」

　その時、レンズの端に映り込んだ男の姿に、峰は手を止めた。

　男は喪服のようなスーツを着て、廊下の壁際に身を潜めている。

　峰が立つ位置からはそれが丸見えで、男の視線の先に上崎がいることも確認できた。

　やがて男は、上崎が歩いて行った反対の方向へ歩き始めた。

「あの男、どっかで見たような……」

　峰は少し考えたが、思い当たる節もなく頭をかきながらカジノフロアへ戻っていった。
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「い……っ！」

　部屋に戻るなり、上崎は叩きつけるように茜をベッドの上に放り投げた。

　わけもわからないまま顔を上げた茜に、上崎は無言のまま覆いかぶさってくる。

　その瞳はどこまでも冷たく、夜の海を連想させた。

「上崎さん！　なんなんですか！　なんで怒ってるんですか？」

　上崎の機嫌を損ねるようなことをしただろうかと考える茜だったが、途中で席を立ってしまったこと以外思い当たらない。

「あ、も、もしかしてルーレットですか？　負けちゃいましたか？」

　だから責任を持てないと言ったのにと茶化そうとする茜に、上崎は無言のまま彼女のドレスに手を伸ばした。

　ミッと嫌な音が響き、繊細な布が引き裂かれていく。

「やっ……！　上崎さん……んっ!?」

　驚く茜の唇を、上崎の唇が塞ぐ。

　その強引な口づけは、出会った時にされたキスよりも冷たく感じる。

　抵抗しようとする茜の腕を、上崎は片手でまとめて押さえつけた。

　布を引き抜く音が聞こえた次の瞬間、茜の両手首がひとつに束ねられる。

　細い布が、茜の手首を縛り上げ自由を奪う。

　そこにあったのは、先程まで上崎の首元を締めていた赤いネクタイだった。

「待って……上崎さん、なんで……」

　茜の言葉に、上崎は上体を起こし見下ろしてくる。

　それはもはや見下していると言っても過言ではない、冷たい瞳だった。

「なんで？　おかしなことを聞く。これはしつけだ」

「しつけ……？」

「どうやらお前は飼い主が誰なのか、まだわかっていないようだからな」

　上崎はそう言って、胸元に残っていた布をすべて引き裂き茜の体から取り払った。

　ひやりと風が肌を撫で、無防備になった体を隠そうと身をよじろうとする茜の肩を、上崎は片手で抑え込んでしまう。

　胸元に下ろした両手首には、真っ赤な布が食い込んでいる。

（怖い……）

　上崎との初対面は最低のものだった。

　突然引きずり込まれ、唇を奪われ。

　けれど、その時ですらここまでの恐怖は感じなかった。

　上崎の体から、これほど明確な悪意を感じたのは今が初めてだ。

　布越しに伝わる熱はいつもより熱く感じるのに、見つめられるだけで息が凍ってしまいそうなほど男は冷たい気配を帯びている。

「茜」

「やっ……やだ……こない、で……」

「茜、こっちを向け」

　顔を掴まれ、逃げられないように固定される。

　じっと瞳を覗き込む上崎の厳しい表情に、泣き出したくなった。

「さっきの男との関係は？」

「へ……？」

　上崎から溢れた声に、茜は間の抜けた声を零していた。

　さっきの男という言葉の意味が、わからない。

「さっきって……？」

「あの、峰とかいう男だ。ずいぶん親しそうだったな」

　どうやら、上崎は峰に対し不快の感情を抱いているらしい。

　そしてどうやら、かなり誤解をしている気配がする。

「ち、違います。峰さんとはそういうんじゃなくて……えっと、峰さんは……うちの上司のお友達で、会社に遊びに来た時にレンズバッグを忘れて行っちゃったんです。それで、私がこの船に届けることになって……」

「それで？」

「それでって言われても……それだけです」

「本当か？」

「本当ですよ！　逆に聞きますけど、どういう関係に見えたんですか？」

　茜の言葉に、上崎は視線を外した。

　その目は未だ不服を訴えかけてくる。

　唇を尖らせる男に、茜はまさかという感情がこみ上げてくる。

　そんなことがあるわけがない。上崎がそんな程度のことで、心を乱すわけがない。

　茜は、ようやく上崎の顔をまじまじと観察した。

「ああいう、年上のおっさんが……お前の好みなのかと」

　その耳は、いつもより赤く染まっていた。まるでこの自由を奪う、ネクタイのように。

「……ぷっ、ふふふっ。好みって……上崎さん……」

　もう限界だった。この男が、あんな人を殺しそうな目で、そんな可愛らしいことを考えていたのかと思うと、笑いが堪えきれなくなった。

「笑うな……お前が悪いんだぞ。あんな意味深な感じで出て行くから」

「すみません、でも……私が、峰さんとって……ない……ありえないです。ふふふ」

　確かに、峰は大変素敵な男性だ。

　バツがたくさんつくくらい、モテにモテている。女性の扱いもうまい。

　けれど、茜にとってはただの先輩に過ぎない。

「確かに、峰さんはもてる人だとは思いますけど、あの人に恋はしませんよ。お父さんみたいな人だとは思ってますけど」

「本当、か……？」

　笑い飛ばす茜の前で、上崎は急に静かに言葉を零した。

　先程までの激情も、強引さもそこにはもう欠片も残されていない。

　ただ悲しげな視線を落とす上崎が真剣なことだけはわかって、茜は縛られたままの両手をそっと上げた。

　骨のラインをなぞるように顎に指を添えると、上崎は片手でそっと茜の掌を引き寄せ指先に唇をつけた。

「嫉妬、したんですか……？」

　上崎の言葉に滲んだ怒りは、同時に不安の顔を覗かせているように思えた。

　冷えた肌が、茜の指先に吸い寄せられるように近づく。

「わからない。そんな感情は、持ったことがない」

　すべてを手に入れた帝王。しかし、その実態は孤独なワーカホリックだ。

　騙し、騙され、追いかけられ。そういう生活に疲れた、ひとりの男の姿に、茜はただ寄り添いたいと思った。

「船の上では、あなたは飼い主様なんでしょう？」

　問いかける茜に、上崎は口元を歪めた。

「やっぱり、お前はおもしろいな」

「ンッ……」

　覆いかぶさってきた唇に、茜は口を薄く開いた。

「Good girl」

　美しいイントネーションで、上崎は囁いた。

　それは、本当に飼い犬を褒めるような優しい声で、甘やかな時へ誘う夜の合図だった。
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「あっ、んっ……上崎、さ……、もう、……ぁ……ッ」

　なんとか体を支えようと、茜は必死に脚に力を入れた。

　しかし、力めば力むほど自重で下腹部が沈み込み、熱が内側に侵入してくる。

　膝でなんとか支えようとするが、腰に力を入れることで精一杯の状態だ。

「どうした？　もうおしまいか？」

　余裕そうな顔で見上げてくる上崎は、ヘッドボードに背を預け余裕そうに笑っている。

　茜は服をすべて剥ぎ取られ、裸で男の上に跨っている。

　手は未だ、ネクタイで拘束されたままだ。

「いじ、わる……です……」

　不安定な姿勢で、力を抜けばもっと深いところを探られるのがわかって力んでしまう。

　しかし、既に上崎の熱の先端が体の内側に埋め込まれており、浅いところを探る感触に力が入らなくなっている。

　ただ一点で繋がっているだけで、どう動かせばどこに刺激が走るのか自分の体のことなのにまるでわからない。

　ただ、ほんの少しの吐息ひとつで体が崩れるように痺れることだけは明白で、茜はそのせり上がるような快楽に唇を引き結んでいる。

「意地悪じゃないと、おしおきにならないだろう？」

「あっ……！」

　上崎は、茜の脚を軽く押さえると、下から突き上げるように腰を弾ませた。

　深く沈み込む硬芯の感覚が、背中にまっすぐな快楽の道を通していくようだ。

「気持ちいいか？」

「わか、な……っ、ん……」

「わかるだろう？　気持ちいいところを、探してみろ」

「そんな、こ……ッ、と……言われ、て……も……」

　体を重ねた回数だって、数える程度だ。まだ体の違和感さえ抜けないのに、どうすればいいかわからない。

　戸惑う茜の脚をそっと撫でながら、上崎は腰を引いた。

　やれ、という合図が肌を通して伝わる。

　茜は浮かせていた腰を、ゆっくりと下へ落としていく。

　強い圧力に、喉がしなるのを感じる。それでも、茜の中に新たな快楽が響き渡る度、その見知らぬ扉を開いてみたいという欲求が生まれる。

「あっ……は、……ん……ッ」

　飲み込まれる欲望の形が、お腹の中ではっきりとわかる。

　入れられるより入れる方が、こんなにも違う感覚を呼ぶなんて知らなかった。

「あぅ……、ン……こ、れ……すご……い……」

「わかるか？　茜」

　上崎は背を起こし、下腹部にそっと指を当てた。

「ここにいるのが誰なのか、覚えておけ。茜」

「ひ、ぁ……ンッ……！」

　上崎はそう言って茜の腰を抱き寄せると、腰を浮かせ下から勢いよく突き上げた。

　ぶつかる肉の感触に抗えず、手と内側の両方で拘束されているようなものだ。

　それでも、擦り上げられると甘い悲鳴を零してしまうのは、こんな体勢のせいなのか、それとも相手が彼だからなのか。もう茜には判別がつかなかった。
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「お前は、俺のものだ……」

　切実な響きに、胸の中がかき乱される。

　こんな時に、そんな声を出さないで欲しい。

　たったひと時の夢だとわかっていても、その声はあまりにも優しい。

「わか、ない……わかんない、です……もう……何、も……」

「そうか？」

「ヒ……ぅ……ッ」

　腰を揺らしながら、上崎は茜の茂みにそっと指を差し込んだ。

　ぶつかる肉の間に指が沈み、茜の敏感になった肉の芽に触れてくる。

　その直接的な刺激が、体の芯を震わせる。

「ここ、気持ちいいのはわかるだろ？」

「やっ、こわ……い……それ……、だ、め……だめです……」

「言えよ。痛いか？」

　低く響く声に、茜は無意識に腰を押し付けながら首を横に振った。

「たく、な……いたく、ない……気持ち、いい……です……」

「いい子だ。来い、茜」

「あっ、ン……上崎、さ……うえさ、き……さ……んぅ……ッ」

　涙を浮かべる茜に、上崎はキスを与えながら奥を探る。

　こんなに気持ちいいのは、いらない。

　そう思うのに、無意識に腰を揺らしてしまう。この体はもう、上崎の手によって暴かれてしまったのだ。

　凄まじい快楽の波が、意識を奪っていく。

　上崎の腕の中で、茜はひときわ高く声を上げた。

「く……ッ……」

　茜の背中に腕を回し、上崎が低く呻いた。

　中を打つ体液の感触に、落ちていく意識の端で彼の表情を捉える。

　苦しげな甘い目元はなぜかとても愛らしく見えて、茜は安心したように体を前に倒す。

　船を下りたら、この人との関係は終わる。あとには何も残らない。本当にそうなのだろうか。自分にできることは、本当に何もないのだろうか。

　緩んだネクタイが男の胸元に当たり、ぐらついた体をしなやかな腕が支えた。

　吐き出される熱を感じながら、茜は目を閉じた。
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　夏の低い雲が空を覆い、照りつける日差しを避けるように茜は船内のカフェに逃げ込んでいた。

　白を基調にしたフロアにはフルーツバイキングが設置されており、朝食を終えたばかりのこの時間は比較的落ち着きを見せている。

　窓の向こうには、島の緑と海が広がっており、乗客は今頃マリンスポーツや観光に興じているのだろう。

　膝の前でフリルが開くように広がるテールスカートと黒のベアトップに胸元が斜めに重なるカシュクールを合わせた茜を、今朝上崎はダンスの先生のようだと言った。彼が用意してくれた手持ちで、一番派手ではない洋服がこれだったというだけの話だ。

　白いブルーのクリームソーダを傍らに置き、茜は舞うように滑らかな手付きでシルバーのラップトップに向かっていた。

　白い画面には数行の文章が打ち込まれている。

　上崎慎吾。日本の大学を卒業後、Ｕユースグランドホテルのデスクマネージャーを経て、総支配人に就任。当時、低価格をウリに多くの支店をオープンさせたものの、赤字化を増やし破産寸前まで追い込まれていたＵユースグランドホテルを、不死鳥のように蘇らせた立役者。その活躍は日本に留まるところはなく、Ｕユース上海支店、イタリア支店など数多くの海外支店を成功に導き、現在は上崎グループの代表取締役を務めている。

　ネットを参考に調べ上げた経歴は、どれも華々しいスターの輝きを放つ。

「数字だけを信じ強引とも呼べる方法で物事に立ち向かう。鋭い観察眼と丁寧な気遣いに溢れたその手腕は、彼の自信を裏付けるだけの結果を残している……って、駄目だ。こんな記事ならいくらでもある」

　こういう空々しい褒め言葉を並べるマスコミを、上崎が好まないだろうということはもうわかっている。つまり、やり直しだ。茜はバックスペースを連打した。

　今日は別行動にしたいと申し出たのは、茜だった。

　最初はつまらなそうにしていた上崎だったが、強引に引き止めることはなかった。

　今日はプールで過ごすと言ってカフェの前で分かれた時、寂しいと感じたのはむしろ自分で、人間とはまったく勝手な風にできていると呆れた。

　それでも、そんなわがままな気持ちを抱えたままこのカフェのカウンター席に陣取ったのは、上崎のことを書いてみたいという強い欲求に抗えなかったからだ。

　船を下りれば、自分と彼は他人になる。その前に、何かを残しておきたいと思った。

　相変わらず、交渉はできていない。それでもまず、形にしてみたいと行動を開始した。あれほどのマスコミ嫌いを説得するのは、骨が折れるだろうけれど。

（そもそも、どうして上崎さんはあそこまでマスコミ嫌いになったのかな……）

　説得のためには、材料が必要だ。茜は静かに攻略法を分析し始める。

（やっぱり、休日でも追いかけられるのが嫌なのかな。船に乗った時も、かなり走り回って逃げてたし……）

　それにしても、業界に知れ渡るくらいの噂話だということが茜の中で引っかかった。

　よほど何か、嫌いになるようなきっかけがあったのだろうかと。

「失礼」

　声をかけられ顔を上げると、茜のすぐ後ろに男がひとり立っていた。

　グレーの光沢のあるスーツに身を包み、髪をオールバックになでつけた長身の男だ。歳は三十代後半くらいだろうか。やけに先の尖った靴を履いた男は、ひょろひょろと妙に痩せ細っている。肌が青白くて目が細くて、昼の光の中で見ることに違和感がある雰囲気をまとった人だった。

（なんか、吸血鬼みたいな人……）

「隣いい？」

　反射的にいいですよと告げると、男は茜の隣に腰を下ろした。

　グラスを拭いていたバーテンダーが近づいて来て、男はブランデーをストレートで注文していた。

　こんな船に乗っているのだ、昼間からお酒を嗜む人もいるだろう。

　しかし、問答無用でふたつと注文した男に、小さな警報が胸の内で鳴り響いた。

「よかったら、どうぞ」

　すぐに差し出されたグラスに、茜は訝しむ表情を浮かべている。

　飲み物自体は目の前で船のスタッフが作ったところを確認しているので、妙なものは入っていないはずだ。

　しかし、初対面の女性に断りもなく昼間から酒を差し出す流れに不審を覚える。

「飲まないの？」

「あの、あなたは誰なんですか？」

「ああそっか、ごめんごめん。ひとりの女の子を見たら声をかけろっていうのが、うちの家訓なんだよね」

　そんなとんでもない家訓を掲げる家系には、お近づきになりたくないなと思う茜の前に一枚の名刺が置かれた。

「未来不動産、梓井須来……不動産屋の方ですか」

「そう。投資用の物件の営業をしています。よろしくね、えっと……」

「……舞浜です」

　名乗られたからには、名前くらいはいいだろうと判断した茜は、苗字を名乗った。

「下の名前は？」

「……茜です」

「茜さんか、可愛い名前だね」

　頭の中に、ざわざわとしたものが広がっていく。

　なんだかとても苦手な感じがする人だ。

　梓井はグラスを取ると、それをかぱりとひと息で空にした。

「それで、上崎は一緒じゃないの？」

　突然の言葉に不快を顕にした茜に、梓井は両手を上げて振って見せた。

「あっ、違う違う。僕は変な奴じゃないよ。実は僕、上崎の元同級生なんだ」

「えっ？　そうなんですか？」

　予想外の関係者に、茜は素直に驚いた。

「本当だよ。旧友がこの船に乗ってるって聞いて、いてもたってもいられなくて」

　当たり前だが、上崎にも学生時代があったのかと妙に感動してしまった。

　茜はパソコンを閉じると、置かれたグラスを手にとった。

　二杯目が梓井の手元にやってきて、恐る恐るグラスを掲げる。

「僕は、今回仕事でこの船に乗ったんだ。海外のお客さんも多いだろ？　だから、投資用のマンションをたくさん売っちゃおうかなって」

「そうなんですか。大変ですね……」

「まあね。で、どうやらこの船には、上崎グループのおえらいさんが乗ってるって聞いてさ。それで探してたんだ」

「そうだったんですね……あれ？　でも、なんで私に声をかけて来たんですか？」

「実は、昨日カジノフロアの前できみたちが一緒に居るところを見てさ。その時は声かける前にふたりとも見失っちゃったから。もう会えないかなと思ってたけど、今日ここできみを見つけて。これってなんか運命？　感じちゃうよね」

　軟派な軽口に、やはり茜はどこか居心地の悪さを感じてしまう。

　上崎のことは知りたいと思うのに、この人の話を聞いているのは、なんだかとてもよくないことのように思えた。

　茜は口元に寄せていたグラスを、再びコースターの上に置いた。

　紙に印刷された船のロゴが、グラスのラインで歪んで見える。

　梓井はそんな茜の様子に気にする素振りもなく、二杯目のグラスに口をつけた。

「それで、上崎は？　今日は一緒じゃないの？」

　痩せた男の目が、昼の光の中でやけに強くぎらついている。

　その目に、底知れぬ不気味さを感じた。

「え、ええ……」

「彼は、どこにいるの？」

　笑顔を浮かべる細目の男に、茜は置いたグラスを握りしめた。

　その時だった。

「茜ちゃん！　ここにおったんか！」

　フロア中に響き渡るような通る声に、茜と梓井は振り返る。

　そこには、派手な赤いアロハシャツと白のハーフパンツに身を包んだ峰が、カメラを肩にかけて立っていた。

「オニーサン、オレンジウォーターひとつ」

「峰さん……珍しいですね。お酒じゃないんですか？」

「勤務時間中は、一応飲まない主義」

　やけにキラキラとフルーツがトッピングされたオレンジの香りがするグラスを差し出され、峰は真っ赤なストローに口をつけた。

「じゃあ、茜さん。またね」

　梓井は峰に軽く頭を下げると、席を立った。

　かつかつと先の尖った靴を鳴らして歩く梓井の後ろ姿は、姿勢が悪いせいか項垂れているように見えた。

「何や、今の男」

　峰も不思議そうな顔で男の背中を見送ると、前にあった茜のラップトップを開いた。

「おっ、茜ちゃん。記事書き始めたんやな！」

「え……？」

　峰が開いたノートパソコンには、書きかけの原稿が表示されている。

　しかし、そのこと自体に茜は驚いていた。

　茜のパソコンは、まがりなりにも新聞社の備品で、パスワードがかけられている。

　起動させた時、そして電源を落とさず画面を閉じて復帰させた時、必ず入力を求められるはずだ。

　それなのに、峰は入力することなくパソコンの中身を目にすることになった。

　最初に電源を入れた時には、いつも通りパスワード入力をした記憶がある。つまり。

（復帰の際のパスワード設定が、解除されてる？　でも、一体どうして……）

　驚いている茜の前に、峰の掌が伸びてきた。

「大丈夫か？　茜ちゃん」

　眼の前で手を上下に振られ、茜ははっと我に返った。

　何かの手違いということもある。先程、パソコンが閉じられていなかったとか、たまたま峰がパスワードを解除できてしまったとか。

　何にせよ、今峰の不安を煽るようなことを言うのは得策ではないと茜は判断した。

「え、ええ。大丈夫です」

「しかし、記事書き始めたっちゅうことは、ついに許可が出たんか？」

「いえ、それはまだ……」

「なるほど。先に仕事を見せんと、交渉はできひんっちゅうこっちゃな。なかなかやり手やな、茜ちゃん」

　峰はグラスを一気に煽ると、カメラを構えて茜に向かってシャッターを切った。

「まあ、あのニーチャンのマスコミ嫌いは筋金入りやからな。こっちも本気でいかんと、許可なんかおりんやろ。あんなことがあったんやから、警戒して当然やろうけど」

　思わせぶりな峰の言葉に、茜は眉を潜めた。

「それ、どういう意味ですか……？」

「茜ちゃん知らんかったん？　上崎がマスコミ嫌いになった原因。有名な話やで」

　そう言って、峰は語り始めた。

　業界に伝わる、高崎の過去の話を。
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　上崎は、大学生時代に経済研究会というサークルに所属していた。

　当時、ＩＴベンチャー企業が一部上場を果たすなど、新たな世代のビジネスが台頭する時代だった。

　法律の改正も手伝い学生による起業が活発に行われ、一円で起業できるなどという触れ込みで気軽に会社をたてる若者も多かった。

　大学三年生だった上崎もまた、体重管理のアプリを主軸にした会社を設立するためサークルメンバーと起業の準備を進めていた。

　しかしそこで、トラブルが起こった。上崎慎吾が、あの有名上場企業である上崎グループの御曹司であることがサークル内でバレたのだ。

　当時の上崎グループは、いくつものビジネスホテルをオープンさせ波に乗っている時期だった。

　サークルメンバーは、彼がその御曹司であることを知り、起業のための資金提供を上崎の実家に頼めないかと持ちかけた。

　しかし、もちろん上崎はイエスとは言わなかった。

　上崎は、徹底的に実家のことを隠していた。それは、彼なりのプライドだったのだろう。起業をするということが、御曹司にとってどういう意味があり覚悟が必要だったのか今となっては誰にもわからない。

　ただ、実家には頼らないと言い切った彼の言葉に、サークル内に亀裂が生じたことは確かだった。

　翌週、とある週刊誌に上崎の記事が載った。

　一般人なので目線こそ入っていたが、イケメン御曹司の華麗なるスクールライフなどと銘打った記事は、またたく間にインターネットで話題になった。

　実家の肩書もさることながら、その美貌に多くの人が虜になり食いついた。

　掲載された写真は学内で撮られたものばかりで、写真提供者がサークル内のメンバーだと発覚するのにそう多くの時間はかからなかった。

　サークルメンバーは、上崎の実家が頼れないならこういう形で資金を集めるのも悪くないだろうと開き直った。彼を広告塔にしようというプランが、本人の預かり知らぬところで立てられていたのだ。

　そして、事件はそこで納まらなかった。

　記事には上崎が起業しようとしていることがはっきりと掲載されており、上崎の父がこれに強く反対した。上崎は、父には起業の計画を伝えていなかったのだ。

　上崎の父は将来的に彼にグループを任せようとしていたため、発表された報道に激怒。大学を辞め、今すぐグループ傘下の子会社に就職しろと命じた。

　上崎はもちろんそれを拒否した。継ぐ継がないに関わらず、大学だけは卒業させて欲しいと食い下がり、結果上崎は三年の前期に転学が決定した。

　そして、報道が落ち着くまでアメリカの大学に留学することになったというわけだ。

　マスコミの報道のせいで、上崎という人間の人生は大きく狂わされた。

「そんなことが……」

「上崎のニーチャンがアメリカに行ってから、グループが傾くまで早かったなぁ。親父さんも、なんやかんやでショックやったんやと思うわ。継ぐと思ってた息子が、いきなり起業すること考えてるなんて教えられて。しかもそれが、ゴシップ記事やろ？　裏切られたとか失望したとか、そんな記事が出てな。えらい騒ぎやったって聞いたことあるわ」

「だから上崎さんは、マスコミが嫌いなんですね……」

　自分に近づく男はみんな金目当て。声をかける女は全員ハニートラップ。どうして彼がそんな風に世界を見るようになったのか、その原点を知った気がした。

　彼の人生には、仲間に裏切られ、金で売られたという悲しい過去があったのだった。
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　峰と分かれ、茜はぼんやりとしたまま部屋へ戻った。

　正直、聞かされた事実がうまく飲み込みきれない。

　自分が今後どうやって彼に向き合うべきかを、茜は考えていた。

「上崎さん……」

　モニタに映る資料写真は、上崎グループの社報から取り寄せたものだ。

　今の上崎より鋭く深いクマが、茜の胸を締め付ける。

　自分がマスコミであると、打ち明けるべきか、黙っているべきか。その疑問に、茜は再び向き合うことになっていた。

「呼んだか？」

「え……？」

　顔を上げると同時に、パソコンの画面を反射的に閉じた。

　上崎は塩素の香りがする体で、茜の後ろからパソコンを覗き込んでくる。

「お戻りになってたんですか……」

「シャワーを浴びようと思ってな」

　まだ濡れたままの髪をかき上げながら、上崎は閉じた茜のパソコンに手を伸ばした。

「やめて下さい！」

　パソコンを胸元に抱きかかえた茜に、上崎はぴくりとこめかみを動かしている。

「す、すみません。でも、仕事のデータが、入っているので」

「仕事……か。そういえば、茜がなんの仕事をしているのか、詳しく聞いてなかったな」

　心臓が、びくりと大きく跳ねた。

「言いませんでしたっけ。レシピを紹介する仕事です。見たことありませんか？　三倍速の動画で、ＳＮＳとかに流れてるやつなんですけど」

「ああ、あれか。なるほどな」

　必要な情報を手に入れ満足したのか、上崎はそれ以上追求することはなくシャワールームへと向かった。

　ガラスの扉が開き水の流れる音が聞こえてきても、どこか気持ちが落ち着かない。

　嘘は、言っていない。それなのにひどく後ろめたい。

　パソコンを再びテーブルの上に置こうとすると、手元に小さな水の雫が落ちていることに気がついた。

　見てもいないのに、脳裏に上崎がプールで優雅に泳いでる映像が浮かぶ。

　茜はそれを指先で拭った。胸に広がる曇りを消すように、素早く。

「茜」

　遠くから呼びかけられ、茜ははっと顔を上げた。

「タオル、持ってきてくれ。クローゼットに新しいのが入ってる」

　呼びかける声に、茜は立ち上がると新しいタオルを探した。

　替えのタオルは柔らかく、ふかふかと優しい感触を指先に伝えてくる。

「上崎さん……うっ」

　シャワールームへ向かうと、昼の光に照らされた湯気の向こうに上崎の影が見えて茜はすぐに背を向けた。

（そ、そうだ……ここガラス張りだったんだ。忘れてた……）

「茜、タオル」

　背中から声をかけられ、茜は後ろにそっと手を伸ばした。

　ところが、上崎はタオルではなく茜の手首を掴むと、そのままシャワールームへ引きずり込んだ。流れるあたたかな雨が、茜の服を濡らしていく。

「何、するんですか！　上崎さん！」

　驚く茜の両手首を、上崎はガラスの壁に押さえつけて固定した。

「何を、隠してる？」

　低く囁く上崎に、冷たいものが背中に走った。

「なんの、こと……ですか」

　流れるシャワーが服を濡らし、茜の体の線がくっきりとシャワーの中に浮かび上がる。

「何か、考えているな？」

　彼は一体どこまで知っているのだろう。自分は今、何を言えばいいのだろう。

「なんの、ことか……わかりません」

　茜の返事に、男はニヤリと口元を歪めた。

「ホー……？　いいだろう。お前がその気なら、素直になれるよう体に聞くまでだ」

　上崎はそう言うと、腰を屈めその場に跪いた。

「何、を……ヒッ!?」

　戸惑う茜の前で、上崎は布の隙間に手を忍び込ませた。バリッと鈍い音がして、スカートの前が引き裂かれる。開かれた脚の間に、上崎の顔が近づいた。

「まっ、て……！　上崎さん、だめ……！」

「駄目じゃない」

　下着の上から、上崎の唇がぱっくりと茜の表面を撫でていく。

　脚が崩れないように力を込めると、唇の感触がよりはっきりと脳に焼き付いてくる。

　人差し指を腰元の紐に引っ掛け、青いレース地の下着を取り払う。

「綺麗だ……」

「やっ……っ、あ……ッ！」

　シャワーの温度よりも熱い粘膜が、茜の花溝をゆっくりと探る。

　それが人間の舌であると認識しただけで、体の芯がかっと熱くなるのがわかった。

「そん、な……とこ……ろ……ッ」

「嫌、か？　でも、ここは……」

「ヒッ……ん……っ」

　柔らかな舌が肉を割り、力強い片腕が腰元を引き寄せる。

　余った方の手が脚の上を這い、茂みの上をなぞった。

　内に潜む熱を引きずり出すような強引な愛撫に、それでも体は敏感に反応を示す。

　撫でられる度に声が跳ね、沈む感触が愛しい。

「もっとって言ってるぞ」

　茜がどこに触れれば悦ぶのか、彼はもう理解している。

　その余裕と技術が悔しくて、唇を噛んで震えた。

「言えよ、茜。何を……恐れてる？」

　銃口を突きつけられる感覚というのは、こういう感じなのだろうか。

　鋭く射抜くような声に、立ち上る湯気の中で息が詰まった。

　この声に問いかけられると、抗えなくなってしまう。

　それでも、茜はまだ彼に手向けるべき言葉を持ってはいなかった。

「なんの、こと……です……ンッ、ぅ……」

　はぐらかす声を押しつぶすように、上崎の唇が肌の上をなぞった。

　這い上がる唇が、今度は快楽の種を直接口に含んで歯をたてる。

　鋭い痛みが一番敏感な部分を刺激して、茜の唇から高い悲鳴が漏れた。

「やっ……上崎、さ……っ、いた、い……ゆる……し、て……」

「嫌だ。お前は俺の暇潰しだ。俺を満足させるまで、今日は許さない」

「あっ、ン……！　うえさき、さ……や……ぁ……ッ！」

　指でゆっくりと探りながら、柔らかく前を舐める男の舌先に脚が崩れそうになる。

「おねだりをするなら、甘く啼け。ミスターウエサキなんて呼ばれちゃ、興を削がれる」

　それが何を求めるものなのか、茜はすぐに気づいた。

　けれど、それは越えてはいけない一線であることは知っている。

　体を重ねることよりも、ファーストネームの響きが茜の心を追い詰めた。

　それは、親しい間柄であると認めるトリガーのように感じる。

「言わないなら、ここでやめてもいいんだぞ？」

　意地悪な言葉と共に、指がゆっくりと引き抜かれていく。

　大きく響くシャワーの音の中でも、体の内側に水音が混じるのが聞こえた気がして息が上がった。

　焦らすように内側をなぞりながら引き抜かれる男の指先に、吐き出した息が熱くなる。

　体が上崎を求めていることがわかって、涙が溢れた。

「……ご、さ……」

「なんだ？　よく聞こえない」

「慎吾、さん……やめ、ない……で……」

「よくできました」

　歯で噛み殺すように喉の奥で低く笑った男は、指を二本に増やして茜の体を蹂躙する。

「ひ……っ、ぅ……ン……ッ、しん、ご……さ……ぁッ……」

　強い刺激に、頭の中が輪郭を失いぼやけていく。

「安心しろ。お前は、気持ちいいことにだけ集中してろ」

「あっ、……ン、んん……やっ、なん……か……へん……しん、ご……さん……ッ！」

　上崎の名前を呼ぶ度に、体が敏感を求めて膨れ上がっていく。

　擦り上げられる粘膜も吸い上げられる蜜の欠片も、何もかもが体の中でバラバラに弾け飛ぶ。

「ア……、……ッ！」

　体を震わせながら、茜は目の前に白い光が走るのを見た。

「おっと……」

　崩れ落ちる体を、上崎の腕が支えてくれる。

　降り注ぐシャワーと体に張り付く布に、ぐにゃりと視界が歪んだ。

「茜？　大丈夫か？」

　上崎の声に返事をしたいのに、うまく唇が動かせない。

　浮き上がるような高揚感の中で、茜は思う。ああ、これは熱病だと。冷静になんてなれるはずがない。ただ本能のままに心を埋める、厄介な病。

　立っていられないほどの湿度の中で、茜はゆっくりと目を閉じる。

　抱きしめた体は、どこまでも愛しく腕の中にぬくもりを刻みつけていた。
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　ボウと低い音が響き、地面がゆっくりと揺れた。

　目を覚ますと窓の向こうはオレンジ色に染まっており、清潔なシーツの香りにまだ自分が夢の中にいるようなおだやかな感覚に包まれる。

　バルコニーに続くガラス戸がわずかに開いており、隙間から潮風が流れ込んできた。

　けだるい体を起こすと、シーツが下がって裸の胸元が顕になった。

　ベッドの横に置かれた椅子の上に白のバスローブを見つけ、手に取ると同時にカーテンの向こうで何かが動くのが見えた。

　茜が恐る恐るバルコニーへ近づくと、黒いボトムに白いシャツを合わせた男が、手すりに肘をかける背中が見えた。

「上崎、さん……？」

　声をかけると男は振り返り、困ったような顔で微笑んだ。

「なんだ。もう名前は呼んでくれないのか？」

「あれは、特別です。そんなほいほい上崎さんの名前を呼べるほど、私に度胸ポイントはありません」

「なんだそれ」

　低く笑った上崎は、右手で来い来いと手招きをした。

　そろそろとバルコニーに出た茜の肩を自然な仕草で抱き寄せ、髪に口づけを落とす。

　慣れているのだろうなと思わせるその行動に、またひとつ胸の中に棘が刺さった。

「体は？　大丈夫なのか？」

「あ、はい……すみません私。また気を失ってたみたいで」

「のぼせたんだろ。無理させて、悪かったな」

　そう言って腰を抱いていた同じ手が、茜の頭をそっと撫でていく。

　強引な態度も優しい感触も、どちらの上崎にもこの胸は反応してしまう。

　それを伝えることができれば、どんなに楽だろう。

　けれど、茜は未だに彼に嘘をついている。それが、彼を最も傷つけるタイプの嘘であることを茜は知っている。

「何か隠してるのは、わかってんだよ。また体に聞かないと言う気になれないか？」

　そう言って微笑む優しい声は、とてもこれから尋問しようとする男には思えなかった。

　上崎が優しくすればする分だけ、茜は自分の中に黒い感情が溜まっていく。

　そんな茜の頭を、男はひどく優しい手付きで撫でていた。

「……俺はな、どっちでもいいんだよ。お前が嘘つこうが、本当のことを言おうが」

「だったら、どうして聞くんですか……」

　その言葉は泣きそうな音になって、茜の唇からこぼれ落ちた。

　まるでお前にはまったく興味がないと言われているようで、ショックだった。

「誤解すんなよ」

　優しい声と掌の温度に、茜はそっと上崎の肩に頭を預けて目を閉じる。

　そうしろと言われているわけでもないのに、そうするのが正解のような気がした。

「嘘をつくなら、もっと練習してからにしろ。そういうお前の顔を見てると、こっちが辛くなってくる。辛くなるような嘘なら、つくな」

　それはひどく優しい声で、やっぱりこの人はとても気遣いのできる鋭い人なのだと茜は思った。

　そして、これ以上この人にそんな声を出させることに、茜は耐えられなくなっていた。

「……上崎さんの、昔の話を聞きました」

　潰れるような茜の声に、上崎の掌が止まった。

「ネットでも見たのか？」

　情報の入手源に関して上手に嘘をつける自信がなかった茜は、俯いたまま頷いた。

「そうか」

　上崎は小さく返事をすると、後ろから抱きしめる形で体を抱き寄せ茜の頭のてっぺんに顎を乗せる。

　先程出港したばかりの島の影が、もう豆粒のように遠くに見えた。

「……俺は、大学に入ってようやく、本当に友人と呼べる人間に出会えたと思った」

　上崎は、静かな声で語り始めた。

「高校までは、授業参観だの三者面談だので誰が誰の親かすぐにバレるだろ。でも、大学は違う。誰も俺が上崎の人間であることを知らない。ようやく俺は、俺のことだけを見てくれる友人たちに出会えたと思ったんだ」

　上崎という名前の下で育つということは、常にその立場を求められるということなのだろう。子供は時に残酷で、幼い頃に心を開ける友人に出会えなかった上崎は、一体どんな幼少期を過ごしていたのか。

　見たこともないはずなのに、茜の脳裏に寂しそうに目を伏せる少年の頼りない後ろ姿が浮かんだ気がした。

「起業してもどうせすぐに潰れる。そんなことを言う連中は、サークルの中にも居た。それでも、あの頃の俺は信じてた。そこが俺にとって、自分の力で手に入れる最初の城になると。みんなも、同じ気持ちだと思っていた。けど、違った」

　暗い影を落とす声に、茜はそっと上崎の腕に触れた。

　薄い皮膚の下で、脈打つ彼の心音と同じ速度で流れる血流を感じる。

「夜を明かして将来を語り合った友が俺の未来を金で売ったと知った時、怒りもわかなかった。結局俺が上崎の人間である以上、それを知った者は全員俺の家の金に頼ろうとする。自分には、まるで価値がないと言われているような気分になった」

「そんな……」

「だから俺は決めたんだ。この名から逃れることができないのなら、そのすべてを俺のものにしてやろうと。金を求める連中がいるのなら、俺がそいつらを操る人間になろうと」

　憎しみに震える男の声が、なぜか茜には泣いているように消こえた。

　友情を信じ、裏切られた上崎。金以上に価値のあるものなどないと突きつけられた、青春。そして彼は今、すべてを手に入れた。

　それなのに、どうしてこの人の声はこんなにも苦しそうなのだろう。

「でも、上崎さんは……優しい人ですよ」

　重ねた掌を握る茜に、上崎が顔を上げるのがわかった。

「ひどい先入観で、お前の初めてを奪った男が、優しいなんて本気で思ってるのか？」

　上崎が、あえて傷つけるような言葉を選んでいることはすぐにわかった。

　けれど、そんな駆け引きは無駄だと茜は思った。茜が嘘をつけないと上崎が知っているように、彼が素直ではないことを茜はもう知っていたから。

「でも、上崎さんは私の言葉を信じてくれました。泣いたのだって演技かもしれないのに、やり直させて欲しいって言ってくれました。だから」

　茜の言葉に、上崎は彼女の肩を引き口づけを落とした。

　一度上唇を食んだ唇が、かき分けるように唇を開いてくる。

　この人のこんなに余裕のないキスは、ベッドの上でももらったことがなかった。

「お前は、人を簡単に信じすぎだ。これだって、俺がお前を陥れる罠かもしれないぞ」

　そう言っている上崎の方が、今は傷ついた顔をしている。

「私を陥れてもお金にはなりませんから。それに、信じることから始めないと、いつまでも信じてもらえないじゃないですか」

　微笑む茜の体を、上崎はたまらない様子で強く強く抱きしめた。

「……本当に、悪いことをした。お前みたいに心が綺麗な女を、俺は見たことがないよ」

　震える声に、茜はその背中にそっと腕を回した。

　そんなはずはないとわかっているのに、なぜか男が泣いているような気がした。

　もしかすると、金以外の価値がこの世にあることを、一番信じたいのは彼自身なのかもしれない。

　金がすべてという彼の言う生き方は、ひとつの真実だ。

　それでも、同じ唇で茜の名前を呼ぶ上崎の優しさもまた、嘘ではない。

　彼の中に存在する傷つけた記憶は、同時にもう誰も傷つけたくないという畏れに繋がっているような気がした。

　そうでなければ、こんなに優しい声で彼は茜を呼んではくれないだろう。

「暇つぶしは、できそうですか？」

　茜の声に、上崎はゆっくりと顔を上げた。

「……ああ、十分すぎるほどにな」

　上崎は茜の額にそっと唇を寄せ、その体を抱きしめた。

　愛のことばを囁かれるより、嬉しい言葉が存在することを茜は初めて実感する。

　大切な人に認められるということは、どんな形であれ喜びを運ぶ。

「……上崎さん、アメリカってどんなところなんですか？」

「珍しいな。本当に金持ちだってわかって、俺のことが知りたくなったか？」

　冗談めかす上崎に、茜はぽすんと頭を預けた。

「お金持ちなのは最初から知ってます。上崎さんのことだから、気になるんです」

「殺し文句だな」

　上崎はもう一度前髪にキスを落とすと、茜の頭をそっと撫でた。

「えっ……きゃあっ!?」

　上崎は茜の腰に手を当てると、膝の下に腕を差し入れ彼女の体を抱き上げる。

「今夜は、お前に教えてやるよ。俺のことを」

　その表情は、明るくこの凪いだ夕暮れの海のようにおだやかに見えた。
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　レーザーライトとミラーボールが、ブルーの室内にきらめきを添えている。

　ブースに立つＤＪも蝶ネクタイで正装しているダンスフロアには、大勢の乗客がドレスアップして鳴り響く低音に身を委ねていた。

　年齢層は幅広く、二十代くらいの若者から六十代くらいの老夫婦までアップテンポなビートに酔いしれている。

　ブラックフォーマルに身を包んだ上崎の腕に手を添える茜は、ワインレッドのマーメイドドレスを身にまとっている。

　ハイウエストにステッチされたデザインは、茜のボディラインをくっきりと浮かび上がらせている。膝が覗くスカート丈は裾の後ろがやや長いテールタイプのフリルで彩られており、上品さを添えていた。

「今夜は、ダンスパーティーですか？」

「プロムナイトというイベントらしい」

　海外ドラマや映画でよく見る、高校生のダンスパーティー。学年末に行われる、義務教育最後のイベントで、卒業パーティーのようなもので、今夜はそれをイメージしたセットリストが組まれているらしい。

「なるほど、だからこれがセットになってたんですね」

　茜は、胸元についていた小さな花模様のアクセサリーを取り外した。

　それは皮でできた白い薔薇を模したアクセサリー。ブートエニールだ。

　本来男性の襟に挿すためのアクセサリーが、なぜ茜のドレスとワンセットになっているのか、これを着た時には理解できなかった。

　ホールの入口で、上崎は茜の手首に白薔薇のコサージュをそっと添える。

「俺とプロムに行ってくれますか？」

　芝居じみたセリフも、この男が口にすると本当に映画のワンシーンのようだ。

「もちろん、喜んで」

　茜は返事をしながら上崎のジャケットに、ブートニールを取り付けた。

　内臓に響くようなエアホーンと共に、弾けるようなリズムが次々に響いてくる。

「行くぞ、茜！」

　茜の手を引きフロアに飛び出した上崎は、楽しそうに音に体を乗せている。

　その横顔はまるで、十代のティーンみたいだと茜は思った。

　クラブに行った経験がほとんどない茜も、ぐいぐいリードする上崎に乗せられフロアで舞い、酒を飲み、はしゃいだ。

　それは、本当にどこかの卒業パーティーに参加しているような楽しさで、自分がもしも十代の頃上崎に出会っていたらどうなっていたのだろうかと、ありもしない夢をみた。

「曲が……変わりましたね」

　カウンターで緑色のグラスを傾ける茜の耳に、スローテンポなメロディが響いてくる。

　フロアではしゃいでいた人々は、いつの間にかペアを組み腰を寄せるようにしっとりと踊り始めた。

　ダンスパーティーの最後をしめくくるのは、ムーディーなチークタイムだ。

「クライマックスだな」

　上崎は手元のショットグラスを一気に煽ると、茜に向かって手を差し出した。

「行こうか、シュガー。お前のステップで、俺を酔わせてくれ」

「いいわ、ダーリン。私の華麗なる足踏み術を受けて下さい」

「乗られるのも好きだが、乗る方が好きなんだ。お手柔らかに頼むぞ」

　ゆっくりと回るミラーボールの光が、ゲストたちの姿を彩る。

　掌を添えホールドを組み、上崎の動きに合わせて茜はステップを踏む。

「大学の卒業パーティーはアメリカだったんですよね」

「ああ、そうだな。だから、プロムは経験してない」

「じゃあ、ふたりで初めてですね」

「……そうだな」

　音楽に乗せて肩を寄せ合うなんて経験が、できるとは思わなかった。

「もしも」

　上崎の言葉が、触れた掌に染み渡るように響く。

　彼の肩に顔を寄せ、茜は次の言葉を待った。

「もしも、俺が十代でお前と出会っていたら、間違いなく茜をプロムに誘ってたよ」

「そんなこと、言わないで下さい……」

　嬉しい言葉を言われる度に、船を下りたらこの時間が終わってしまうことを意識する。

　茜は努めて平静を装った。嬉しい感情より、寂しさを悟られるのが嫌だった。

「茜」

「な、ん……っ」

　古い映画のラブソングが、嘘のない愛を叫ぶ。

　その柔らかな英語の歌詞の中で、上崎は唇を重ねた。

　ゆっくりと離れていく唇は、少しかさついている。

　上崎は、真剣な瞳で茜に視線を絡ませた。

「部屋に戻るぞ」

　そう言って手を引く上崎は、どこか焦っているようで。

「上崎さん？」

　人の合間をすり抜ける上崎は、一度だけ振り返ると困ったような顔で笑った。

「今すぐお前を、抱きたくなった」

　どうしてこの人の言葉は、たったひとことで自分をこんなに熱くするのか、茜はもうその答えに気づきはじめていた。

　ひと時の関係だとわかっていて、胸が切なくなる理由も、寂しくなる理由も、嘘をつくことに躊躇いを覚える理由も、すべてはひとつの感情から始まっていることを茜は理解している。

（上崎さんのことを、もっと知りたい……この気持ちは、きっと……）

　茜はその言葉を、口にはしなかった。

　形にしてしまえば、余計に辛くなるだけだということも、茜はわかっていたから。

　上崎に手を引かれて、茜はホールをあとにした。

　これからまた、甘いはちみつの夜が始まる。

　そう信じていた、その時だった。

「茜さん」

　ゲストルームへ続くエレベーターホールの前で、声をかけられた。

　上崎の腕が腰に周り、指先でキスを受けているような甘やかな時間が引き裂かれ、彼は不機嫌を隠さないまま振り返った。

「お前、は……」

　しかし、振り返った彼の目が、今までにない光を宿すのを茜は見逃さなかった。

　上崎のこんな表情を見るのは初めてだった。

　妙なビジネス目的のおじさんをいなした時も、峰に視線を向けた時も、こんな顔はしていなかった。

　それは、怒りというより失望や絶望といった色がよく似合う。そんな表情だった。

「やっと会えたね、上崎君」

　痩せた男がにやりと笑った。

　それは、上崎の同級生と名乗った梓井という男だった。

　今日はグレーのハーフパンツに、白いポロシャツ、更に白のソックスというラフな部屋着のような格好をしている。

　しかし、その目には不気味な光が宿り、嫌な気配がまとわりつくように感じた。

「上崎さん、この人は……」

「梓井須来。大学時代、俺をはめた男だ」

　上崎の声に、茜は言葉を失った。

　梓井は、ただそこに佇んでにっこりと微笑んでいる。

　上崎は茜の手を取り、掌を強く握りしめた。その手は、氷のように冷え切っていた。
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　朝の海は太陽を反射して美しくきらめき、水面はおだやかに凪いでいる。

　船は沖縄を出発し、これから二日間かけて九州へ向かう。到着予定は温泉地で、そこで一日停泊。翌朝、船は関東を目指すことになっている。

　船の上で海を眺めているだけで、日本中どこへでも行ける。そんな優雅な旅も、今はどこか重苦しい空気に包まれている。

（上崎さん。昨日から、黙ったままだ……）

　テラス席には、朝ルームスタッフが運んでくれたブレックファストが並んでいる。

　フレッシュオレンジジュースに、プレーンオムレツとソーセージ、上崎の皿の前にはスクランブルとベーコンにハッシュドブラウンポテトが乗せられている。

　パン用のかごにはトーストにクロワッサン、ライ麦パンにバターロールと様々なパンが並んでおり、フルーツをたっぷりと盛ったガラスの小鉢と、無糖のヨーグルトなどデザートも完璧だ。

　テーブルの横には、まるで小さなドリンクバーのように飲み物が入れられたガラス製のジュースサーバーが小さなワゴンに設置されている。

「おいしいですね、上崎さん」

「……ああ、そうだな」

　ぴかぴかの銀食器に手をつけることなく、上崎はぼんやりと海を眺めていた。

　彼がこんなにも沈んだ表情を見せるのは初めてで、その原因が昨夜の出来事に起因していることは明白だった。

　昨夜、梓井と会った上崎は、鋭い視線を男に向けると茜を後ろに下がらせた。

「やだなぁ、警戒しないでよ上崎君。僕はきみの敵じゃないよ」

「なんの用だ。なぜお前がここにいる」

　隠さない敵意に、梓井は茜に視線を向けた。

「茜さんからもなんか言ってやってよ」

　男が親しげに茜に話しかけるのを、上崎は不愉快そうに見つめる。

「知り合いか？」

「え、ええ。船のカフェで知り合って……」

　茜の返答に、上崎はその改めて梓井に向き直った。

「上崎君の活躍は、色々と聞いてるよ。ワンマン社長の取材拒否。きみ、アメリカで記者を片っ端から告訴してるんだって？　お金持ちはやることが派手だねぇ」

　にたりと嫌な笑いを浮かべる梓井に、先にキレたのは茜の方だった。

「あなたねぇ！　誰のせいで、上崎さんが……！」

　いきなり吠えた茜に、梓井は一瞬怯んだ。

　そんな彼女を止めたのは、上崎だった。

「茜、気にするな。そんな奴のためにお前が怒る必要はない」

「でも……！」

　反論しようとする茜の手を、上崎は握りしめた。

「用がないなら失礼する」

「上崎君！」

　背を向ける上崎に、梓井が彼の名前を叫んだ。

　梓井の声はまるで悲鳴のように、細く高い。

「あの時は、本当に悪かった。反省しているんだ。いつかきみにまた会えたら、その時は謝罪したいと思っていた。きみを売るような真似をして本当に悪かった」

　梓井はそう言って、深々と頭を下げた。

　しかし、上崎は背を向けたままエレベーターにカードキーをかざす。

　ポーンという音と共に開いた扉に乗り込むと、上崎は無言のまま客室フロアのボタンに触れた。

　扉が閉まるその瞬間まで、梓井は頭を下げ続けた。

「悪い。少し、ひとりにしてくれ」

　部屋に入るなり上崎は、グラスと氷を手にダイニングテーブルについた。

　ミニバーからボトルを手に取るのを確認して、茜はシャワールームへ向かう。

　何を言う資格もないのだということは明らかで、逃げるようにベッドの中に潜り込んだが眠気はちっともやってこない。

　こんな時、何もできない自分が無力で。茜はただ自分の不甲斐なさに怒りを覚えながら、夜が更けていった。

　朝になっても、上崎はまだどこかぼんやりとした表情のままだ。

　食欲はなかったけれど残したくなくて、なんとか朝食を胃に詰め込みオレンジジュースを流し込むと、上崎が海を眺めながらようやく口を開いた。

「昨日は、ありがとうな」

　突然の礼に、茜は飲んでいたオレンジが変なところに入りそうになった。

「なんの、ことですか？」

　胸元を押さえていると、上崎は視線を茜に向けた。

「昨日。俺より先に怒っただろ」

　それが昨夜のエレベーター前の出来事を指しているのがわかって、茜はグラスを置くと目を伏せた。

「すみませんでした。不適格な行動だったと、反省しています」

　事情はどうあれ、上崎と共に行動している人間が感情に任せて人に食って掛かるなど本来あってはならないことだ。

　自分の行動が、彼の評判にも関わる。この人がそういう立場の人間であることをあの瞬間完全に忘れていた。

　ただ、煽るような梓井の言葉を聞いた瞬間、何もかもが吹き飛んでしまった。

　上崎がマスコミを嫌いになった元凶が、今もゴシップの記事を鵜呑みにして平然とそれを口にする現実がどうしても許せなかった。

「確かに、ぶん殴ってやろうかと思ったくらいむかついたよ。でも、お前が俺より先に怒ってくれたから、俺も冷静になれた」

「すみませんでした……」

「嬉しかった。お前が、俺のために怒ってくれたのが」

　そう言って笑う上崎は、やっぱりどこか元気がないと思った。

「……今日は、少し休む。船の上で退屈かもしれないが、お前も好きにしろ。シアターもある、買い物も鍵を見せれば大丈夫だ」

　そう告げた上崎は、ひとりになりたそうに見えた。

「わかりました」

　なるべく明るく聞こえるように声を出した茜は、脚の上のナプキンをバサリとテーブルに置くと立ち上がり、上崎が座る椅子の横に立った。

「茜……？」

　怪訝な顔で見上げた上崎の前髪に、茜はそっと唇を落とした。

　もちろん、こんなことを誰かにするのは人生で初めてで、力加減もわからないまま茜は上崎の頭をそっと両腕で抱きしめた。

「お昼は一緒に食べましょうね」

「……ああ」

　茜の腕に掌を当て、上崎は二度ぽんぽんと叩くように撫でた。

　着替えてメイクをして、少し船内を散歩してみようと腕を離した瞬間、上崎がその手首を掴んだ。

　驚く茜に、上崎はまっすぐに真剣な視線を向けている。

「梓井に会っても、絶対に口をきくな。無視しろ」

　それは警告だった。

　茜は黙ったままゆっくりと頷いてみせる。

　ようやく腕の力が抜けて、上崎は微笑みかけてくれた。

　夏の太陽が明るい海を照らしている。今日も暑くなりそうだと、茜は思った。
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　白地にピンクストライプが入ったシャツワンピに、白のサンダルを合わせた茜は船内をぐるりと見て回った。

　映画館、劇場、ダンスホールにヨガスタジオ、ジムなど船内には様々な施設が充実している。

　客室のカードキーがあれば、買い物は無限にできる。

　夢のように贅沢な時間を過ごせるはずなのに、結局何をする気にもなれなくて、茜はデッキに並んだ椅子に座ってぼんやりと海を眺めることにした。

　流れる白い雲とぐんぐん進む船の景色は、茜の中にぼんやりとした焦りを生む。

（上崎さんにとって、梓井さんのことはまだ全然過去じゃないんだ……）

　学生時代の思い出は、自分にとってそんなにいいものでもまた格別に悪いものでもなかった。彼氏がいないといじられるのは面倒だったけれど、それなりに友人に恵まれ、楽しい思い出もたくさんある。

　仕事を始めてからは、学生の頃を思い出す時間なんてなくなっていた。

　思えば、毎日心が動いて、四季の移り変わりに一喜一憂できた時間は、学生の頃が最後だったのかもしれないと思う。

　茜にとって学生時代は、嫌なことを都合良く忘れる程度には遠い昔の記憶だった。

　けれど、上崎にとっては違うのかもしれないと、今朝の態度を見ていて思う。

（書くべきか、書かざるべきか。それが問題だ……）

　深い溜息をつく茜の顔に、ふいに黒い影がかかった。

「茜ちゃん、おはようさん」

「峰さん……」

　立っていたのは、峰だった。

　今日はブルーのズボンに、白いワイシャツと黄色の蝶ネクタイをつけている。

「どうしたんですか？　その格好」

「今日はこれから、舞台の撮影やねん。せやから、ちょいとオシャレをやな」

「似合ってますよ」

　峰は大きなカメラバッグを空いている椅子に乗せると、スタッフを呼んでアイスコーヒーをふたつ注文した。

「どうや？　その後、上崎のニーチャンとは」

「……ええ、仲良くやってますよ。取材許可は、まだ出てませんけどね」

　あははと明るく笑って見せる茜の前に、新しいアイスコーヒーがふたつ置かれた。

　礼を言ってストローを口元に近づける茜の前で、峰はグラスを手に取る様子もなく、カメラを構え始めた。

　バシャリと乾いた音が響き、デジタル一眼の画面を峰は確認している。

「……なあ、茜ちゃん。もうこの件から、下りた方がええんとちゃう？」

　突然の進言に、茜はごほごほ咳をしながらグラスを置いた。

「な、なんですか突然」

「ひどい顔やで、自分」

　峰はストラップを首から外し、撮った写真が見えるように茜にカメラモニタを向けた。

　小さな画面に、茜の姿が写っている。画面の中の自分は、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「ちょっと、寝不足なんです。枕が変わると、眠れないたちで……」

「嘘が下手やなぁ、茜ちゃんは」

　寂しそうに笑った峰は、再びカメラのストラップを首にかけ画面を操作した。

　ピコっと小さな電子音が流れ、さっきの写真が消去されたことがわかった。

「会社にはさ、オレの方からも言うよ。上崎のニーチャンのマスコミ嫌いは筋金入り。茜ちゃんも食らいついとったけど、どうしてもあかんかったって。相澤さんもわかってくれはると思うよ」

「私は……」

「オレはな、茜ちゃん。そんな辛そうな顔の茜ちゃんを、これ以上見てたくないんよ」

　峰の言葉は、本当に実の父親が娘を心配するような、そんな響きをはらんでいた。

「……峰さん、もう少しだけ時間をくれませんか。私、上崎さんのことを、やっぱり書いてみたいんです」

「なんで、そないに頑張りたいねん。上崎のニーチャンのこと好きなんやったら、あの人が嫌がることはしたくないんとちゃうのん？」

　峰の言葉に、わっと頬が熱くなった。

「えっ、な、何。なんのこと、ですか」

「いやもうええからそういうの。バレバレやん。茜ちゃん、上崎のニーチャンにめっちゃ好き好き光線出てんで？」

「そ、れ、は……うっ……」

　真っ赤になる顔を伏せながら拳を握った茜の前で、峰はずずずとストローを咥えた。

「なら、もう手を引いてもええんちゃう？」

「……好き、だからこそ。辞めたくないんです」

　茜の言葉に、峰は不思議そうに首をひねった。

　まだ赤いままの顔を上げると、茜は慎重に言葉を紡ぐ。

「実は、あることがあって……世の中の人が、上崎さんにどういうイメージを持っているのか、実感したんです。それは、肩書とかまともに取材もしてないゴシップから得た情報ばかりで、私も実際最初は先入観があったのは確かで」

　最初は、自分もそうだったからわかる。

　お金持ちで自信家で、嫌な人間であるとばかり思い込んでいた。

「けれど、違ったんです。上崎さんは、とても真面目でまっすぐで、周りが心配するくらい仕事が好きで。人のことをすごくよく見ていて、記憶力もよくて……素敵な人で」

「なんや、オレ今ノロケ聞かされてんの？」

「違います！　ただ、そういう人だってことを、多くの人に伝えたいって思ったんです」

「記者魂やなぁ……」

　峰の軽口に、茜は口を噤んだ。

「……その言葉は、私にはふさわしくありません。私は、一度逃げた人間です」

　心の中にずっと引っかかっている。自分が、逃げた記憶。

　峰の言う通りだ。やった後悔より、やらなかった後悔の方が尾を引く。

　そしてそれは、もしかすると上崎も。

「そうですそうです！　ノープロブレム！　我が社では、特別な物件のみをご紹介させていただいております」

　響き渡る男の声に、茜ははっと顔を上げた。

　あからさまに媚びるような声に、峰も声のする方に振り返り眉を寄せている。

「なんや、あれ」

　デッキに現れたのは、灰色のスーツに身を包んだ梓井だった。

　梓井は、金髪の老夫婦に景色などを紹介しているようだ。

　時々英語を交えながら会話している梓井は、こちらには気づいていないらしい。

「不動産関係の人ですよ。来日しているゲストに、投資用の物件を紹介してるって言ってました」

「なんや知り合いなんか」

「……船内で話しかけられただけです」

　上崎と梓井の関係については、黙っておいた方がいいだろうと茜は判断した。

「こういう船に乗ってると、そういう交流も盛んになるんやろうな。でも……」

　峰はやけにじっと梓井を見つめている。

「峰さん？　どうかしたんですか？」

「ああ、いや……あのあんちゃん、前も船ん中で見たんやけど。どっかで見たことがあんるなって思って。思い出されへんねん」

　もしかすると峰は、かつて上崎の私生活をリークした情報源として梓井を認識しているのかもしれない。

　業界でも有名な噂話だ。しかし、情報源についてはいくら同業内でも秘匿にされることが原則で、提供者の顔まで把握することは難しいはずだ。

　ならば、峰は一体どこで梓井のことを見たのだろう。

「なあ、あいつなんて名前かわかる？」

「ああ、それなら前名刺をもらって……あった」

　茜は、ポーチの中から財布を取り出すと、以前梓井にもらった名刺を差し出した。

「梓井須来か。なあ、茜ちゃん。これ借りてってええか？　ちょっと、調べたいことがあんねん」

「え？　ええ……かまいませんけど」

　峰は名刺をポケットに差し込むと、アイスコーヒーを一気に飲み干し席を立った。

「茜ちゃん」

　呼びかけられた声に顔を上げると、峰はにっと笑った。

「自分が後悔せんように、それだけを考えて突っ走れ。オレは、茜ちゃんの味方やで」

　綺麗に決まったウインクを眺めながら、茜はほっと息を吐いた。

　自分が後悔しないように生きる。それは、何よりも難しいことであると茜には思えた。
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　部屋に戻るとルームクリーニングが入ったのか、どこもかしこもぴかぴかに掃除されており人の姿はなかった。

「上崎さん？　いないんですか？」

　声をかけても、その空間に人がいる気配は感じられない。

　上崎は、気分転換にでも出かけたのだろうか。

「……よし」

　茜は大きなダイニングテーブルにパソコンを置くと、テキストエディタを立ち上げた。

　もう二度と、後悔なんてしたくない。

　自分のことよりも、誰かのことを思う時の方が力がわいてくるのかもしれない。

　深く息を吸い込むと、茜はキーボードを叩き始める。

　上崎が、いつ戻ってくるかはわからない。

　ただ、もう二度とやらなかった後悔なんてしたくない。

　今はこの記事を書き上げることが、茜にとってたったひとつの使命に思えた。

　こんなに集中して記事に向かうのは、一体いつぶりだろう。

　三日会社に泊まり、朝の四時に頭の中が空っぽになったあの感覚が思い起こされる。

　高揚感と興奮と、持てる技術をすべて解き放ち、茜は画面に向かった。

　真上にあった太陽が傾き部屋が夕陽に染まるまで、彼女はキーを叩き続けた。

　オレンジに染まる室内に、白い画面が浮かび上がる。

『金を信じる現代の権力者、しかしその心は人への配慮と思いやりに溢れたあたたかな仕事人間だった』

　最後の一文を打ち終わると同時に、茜は糸が切れたように机に突っ伏した。

　心地良い疲労感と目の痛みに、瞼が重くなってくる。

「おわっ……た」

　掠れた声で呟くと同時に、意識がゆっくりと深い闇の中に飲み込まれていく。

　それはとても心地の良い安堵に包まれた、深い眠りだった。
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　香りがした。優しいコロンと、人の香り。

　それが夢の中の出来事なのかは、現実なのかわからない。

　ただ柔らかな優しさの感触は、どこまでも気持ち良い。

「あ、れ……」

　体を起こすと、リビングスペースの間接照明が一本だけ点灯していた。

　いつの間にか、眠っていたらしい。

　見ると、背中にジャケットが一枚かけられていた。

「上崎、さん……？」

　窓の向こうはもう夜になっていて、目の前の画面にはメモが一枚貼り付けてあった。

　それは、船内にあるバーの地図と店名が印刷されている名刺だった。

　上崎がこれを残して先に店に行ったということだろうか。

「まずい、パソコン！」

　茜は電源ボタンを押し、ラップトップを再起動させた。画面には、再設定したパスワード入力の表示が浮かび上がる。

　長時間放置していたおかげで、スリープモードに入っていたようだ。

　上崎に、記事の下書きは見られていない、と思いたい。

　時計を見ると、午後七時を回っている。着替えて向かえば、合流できるだろう。

　茜は立ち上がると、ジャケットを椅子の背にかけ準備にとりかかる。

　クローゼットの中から衣装を選ぶのにも、もう慣れたものだ。

　見ると、アクセサリーケースの中に星型のピアスが光っている。

　それは、初めて上崎が選んでくれた思い出のアクセサリーだ。

　茜はそれを耳につけ、鏡を覗き込む。

　気持ちがすっきりと晴れ渡っている。きっと今夜はいい夜になる、そんな予感がした。

　パープルのチューブドレスに白のショールを羽織り、茜は部屋を出た。

　その時だった。

「舞浜茜さん？」

　ここは特別な専用フロアで、スタッフの出入りも慎重に行われている。

　そんな場所で、突然フルネームを呼ばれるなんてことがあるのだろうか。

　嫌な予感が背中に走り、振り返ることもためらわれる。

　見てはいけない。きっと悪いことが起きる。

　浅くなる呼吸を隠しながら、茜はゆっくりと振り返った。

「う……っ！」

　衝撃と共に、後頭部に痛みが走った。

　覚醒したばかりの脳が鈍り、目の前が揺れる。

　倒れ込んだ視界の中に、尖った靴の先が見えた。その靴には見覚えがあった。

　しかし、声を出すこともできないまま茜の記憶はそこでぷつりと途切れた。
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　潮の香りと肌寒さに、茜はゆっくりと目を見開いた。

　そこは、プールサイドだった。

　この船には、室内プールと室外プールのふたつがあり、夜は室内プールの方がナイトプールとして使用されているため、デッキに設置されているこちらの外プールに人の気配はなく静まり返っている。

　体は、動かせない。結束バンドで親指と金属のパイプが固定されているようだ。

　茜はデッキチェアの上で、大の字になるような形で拘束されていた。

「起きた？　茜さん」

　靴のかかとが響き、プールサイドの横からひょろひょろした男が現れる。

　梓井須来が、昼間見たグレーのスーツ姿でねばつくような嫌な笑いを浮かべていた。

「あなたが、これをやったの？」

　真意の見えない明確な悪意に、背中に冷たいものが走った。

「そうだよ。本当はこんなことをするつもりはなかったんだけど、上崎君はどうしても話を聞いてくれそうになかったから……」

「謝罪をするために、こんなことまでするなんて。梓井さん、あなた一体」

　茜の声に、梓井は弾けたように笑い声を上げた。

　夏の夜の湿った空気を引き裂く高音が、不気味に響き渡っている。

「謝罪？　そんなことはどうだっていいよ。俺が欲しいのは、あいつの金だ」

「お金……？」

　近寄って来た梓井は、デッキチェアの横に置かれたローテーブルに腰を下ろした。

　足を組む男からは、やけにきつい香水が漂ってきて思わず顔をしかめる。

「実は、そろそろ今の会社を辞めて独立しようと思っててね。そのお金を上崎君に用立てて欲しかったんだ」

「そんなこと……あの人がする理由がないわ」

「そうだね。でも、きみと交換って言ったらどうなるかな？」

　男の目が、月明かりの下で妙に妖しくぎらついている。

「あなた、一体……」

「僕？　僕はしがないサラリーマンさ。きみと同じだ」

「そうやって、味方のような顔をして近づいて、上崎さんのことを陥れたのね」

「陥れたなんて言い方は好きじゃないな。あれは交渉術さ。俺はきちんと頼み事をした。起業のためにはお金がいる。だから彼のご実家から支援をしてもらいたくて相談したんだ。けれど、あの時の上崎はまだビジネスというものがわかっていなかった。だから教えてあげたんだよ。ぼんぼんのお坊ちゃんに、世間の厳しさってやつをね。彼が成功したのも、僕のおかげだと言っても過言ではないよ」

　不気味だった。

　己の私利私欲のために、他人を利用することにためらいがない男を、茜は知っている。

　けれど、彼と目の前の男には決定的な違いがあった。

　梓井からは謙虚とか良心といった感情が、一切感じられない。

　人を人とも思わぬ所業。そういった底知れない怖さが、眼の前の男にはあった。

「やっぱりあなたは、最低よ」

　睨みつける茜の瞳に、梓井はゆっくりと立ち上がった。

　目の前に立つ男は、下から見上げていることもあり何倍も大きく膨らんで見える。

　巨大な悪の塊がそこにどっしりと存在しているのが、肌を通して伝わった。

「最低結構。きみはこれから、その最低男に辱められるんだよ」

　梓井の手元がきらりと光り、男が縦一直線に腕を払った。

　ビリっと何かが裂ける音がして、腹部の辺りに冷たい風が流れ込んでくる。

　見ると、胸元からへその辺りにかけて、ドレスがぱっくりと切り裂かれていた。

「う、そ……」

「恨むなら上崎を恨んでね。人には優しくしないと。旧友の謝罪に耳を貸さないなんて、無礼にもほどがあるよ」

　デッキチェアに跨がり、梓井は膝を茜の脚の間に差し入れた。

　むわりとまとわりつくような甘いコロンに香りが、嫌悪を誘う。

「やめ、て……」

「茜さんがこんなことになったの知ったら、あいつは怒るかな？　けどしょうがないよね。あいつが、悪いんだ。僕を、無視するから！」

　子供だ。目の前にいるのは、大きな体をした子供なのだ。

　梓井は顔を近づけると、割かれた布の隙間に手を差し込んだ。

　冷たい男の掌に、吐き気が込み上がってくる。

「嫌、よ……嫌！　やめて！　離して！」

　負けたくない、その一心で体を揺さぶるが、パイプと固定された指先がプラスチックに食い込んで体が動かせない。

　そうしている間にも男の手は肌の膨らみをなぞり、茜はぎゅっと目を閉じた。

「おとなしくなったね。癪だけど、あいつのことでも考えてろよ。すぐ終わるから」

　かちゃかちゃとベルトを外す金属音に、脳がずきずきと痛みを伴って震えている。

　頭に浮かぶのは、上崎の笑顔ばかりだった。

「嫌、だ……嫌！　嫌です！　離して！　上崎さん！　上崎さん！」

「うるせぇ！　黙れ！」

　叫ぶ茜の口元を抑えようと腕が伸びてきた。

　もうだめなのか。もう本当に、自分は。

　絶望と悲しみの中で、茜は歯を食いしばった。

　その時だった。

「黙るのは、お前の方だ」

「え……？」

　低い声に目を開けると同時に、梓井の体が横に吹き飛んだ。

　ガタンと大きな音と共に転がる梓井の襟を掴み引き上げた影は、その頬に思い切り拳を沈めていく。

「悪いな、手が滑った」

　そう言って手を離した影は振り返ると、茜のそばに駆け寄った。

「上崎、さん……」

　そこに立っていたのは、上崎だった。

「どう、して……」

「これだ」

　上崎はジャケットのポケットから星型のピアスをひとつ取り出した。

「部屋の前にこれとショールが落ちていた」

　恐らく、梓井に拉致された時に衝撃で片方を落としたのだろう。

「なんで、ここがわかったんですか……？」

「オレや」

「峰さん？」

　後ろから駆け寄って来たのは、カメラマンの峰だった。

「あんた、喫煙者だろ。ライター貸せ」

「へいへい。ほんま上崎のニーチャンは人使いが荒いなぁ」

　峰はポケットからライターを取り出すと、それを上崎に放り投げた。

　茜の肌に当たらないように慎重に、上崎はライターの火で茜の拘束を焼き切っていく。

「ちょうどヤボ用でふたりで話しとってん」

「上崎さんと峰さんが？」

　珍しすぎる組み合わせに、茜は違和感を覚えた。

「茜ちゃんにも関係ある話やってん。せやから、三人で一緒に話した方がええなってなって部屋に戻ったらストールとピアスが落ちとってな。そしたら上崎のニーチャンがいきなりオレの腕掴んできよって。この時間に、一般客が入れて人気がない場所を教えろってえらい剣幕で聞かれたっちゅうわけや」

「船内カメラマンなら、そういうスポットに詳しいだろ。アンタ、まっとうじゃない仕事も、得意そうだしな」

「失礼なやっちゃで。今回はちゃんと、船内カメラマンとして大人しゅうしとったわ」

「ふたりとも、ありがとうございます……」

　すべての拘束を外し茜の肩に自分のジャケットを脱いでかけると、彼はそっと手を引いて立たせてくれた。

「部屋に戻る。峰、お前はそこの男をスタッフに突き出しておけ」

「呼び捨てかい。はいはい、茜ちゃんのことは頼んだで」

　上崎に促されて、茜は前に進もうとした。

　しかし、足が震えて動けない。

「茜……？」

「すみま、せん……なんか、安心したら、いまさら震えてきちゃって……」

　あと少しでも遅かったら、自分がどうなっていたのか想像するだけで体が冷えた。

「茜、触るぞ」

「あ……」

　上崎は茜の体をそっと抱きしめた。

「嫌なら言え。我慢するな」

「嫌じゃ、ない……です……」

　あたたかいと思った。上崎がそこにいる。それだけで涙が溢れてくる。

　峰は肩をすくませ、気を使って背を向けていた。

　もう安全なのだという開放感で、ボロボロと涙がこぼれ落ちる。

　もうこの体は、上崎でないと嫌なのだと思い知らされた。

「よく頑張った……」

「上崎さん……」

　頭をそっと撫でていく掌が心地よくて、茜は上崎の腕に頭を預けた。

「く、そ……なんで、だ……上崎君……なんで僕じゃダメなんだよ……！」

　仰向けのまま、細い声が天を突いた。

　上崎は振り返ることなく、静かに唇を開いた。

「……悪いな、梓井。俺は、信用のおけない奴とは、ビジネスをしない主義なんだ」

　そう言って困ったような顔で微笑む上崎は、どこかすっきりとした顔をしているように思えた。

　経験に裏打ちされた自信を感じる言葉に、彼の時がようやく動き始めたのかもしれないと茜は思った。

「帰ろう、茜」

　優しく告げる言葉に、返事をしようとした時だった。

　上崎の肩越しに、梓井が体を起こすのが見える。

　転がったナイフを持ち直し、男がゆらりと立ち上がった。

「上崎ィイイイイイイイイイイイイイイイイイ！」

　高い声と共に、男が前に体を倒した。

「上崎さん！」

　梓井が腕を伸ばすのと、茜が飛び出すのはほぼ同時だった。

「茜！」

　どぼんと大きな音と共に、茜と梓井の体がプールに沈んでいく。

　強い衝撃に、視界がぐにゃりと歪んだ。

　遠くから上崎の声が聞こえた。

　彼は、無事ということなのだろうか。

　確かめるよりも先に、茜の意識は水の中に溶けていった。
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　瞳を開くと、見慣れた風景が飛び込んできた。

　柔らかなシーツの感触と真っ白な天井は、客室のベッドルームのそれだ。

「気がついたか？」

　ふと隣を見ると、上崎が椅子に腰を下ろしこちらを覗き込んでいた。

「上崎、さん……私……」

　体を起こすと、客室用の白いパジャマに着替えさせられているのがわかった。

　髪はまだ湿っていて、口の中がやけにからからに乾いていた。

　体を起こすと喉が締め付けられるように引きつり、茜はその場で咳き込んだ。

「茜！」

「だい、じょうぶです……私、一体……」

　上崎はミネラルウォーターのペットボトルの蓋をひねると、それを茜に差し出した。

　礼を言って受け取ると、それをゆっくりと飲み下す。

　常温のぬるい水が、喉に潤いをもたらしてくれた。

「梓井と一緒にプールに落ちた。あいつに顔を押さえつけられかなり水を飲んでいたが、船医によると命に別状はないそうだ」

「そうですか……」

　ペットボトルを脚の上に置くと、上崎はそれを受け取り蓋を閉めた。

「梓井さんは？」

「船上警備室で拘束されている。これから、警視庁のヘリが迎えに来るそうだ」

　想像以上の大事になっていることに、茜はなんとも言えない表情を浮かべている。

「お前のせいじゃない。そんな顔をするな」

「でも、もっと私がうまく説得できていれば……こんなことにはならなかった」

　あの時、もっと冷静に梓井を説得することができていれば、ここまで逆上させることはなかったかもしれない。

　そう思うと、胸が痛かった。

「いや、そうでもない」

　ボトルをサイドテーブルに置いた上崎は、茜の手をそっと握りしめた。

　茜は背中に枕を重ねて詰めると、リラックスした体勢で背をヘッドボードに預けた。

「俺が、峰と話をしていたと言っていたのは覚えているか？」

　そういえば、峰が来た時にそんなことを言っていた。

　珍しい組み合わせだと、違和感があったことを覚えている。

「峰が、ある情報を掴んだ。梓井は詐欺を働いていたらしい」

「詐欺……？」

　峰の話はこうだった。梓井は、観光客相手に投資用の物件だと言っては古すぎて売れ残った物件や、買い手のつかない土地を売りつけて多額の金を受け取っていたらしい。

　既に多くの民事訴訟が起こされており、警察も捜査に乗り出しているようだ。

　恐らく、今回の茜への傷害から本格的に捜査は進むだろうと峰は言っていたらしい。

「じゃあ、梓井さんは……」

「もう二度と、会うことはないだろう」

　上崎の言葉に、どう反応すればいいかわからない。

　安堵と不安が入り交じり、掌を握り込むとその上に男の手が重ねられた。

「茜……」

　確かめるように触れた上崎は、腕を伸ばし茜の体を抱きしめる。

　縋るようなその手は、今まで一番冷たく氷のように冷え切っていた。

「心配、したぞ……」

　潰れるような声が、耳の近くで響いている。

　それは、本当に心の底から心配してくれる人の音だった。

「ごめんなさい。上崎さんが危ないと思ったら、体が勝手に動いてて」

　上崎は体を離すと、じっと茜の瞳を見つめる。

　困ったように微笑んだ上崎は、とてもおだやかな表情をしていた。

「ありがとう、茜。お前がそばに居てくれたから、俺も勇気が持てた気がする」

「私は、何も……」

「もう二度と、俺の目の届かないところで勝手なことをするな。頼む」

　上崎の声があまりにも切なく響いて、茜は動くことができなくなった。

　そんな声を出さないで欲しい。どうせ船を下りたら別れなければならない関係だ。

　だから、心を傾けたくなどなかったのに。

「上崎さん……抱いて、下さい」

「茜……？　んっ……」

　茜から重ねた唇を、上崎は驚きながらも受け入れてくれる。

　例えひと夜の夢ならば、この瞬間だけ愛して欲しい。

　唇を離した茜の瞳は、覚悟の色に染まっていた。

　船を下りたら、さよならを言う。そして必ず、取材許可をもう一度取りにいく。

　これは、リセットだ。甘やかな夢を終えるために、必要な口づけ。

　茜は両手を襟元に添えると、自ら肌を開いた。

　男の掌が、肌の上にそっと触れてくる。心音を確かめるように、上崎は体をなぞる。

「気持ち悪く、ないか……？」

「上崎さんに触れて欲しいんです」

　唇を重ねながら、上崎の体が覆いかぶさってくる。

　一瞬緊張した体は、触れる掌によって解きほぐされていく。

　布の間を滑るように、男の指先は優しい。

「冷えてる」

　口づけを繰り返しながら、上崎の掌が肌を撫でる。

　この人の、慈しむような触れ方が好きだ。

「上崎、さん……」

「名前は、もう呼んでくれないのか？」

　ねだるように唇を寄せ、音をたてながら上崎が敏感なところばかり舐めていく。

「慎吾、さん……」

「茜……」

「ふ……っ、ぅ……ンッ……」

　指先が粘膜に触れる感触に、背中が大きく反る。

　すぐに気持ちいいところを見つけてしまう、器用な指先が好きだ。

「茜をプールから引き上げた時、もう目を覚まさないんじゃないかって、怖かった」

「心配、かけてごめんなさい……」

「謝るな。お前が、無事でよかった」

　指を増やしながら、上崎はひたすら茜の唇を吸い上げる。

　その呼吸も声も、何もかも逃さないとでも言うように、激しく重なる唇に応えていく。

「んっ、んっ……」

　体の内側をなぞる指に、めまいがする。

　脚に触れる前が、はっきりとした意思を持って熱を伝えた。

　我慢なんてする気がない彼の率直な欲望が、好きだ。

「慎吾、さ……もう、いい……」

「だめだ……ちゃんと、ほぐさないと……お前に痛い思いをさせたくない」

「だいじょう、ぶ……だから……」

　何度も擦る指先が濡れていることは、茜にだってわかっている。

　触れる水音は次の快楽を連れてやってきて、喉が震えた。

「いいんだな？」

　ぎらついた瞳が、理性と欲望の間で揺れている。

　それが最後の警告であることは、茜にも理解できた。

　体に残る布を取り払い、男は上体を起こす。

　手早くシャツを脱ぎ捨てる影が、客室の壁に長く伸びていた。

「茜……」

　再び近づいたのは、彼の顔だけではない。

　脚に触れた熱は、はちきれるように膨らみ茜を求めて糸を引いている。

「ンッ……ぅ……っ……」

　忍び込んできた熱の塊が、脳のてっぺんまで刺激をもたらす。

「はいっ、て……る……」

「ああ、そうだ。俺が、お前の中に入ってる……」

「ん、きもち……い……」

「俺も、気持ちいいよ……茜……」

「ひっ……ン……ッ」

　腰をゆっくりと抱き寄せる上崎の指が、腰に食い込み息が詰まった。

　体の中心に撃ち込まれる熱を感じながら、茜は必死に腕を伸ばす。

　舌を伸ばすと、すぐに齧りつくような口づけが落とされた。

　最初は怖くて仕方がなくて嫌な人だと思っていたのに、どうしてこんなに愛しくて離れたくないと思ってしまうのか、その答えをもう茜は知っていた。

「慎吾、さ……す、き……」

　茜の声に呼応するように、内側の熱が大きくなった気がした。

「お前、なぁ……そういうのは、ベッドの外で、言えッ！」

「あっ、あっ、あぁ……ぁ……や……ンッ、う……ぁ……ッ」

　激しく突き沈められる肉の気配に、汗が噴き出している。

　絡めた腰が自然と揺れ、擦る感覚が甘い嬌声を生む。

「す、き……慎吾さん……好き……す……き……好きです……」

「好きなんかじゃ、足りるわけがない」

「ンッ……」

　唇を重ねた上崎の熱が、体の内側で張り詰めていくのが伝わる。

　終わってほしくないのに、もっともっと悦くなって欲しくて神経を尖らせてしまう。

　髪も、目も、声も、息も、体すべてを使って上崎を感じたいと、本能が叫ぶ。

　好きだ。好きだった。例え別れる運命だと知っていても、気持ちに嘘はつけなかった。

「慎吾……、さ……ンッ、だめ、もう……」

「……ああ、一回イけ」

「やっ……慎吾さん、も……」

　潤む瞳で見上げると、上崎は額に汗を浮かべながらいつものように優しい笑みを向けてくれた。

「ああ。俺も一緒に、イク……」

「やっ、あっ、あぁ……ッ、そ、れ……気持ちいい……何も、考えられなく、なる……」

「いい。お前は、俺のことだけ考えてろ」

「は、あっ……ンンッ……！」

　固定された熱に、上崎の体が寄せられる。

　弾けるような鋭い刺激と上がった息の先で、びくびくと熱が暴発するのがわかった。

　体全身に波が広がり、大きなうねりとなって茜の体を飲み込んでいく。

　まだ荒い息を飲み込むように、唇が茜の吐息を奪った。

「慎吾、さん……」

「悪いが、今夜はまだ離してやるつもりはないからな」

「は、い……」

　まだ繋がったままの体が、再び熱を取り戻していく。

　このまま時が止まればいいのにと思いながら抱かれる腕は、ひどく甘くて優しかった。
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　午前五時。明るくなり始めた空の向こうに、ゆっくりと港が近づいてくる。

　船はようやく、別府へと入港した。

　朝早いこともあり、聞き慣れた汽笛は聞こえてこない。

　テラスに立っていると、遠くから船員たちが停船の準備をしている声が伝わってくる。

　船は今日この町に一泊し、そのあと関東を目指し、最終的に北海道へと向かう。

　つまり、陸路で帰るチャンスがしばらくなくなってしまうということだ。

　風になびいた髪を押さえて振り返ると、上崎はベッドの上で寝息をたてている。

　上下に揺れるシーツを見ながら、この人はこんな風に少年みたいな無防備な顔で眠るのだと茜は知った。

「ありがとう、ございました。上崎さん……」

　茜は小さく呟くと、乗船した時と同じ服を着て自分のバッグにパソコンを詰め込み、音をたてないようにそっと部屋をあとにした。

　港に下りると平衡感覚がなくなって、足元が揺れているような気がした。

　振り返ると、大きな豪華客船が朝日の中で輝いている。

　潮風に煽られ、茜の髪が舞い上がる。その耳元には、星型のピアスが光っている。

　ここで与えられたものは、すべて置いてきた。

　たったひとつだけ、最初に上崎が選んでくれた星型のピアスだけは、どうしても持って帰りたいと思った。それは、思い出そのものだと感じたから。

「さようなら、上崎さん……」

　楽しかった。初めての経験をたくさんした。

　上崎慎吾という人間は、世界を変える力を持つすごい人だった。

　そういう人にふさわしい相手と、きっと自分の知らない世界で幸せになるのだろう。

　そう思うと、ほんの少しだけ涙が滲んだ。

　もう二度と会うことはない人の幸せを願うことが、こんなにもあたたかな気持ちになることを彼から教わった。

　どうか、どうか。これからの彼に、たくさんの幸福が降り注ぎますように。

　たくさんの思い出を残して、茜の旅は終わりを告げた。
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　夕方を過ぎたオフィスは、けだるい空気に包まれていた。

　茜の担当する部署は、相澤を含めて四人という少人数体勢をとっている。

　部屋も撮影を考慮して明かりの入る地上階ではあるものの、エレベーターホールから一番遠い元倉庫という立地は実に窓際部署らしく雑然としていた。

　撮影用にぽっかりと空いたダイニングテーブル以外は、未だに資料室として使用されているステンレスの棚と、個人用のデスクが並んでいる。

　冷蔵庫の大きさと調味料の数だけはどの部署にも負けないと強がる相澤は、自分のデスクからじっと茜を見上げている。

「それで、取材許可は出なかったのか」

「申し訳ありません」

　頭を深々と下げた茜は、疲れを少しも見せない凛とした声を放った。

　朝イチの電車を乗り継ぎ、地元駅に戻ったのが午後四時。

　茜はその足で出社し、相澤に報告した。取材許可は取れなかったと。

「記事はあります。上崎さんの休暇が終わり次第、彼の会社に連絡を取って再度取材を申し込みます」

「舞浜、諦めてないのか？」

　相澤は、トレードマークのよれよれの前髪を揺らし、驚いたように目を見開いている。

「ここに、記事データがあります」

　茜はバッグから黒いＵＳＢメモリを取り出すと、それを相澤のデスクの上に置いた。

「確認する」

　相澤はメモリを受け取ると、それをデスクトップに挿しこんだ。

　鋭い視線を向けながら、モニタの記事に目を通していく。

「……いい記事だ」

　再び顔を上げた相澤は、自信に満ちた笑みを浮かべていた。

「上崎という人物の基本的な情報から、今までになかった人間的な部分にしっかりと触れている」

「ありがとうございます」

「これなら、向こうさんも許可を出すと思うぞ。よくやったな、舞浜」

　上機嫌な相澤に、茜は小さく声をかけた。

「相澤さん、ひとつお願いがあるんです」

「なんだ？　また船に乗りたいのか？　残念ながら、うちの予算じゃ公園の貸しボートが精一杯だぞ？」

「いえ……その、記事のことなんですが」

　茜は鞄を下ろすと、その場で頭を下げた。

「その記事、私が書いたことは伏せておいていただけませんか？」

　静かな進言に、部屋の中に響いていた社員たちの寝息やキーボードの音がぴたりと止まった。

「理由を聞いてもいいか？」

　相澤の言葉に、茜は背筋を伸ばした。

「私は、あの船で上崎さんに嘘をつきました。そして、嘘をついたまま船を下りた。その責任は最後まで取りたいんです」

「嘘をつき続けることが誠意……か。お前も、やっぱり記者なんだな。ただ……」

　口ごもった相澤に、茜は心配そうに眉を寄せた。

「駄目、でしょうか？」

「いや、俺はかまわないんだが……」

　言いよどむ相澤の頭に、突然黒い影がさした。

　それは、太陽の傾きによるビル影でも、茜の影でもない。

　何か別の、もっと大きな影が、茜の後ろから伸びていた。

「残念だったな。その願いは、もう叶わない」

　やけに余裕ぶった低い声と、決定事項を告げるための音には聞き覚えがあった。

「この声……」

　振り返ると、慣れた香水の香りと困ったような笑顔が目の前に立っている。

　藍色のスーツにブラックシャツ赤いネクタイを締めた男は、不機嫌そうに目を細めた。

　その顔を、茜はよく知っていた。

「残念だったな。俺は、お前の記事以外に、許可を出すつもりはない。諦めろ」

「上崎さん？　どうして……？」

　そこに立っていたのは、数時間前に別れたはずの上崎だった。

「陸路は時間がかかっただろう？　待ちくたびれたぞ」

「相澤さん、どういうことですか！」

　デスクに向かって叫ぶ茜に、相澤はまあまあと両手を上げた。

「プライベートジェットを使った」

「移動手段じゃありません！　なんで……」

　驚く茜の手を取り、上崎は相澤と視線を合わせた。

「待たせていただき、ありがとうございました。取材の件は、改めてうちの秘書から連絡を入れさせます」

「ありがとうございます、上崎さん。これからもよろしくお願いします」

　当たり前のように挨拶を交わし、上崎は茜の肩を抱いて歩き始めた。

「では、ミスター相澤。彼女は借りていきますよ」

「えっ？　えっ？」

　わけがわからないまま背を押され、茜は相澤に助けを求めるように視線を送った。

　しかし、上司は穏やかな微笑みを浮かべて、手など振りながら見送っている。

（何、どういうこと？　一体、なんなの!?）

　誰も何も答えてくれぬまま、茜は引きずられるように社をあとにした。

　すれ違う他部署の人たちの中には、彼が上崎であることに気づいた者も居たようで、あちこちからひそひそと囁く声が聞こえてくる。

「上崎さん、説明して下さい！　ちょっと！」

　茜の言葉に、上崎は突然足を止めた。

　そして、目の前にある扉を開きその中に茜を押し込む。そこは、古いコピー機が並ぶ倉庫だった。

　薄暗い部屋の中には、黄ばんだコピー用紙や古い新聞が積み重なっている。

　茜は、上崎と出会った時のことを思い出していた。

　上崎はゆっくりと壁際に茜を追い込むと、その両手首を掴んで壁に叩きつける。

　低い振動と共に、上崎の顔が近づいた。

「俺から、逃げられると思うな」

「う、ンッ……！」

　押し付けられた唇に、茜は必死に抵抗する。

　今だけは、このキスに流されるわけにはいかなかった。

「なぜ、最初に言わなかった。自分が、新聞記者であると」

　あまりにも直球な質問に、茜は瞳に涙が浮かんでくるのがわかった。

「言えるわけ、ないじゃないですか……」

　泣きたくないと思えば思うほど、瞳に雫が溜まっていく。

　抑えきれない感情を、茜は必死にこらえようとした。

「私は、あなたの大嫌いな記者なんですよ。そんなこと……」

　ぽとりぽとりと涙が頬から床に落ちていく。

　上崎は、茜の頬に唇を寄せ涙をキスで拭った。

「私は、あなたとは身分が違う。ただの会社員で、あなたとはいつか離れなければならないとわかっていて、本当のことを言う必要があるんですか？」

　茜の声に、上崎はようやく優しい顔で笑った。

「お前は、本当に嘘が下手だな」

　すべてを見透かす目が、茜の言葉を待っている。

　本当にこの人には敵わないと、茜は涙を浮かべたまま笑顔を浮かべた。

「だって、上崎さんは休暇中ですよ。ビジネスの話なんて、似合わない」

　強く締め付けられていた手首がゆっくりと解放され、上崎はその場に腰を落とした。

「上崎さん？　どうしたんですか？」

　こんな埃っぽい場所で急に跪いた上崎に、茜は動揺する。

　体調でも悪くなったのだろうかと手を伸ばした瞬間、男が顔を上げた。

　その表情は、いたずらをしかける時のあの時と同じ顔をしている。

「お前は本当に、最初から最後まで抵抗するんだな。俺に対してそんな反応を見せたのは、お前が初めてだよ」

　ジャケットのポケットに手を差し入れ、小さな箱が取り出される。

　上崎は目の前で、その蓋をゆっくりと開いた。

　それは、指輪だった。大きな白い石のついたリングが、彼の手の中できらめいている。

「上崎、さん……？」

「身分なんか知るか。そんなに気になるなら、お前が上崎になればいい」

　不機嫌そうな上崎の言葉に、何も考えられなくなる。

　呆然とする茜の手を取り、上崎は左手の薬指にリングを通した。

　サイズは、まるで始めからそこにあったかのように、茜の指にぴったりとはまる。

「もう逃げるな。俺の、暇つぶしに付き合え」

「暇つぶしって……船はもう、下りたんですよ？　一体、いつまで……」

　茜の言葉に、上崎は手の甲に唇を落とすと立ち上がった。

　見下ろしてくる視線が、優しい色で微笑みを浮かべながら答えを紡いだ。

「一生」

　伸ばした腕のぬくもりに、目を閉じることも忘れてしまう。

　そういえばこの人は、こういう強引な人だったということを茜は思い出していた。
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　タクシーに放り込まれ、海沿いのマンションに連れてこられた。

　車の中で、ここは上崎の持ち物で、日本のセカンドハウスだと説明された。

「んっ、ん……っ……」

　玄関が閉まるよりも先に、上崎の唇が茜の吐息を奪う。

　おかえりのキスにしては乱暴な口づけに、それでも両手を伸ばしてしまうのは、そこに居るのが愛しい相手だからだ。

「ん……ふふ……」

「ほう？　キスの最中に笑うとは、随分余裕だな」

「だって……上崎さんが、追いかけて来てくれるなんて、思いませんでした」

　額をつけたまま喜びに緩んでいる頬に、上崎は何度も唇を押し付ける。

「お前は気づいてなかっただけで、俺は最初からお前に恋してたよ」

　突然の告白に、口づけている間の睦言なのかと疑った茜だったが、彼の肩に乗る自分の左手の証を見てどれが本当なのかわからなくなる。

　なだめるようにキスを繰り返しながら、指先が茜のシャツを下ろしていく。

「いくら休暇中とはいえ、俺が行動を共にする女の身元を調べないと思ってたのか？」

　確かに、上崎は船内で何度か電話をかけていた。

　もしかするとあれは、外部に茜の調査をさせていたのかもしれない。

　だとすれば、最初からすべては上崎の掌の上だったということだ。

「お前、潜入向いてなさすぎだ。パソコンも、パスワード誕生日にするなって会社で教わらなかったか？」

　いつかパソコンの復帰設定が変更されていたことを、茜は思い出していた。

「じゃあ、あの時にはもう……んっ……」

　ボタンはすべて外されていないのに、上崎の指先が性急に下着をずり上げた。

　柔らかな膨らみを味わうように掌を当て、上崎の舌が歯列をなぞる。

「お前、俺の秘書を褒めただろう？」

　確かに、最初に会った時に、そんな話をした記憶がある。

「あの時からだ、お前のことが気になり始めたのは」

「なん、で……」

「俺にとって大事な人を褒めてくれて嬉しかった。それと同時にこうも思った、なんでこいつは、俺を前にして俺のことを褒めないのかって」

　実に上崎らしい思考に、茜は再び笑みを零した。

「そんな理由で……？」

「ああ。絶対にこいつの口から、俺を褒めさせてやるってあの時思った」

　まるでやけになった子供のような言葉に、茜は今度は自分から唇を近づけた。

　どうしようもなく込み上がる愛しさが、抑えきれない。

「本当に、ハニトラだって疑ってたんですね」

「ああ……あれは、本当にすまなかった」

　言葉とキスを交わしながら、もつれるように廊下を進む。

　ふたりの歩いたあとには、点々とジャケットやストッキングが落ちていた。

「どうして、記者だってわかってて私のこと信じてくれたんですか？」

　ベッドに倒れ込みながら、茜はじっと上崎の瞳を見つめる。

　優しく微笑む男は、もう一度吸い付くようなキスを落とした。

「言っただろ。お前が嘘ついてる顔は、すぐわかるんだよ」

　嬉しそうに微笑む上崎もまた、嘘をついていないのだろうなと思えた。

　彼にとっての茜がそうであるように、茜にとっても彼の感情はもはや近い存在のもので、それが真実かどうか感じることができるような気がした。

「んっ……あ……ッ、上崎、さ……ん……」

　スカートごと下着を引き抜かれ、自分のシャツを投げ捨てた上崎の体が脚の間に忍び込んでくる。

「言えよ、茜。お前、俺のことどう思う？」

　既に柔らかくとろける花溝に、上崎は熱の先端を滑らせる。

　彼が欲しがる言葉を、自分だけが持っているのかと思うと嬉しかった。

「上崎さんは、素敵な人です。だから私は、好きになった」

「茜……」

「あっ、や……っ、は、ぅ……ッ、ん……ッ」

　まだほぐしきれていない粘膜に、快楽が直接ねじ込まれていく。

「息を吐け、茜」
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「だっ……め……っ……ひぅ……ッ」

　上体を倒し、上崎は動きを止めた。

　咥え込んだ熱が、じりじりと内側から感覚を広げていく。

「ははっ……まるでティーンだな。自分が、こんなに堪え性のない男だとは思っていなかった」

　びくびくと震える熱が、早く動きたいと訴えかけてくる。

　それでも、上崎は唇を寄せ耐えている。

「しん、ご……さ……ん……」

　瞳を潤ませる茜に、上崎はなだめるように何度も口づけた。

「言っただろう。お前が、嫌がることは絶対にしない……」

　苦しげに息を吐く上崎に、茜はそっと手を伸ばした。

「うご、いて……慎吾、さ……ん……」

「辛くないか？」

「いい……ほし、い……ンンッ……！」

　言葉を飲み込むように口づけた上崎が、そのまま腰を押し付けた。

　既にいっぱいだと思っていた腹の内側に、更に深く熱が忍び込んでくる。

　溶け合うように重なる肌が、どうしようもなく幸福で涙が出た。

「はっ……熱い、な……お前の中はいつも、真夏みたいだ……」

「んっ、慎吾、さんの……せい、です……よ……あっ……」

「いいなその声。もっと聞かせろ」

「は、ぅ……ッ、あ、ん……ッ、きも、ち……いい……です……だめ、それ……ッ」

　茜が啼く声に合わせて、上崎の熱が追い詰めるように強く打ち付けられる。

　体を支配してくる高揚感と、噴き出す汗に視界が輪郭を失っていく。

　ただここに上崎が居てくれることが嬉しくて、茜は静かに涙を零した。

「茜……泣かなくていい。俺は、そばに居る。お前が逃げようとしても、無駄だ」

「は……い……」

　大好きな人の腕に抱かれ、茜は最初の絶頂が這い上がってくるのを感じた。

「慎吾……さ……すき……です……」

「愛してる、茜……」

「やっ、やぁ……ッ、あ……ンッ、んん……ッ！」

　せり上がる快楽に、茜は全身の汗が噴き出すのを感じた。

　光の中で見えたのは、愛しい人のどうしようもなく優しい笑顔だった。
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　新鮮な魚が並ぶ市場の店先で、茜はボイスレコーダーを片手にあちこちの店主に声をかけていく。年の瀬が近づくこの季節、食の現場は今が最も盛り上がりを見せる時だ。

「峰さん、あっちも撮っておいてもらえますか？」

「あいよ」

　同行している峰は、茜に指示された通り店の裏手の排水口を写真に収めた。

　太川新聞の年末特別増刊号に掲載される、料理部門の記事のために茜は峰と組んでこの市場へ取材へやってきた。

『元日の胃袋。お正月料理の根幹を探る』というテーマは、茜が企画したものだった。

「おつかれさん。ふたりとも、よかったらうちの店けーへんか？　今、ごっつい真鯛が入ってきてな。これから捌くとこなんや。見ていくか？」

　取材を許可してくれた、協同組合の副会長がふたりの姿を見つけて声をかけてくれた。会長は、この市場で最も古い食堂の店主でもある。

「ありがとうございます！　是非！」

「刺身やったら、やっぱ日本酒かなぁ」

「峰さん、仕事中は飲まない主義じゃないんですか？」

「そうでした。ほな行こか」

　峰と共に歩き出した瞬間、バッグの中でスマホが震えた。

「すみません、ちょっと失礼します」

　峰に声をかけ、茜は海側の人気が少ない場所へ走り寄ると通話ボタンを押した。

『やあ、ハニー。元気そうだな』

　スマホの向こうからは、慣れ親しんだ声が聞こえてくる。

「どうも、ダーリン。そっちは今真夜中なんじゃないんですか？」

『よくわかったな。いつも俺のことを考えてくれてるのか？』

「残念。アメリカからなかなか帰れないワーカホリックな婚約者のことなんて、忘れかけてました」

　皮肉めいた言葉に、上崎はククッと低く笑った。

『相変わらず、面白い女だ』

　あれから、上崎は仕事を片付けてくると言って休暇を切り上げアメリカに帰っていった。

　連休の度に逢瀬を重ねたが、彼の多忙ぶりを理解していた茜は、ただ彼の健康を願って遠距離恋愛を続けていた。

　茜はといえば、上崎の取材許可を正式に申請し無事に記事を掲載することができた。

　しかし、大変なのはそのあとだった。

　あのマスコミ嫌いのミスター上崎が、日本で独占取材を許可したというニュースが世界中を駆け巡り、太川新聞には彼の取材を行ったスペシャリストについての情報提供を求める声が殺到。

　茜は、上半期の社長賞を受賞するに至った。

　もちろん、社内でも茜を獲得しようとすべての部署が争奪戦を繰り広げた。

　しかし、茜はその申し出をすべて断り、今も料理部門に籍を置いている。

　今の場所で、きちんと自分なりに成果を出してからでないと次には進めないと判断した結果だった。

『茜にふたつ、伝えたいことがあってな。電話をした次第だ。今は、仕事中か？』

「仕事中です。けど、大丈夫ですよ。なんですか？　伝えたいことって」

『まずはひとつ目、日本に戻れることになった』

「本当ですか!?」

『ああ、仕事がようやく落ち着いた。待たせて、悪かったな』

　上崎の言葉に、茜はぱあっと表情を明るくした。

　本当に上崎と共に未来を歩んでいる実感が、今更ながらに胸にこみ上げる。

「もう、無理したんじゃないんですか？　またひどい顔色で帰ってきたら、承知しませんからね」

　最後に会った時、上崎は二日徹夜したと言ってクマを増やしていた。

　会いたい気持ちは強いけれど、無茶はしてほしくないというのも本音だ。

『そうだな。お前は怒ると怖いから、気をつけるよ』

「そうして下さい。で、ふたつ目の伝えたいことって？」

『……その赤いスカート、似合ってるな』

　上崎の声が、ふいに途絶えた。

「え……？」

　トンッと、弾むような衝撃のあと、背中にあたたかなものが触れる。

　胸元に両腕が回され、かつんとスマホが地面に落ちた。

　覚えのあるコロンの気配に、頭の中が真っ白になる。

「どう、して……」

「言っただろう？　大事にしたい女には優しくするタイプなんだよ」

　柔らかく触れる声に、茜は振り返ることなくスーツの腕にそっと触れた。

「おかえりなさい、慎吾さん」

「ただいま、茜」












Copyright © 2019 Yuri Kakimoto  All rights reserved.





※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation









		表紙



		本編

























Guide





		表紙



		本編















item/image/cover.jpg





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





